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第
だい

１ 章
しょう

 調査
ちょうさ

の概要
がいよう

 

１．調査
ちょうさ

の目的
もくてき

 

本調査
ほんちょうさ

は 、令和
れ い わ

は６年度
ね ん ど

は 初年度
しょねんど

はとする第
だい

は７期
き

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

は、第
だい

は３期
き

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

、第
だい

４次
じ

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

改訂版
かいていばん

の策定
さくてい

に資
し

するため、市民
し み ん

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの

利用
り よ う

実態
じったい

や福祉
ふ く し

に関
かん

する意識
い し き

、意向
い こ う

等
とう

 把握
 あ く

し、計画
けいかく

策定
さくてい

や施策
し さ く

推進
すいしん

に役立
や く だ

てるた

めに実施
じ っ し

するものです。 

 

２．調査
ちょうさ

対象
たいしょう

 

市民
し み ん

アンケート調査
ちょうさ

対象
たいしょう

：「18歳
さい

以上
いじょう

」、「18歳
さい

未満
み ま ん

」の障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

等
とう

所持者
しょじしゃ

 

事
じ

業者
ぎょうしゃ

は 団体
だんたい

はアンケート調査
ちょうさ

対象
たいしょう

は：障害
しょうがい

福祉
ふ く し

はサービス提供事
ていきょうじ

業者
ぎょうしゃ

は、障害者
しょうがいしゃ

関係
かんけい

登録
とうろく

団体
だんたい

 

 

３．調査
ちょうさ

期間
き か ん

と方法
ほうほう

 

１）調査
ちょうさ

期間
き か ん

 

■「18歳
さい

以上
いじょう

」調査
ちょうさ

、「18歳
さい

未満
み ま ん

」調査
ちょうさ

 

調査
ちょうさ

期間
き か ん

：令和
れ い わ

５年
ねん

７月
がつ

２１日
にち

（金
きん

）～令和
れ い わ

５年
ねん

８月
がつ

４日
にち

（金
きん

） 

■「サービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

」調査
ちょうさ

、「障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

」調査
ちょうさ

 

調査
ちょうさ

期間
き か ん

：令和
れ い わ

５年
ねん

７月
がつ

２１日
にち

（金
きん

）～令和
れ い わ

５年
ねん

８月
がつ

４日
にち

（金
きん

） 

２）調査
ちょうさ

方法
ほうほう

 

郵送
ゆうそう

による、配布
 い ふ

 回収
かいしゅう

 

 

４．調査票
ちょうさひょう

の回収
かいしゅう

状 況
じょうきょう

 

 

 配布数
 いふすう

 有効
ゆうこう

回収数
かいしゅうすう

 有効
ゆうこう

回収率
かいしゅうりつ

 

18歳
さい

以上
いじょう

 2,000 票
ひょう

 720票
ひょう

 36.0％ 

18歳
さい

未満
み ま ん

 300 票
ひょう

 99 票
ひょう

 33.0％ 

サービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

 300 票
ひょう

 157票
ひょう

 52.3％ 

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

 53 票
ひょう

 26 票
ひょう

 49.1％ 

 

  



４ 報告書
ほうこくしょ

の見方
み か た

 

 回答
かいとう

結果
け っ か

の割合
わりあい

は「％」 有効
ゆうこう

サンプル数
すう

に対
たい

して、それぞれの回答数
かいとうすう

の割合
わりあい

 小
しょう

数点
すうてん

第
だい

２位
い

で四捨五入
ししゃごにゅう

したものです。そのため、単数
たんすう

回答
かいとう

は（複数
ふくすう

の選択肢
せんたくし

から1つの選択肢
せんたくし

 選
えら

ぶ方式
ほうしき

）であっても合計値
ごうけいち

が 100.0％にならない場合
ば あ い

があります。 

 複数
ふくすう

回答
かいとう

は（複数
ふくすう

はの選択肢
せんたくし

はから２つ以上
いじょう

はの選択肢
せんたくし

は 選
えら

はぶ方式
ほうしき

は）の設問
せつもん

はの場合
ば あ い

は、回答
かいとう

はの

構成比
こうせいひ

は 選択肢
せんたくし

はごとの有効
ゆうこう

回答数
かいとうすう

はに対
たい

はする割合
わりあい

は 示
しめ

はしています。そのため、合計
ごうけい

はが

100.0％ 超
こ

える場合
ば あ い

があります。 

 図表中
ずひょうちゅう

においては「無回答
むかいとう

」とあるもの 、回答
かいとう

が示
しめ

されていない、また 回答
かいとう

の判別
 んべつ

が困難
こんなん

なものです。 

 クロス集計
しゅうけい

のキーとなる項目
こうもく

について 、「無回答
むかいとう

」の項目
こうもく

 表示
ひょうじ

していませんが、

「合計
ごうけい

」の回答数
かいとうすう

に 「無回答
むかいとう

」の回答数
かいとうすう

が含
ふく

まれます。 

 図表中
ずひょうちゅう

のは「（（numberはofはcase）」 、集計
しゅうけい

対象者
たいしょうしゃ

総数
そうすう

は（あるい 回答者
かいとうしゃ

限定
げんてい

設問
せつもん

の限定
げんてい

条件
じょうけん

に該当
がいとう

する人
ひと

） 表
あらわ

しています。 

 クロス集計
しゅうけい

において、回答者数
かいとうしゃすう

は（（）が少数
しょうすう

となる場合
ば あ い

 参考
さんこう

までに数値
す う ち

 見
み

るに

とどめ、結果
け っ か

の利用
り よ う

に 注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。 

  



第
だい

２ 章
しょう

 「18歳
さい

以上
いじょう

」調査
ちょうさ

結果
け っ か

  

１ 属性
ぞくせい

 

問
とい

１ 回答者
かいとうしゃ

 

「本
ほん

人
にん

」（65.3％）、「本
ほん

人
にん

の家族
か ぞ く

」（27.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

２ 年齢
ねんれい

（令和
れ い わ

５年
ねん

７月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

「60～64歳
さい

」（13.9％）がもっとも高
たか

く、次
つ

いでは「50～54歳
さい

」（11.5％）、「75歳
さい

以上
いじょう

」（10.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.3 27.8 

2.4 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

問１ お答えいただくのは、どなたですか。

本人（この調査票が郵送された宛名の方）

本人の家族

家族以外の介助者

無回答

11.0 

7.2 

5.1 

3.5 

5.6 

9.4 

11.5 

10.0 

13.9 

4.3 

7.1 

10.7 

0.7 

0% 10% 20% 30%

18～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

問１ 年齢（合計）（N=720）



問
とい

３ 性別
せいべつ

 

「男性
だんせい

」（52.9％）、「女性
じょせい

」（44.9％）で、「男性
だんせい

は 女性
じょせい

で 答
こた

えられない」（1.1％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

２ 障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

 

問
とい

４ あなたは身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。 

「1級
きゅう

」～「6級
きゅう

」 合
あ

わせたは 持
も

っている』 54.0%、は「持
も

っていない」が38.9%

となっています。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４４－１ （身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

４）手帳
てちょう

４を取得
しゅとく

４された時
とき

４の年齢
ねんれい

４をお答
こた

４くください。

（N=388） 

「18歳
さい

未満
み ま ん

」（16.2％）が最
もっと

も高
たか

く、次
つ

いで「55～59歳
さい

」（12.6％）、「45～49

歳
さい

」（10.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.2 

8.8 

3.4 

2.1 

4.9 

6.7 

10.6 

8.5 

12.6 

6.7 

3.6 

3.9 

5.4 

6.7 

0% 10% 20% 30%

18歳未満

18～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

（手帳別）×問４－１ 手帳を取得された時の

年齢（N=388 ）

18.8 13.8 7.5 8.3 

3.2 2.4 

38.9 7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

（手帳別）×問４ あなたは身体障害者手帳をお持ちですか。（○

は総合等級に応じた１つだけ）

1級 2級 3級

4級 5級 6級

持っていない 無回答 合計

52.9 44.9 

1.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

問３ あなたが思う性別

男性 女性

男性 女性で 答えられない 答えない

無回答 合計



問
とい

４５ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

４をお持
も

４ちの場合
ば あ い

４ 主
しゅ

４たる障害
しょうがい

４をお答
こた

４くください。

（N=388） 

「内部
な い ぶ

障害
しょうがい

は（１～８以外
い が い

）」（24.7％）、「肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

は（下肢
か し

）」（15.2％）、「肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（上肢
じょうし

）」（13.7％）、「視覚
し か く

障害
しょうがい

」（11.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.6 

7.2 

0.3 

2.1 

13.7 

15.2 

4.9 

3.1 

24.7 

17.3 

0% 10% 20% 30%

１．視覚障害

２．聴覚障害（平衡機能含む）

３．盲ろう（視覚障害と聴覚障害の重複）

４．音声 言語 そしゃく機能障害

５．肢体不自由（上肢）

６．肢体不自由（下肢）

７．肢体不自由（体幹）

８．肢体不自由（脳原性）

９．内部障害（１～８以外）

無回答

問５ 身体障害者手帳をお持ちの場合、主たる障害をお答え

ください（N=388）



問
とい

６ あなたは療育
りょういく

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。 

「Ａ判定
 んてい

」「Ｂ1判定
 んてい

」「B2判定
 んてい

」 合
あ

わせたは 持
も

っている』 28.0％、「持
も

ってい

ない」 61.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

６－１ ４（療育
りょういく

）手帳
てちょう

を取得
しゅとく

された時
とき

の年齢
ねんれい

をお答
こた

くください。４（N=189） 

「18歳
さい

未満
み ま ん

」（56.6％）が最
もっと

も高
たか

く、次
つ

いでは「18～24歳
さい

」（16.4％）となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.6 

16.4 

1.1 

2.6 

2.6 

0.5 

1.6 

2.1 

1.6 

0.5 

0.5 

0.0 

0.0 

13.8 

0% 20% 40% 60%

18歳未満

18～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

（手帳別）×問６－１ 手手帳を取得された時

の年齢（N=189 ）

13.0 7.4 7.6 61.5 12.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

（手帳別）×問６ あなたは療育手帳をお持ちですか。

Ａ判定 Ｂ1判定 B2判定

持っていない 無回答 合計



問
とい

７ あなたは精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。 

「1級
きゅう

」「2級
きゅう

」「3級
きゅう

」 合
あ

わせた 持
も

っている』 33.6％、「持
も

っていない」

 62.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

７－１ （精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

）手帳
てちょう

を取得
しゅとく

された時
とき

の年齢
ねんれい

をお答
こた

くくだ

さい。（N=204） 

「18～24歳
さい

」（25.0％）が最
もっと

も高
たか

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.0 15.8 10.8 62.9 8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

（手帳別）×問７ あなたは精神障害者保健福祉手帳をお持ちです

か。

1級 2級 3級 持っていない 無回答 合計

4.9 

25.0 

5.9 

5.9 

7.8 

9.0 

8.3 

6.9 

7.8 

2.5 

2.0 

2.0 

1.5 

15.2 

0% 10% 20% 30%

18歳未満

18～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

（手帳別）×問７－１ 手帳を取得された時の

年齢（N=204 ）



問
とい

８ あなたは発達
はったつ

障害
しょうがい

として診断
しんだん

されたことがありますか。 

「ある」（20.8％）、「ない」（72.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

９ あなたは強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

があると言
い

われたことがありますか。 

「ある」（7.5％）、「ない」（88.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.8 

1.3 

48.3 

31.8 

100.0 

61.1 

29.2 

11.7 

72.5 

92.7 

46.2 

63.1 

35.2 

68.8 

85.6 

6.7 

6.1 

5.5 

5.1 

3.7 

2.1 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

（手帳別）×問８ あなたは発達障害として診断されたことがあり

ますか。

ある ない 無回答 合計

7.5 

0.6 

17.9 

7.6 

22.0 

100.0 

20.8 

8.1 

88.6 

95.5 

80.7 

89.2 

78.0 

79.2 

91.9 

3.9 

3.8 

1.4 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

問９ あなたは強度行動障害があると言われたことがあります

か。。

ある ない 無回答 合計



問
とい

10 あなたは高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

として診断
しんだん

されたことがありますか。 

ある」（6.7％）、「ない」（88.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

１１ あなたは難病
なんびょう

に罹患
り か ん

していますか。 

「ある」（15.4％）、「ない」（78.5％）となっています。 

 

 

 

 

  

15.4 

21.1 

11.0 

8.3 

8.7 

16.7 

16.7 

100.0 

78.5 

73.8 

86.2 

85.4 

90.0 

79.2 

6.1 

5.1 

2.8 

6.4 

1.3 

7.4 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

問１１ あなたは難病に罹患していますか。

罹患している 罹患していない 無回答 合計

6.7 

6.7 

4.1 

6.4 

9.3 

18.5 

100.0 

7.2 

88.9 

89.8 

93.1 

89.8 

89.3 

91.9 

4.4 

3.5 

2.8 

3.8 

1.3 

1.9 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

問10 あなたは高次脳機能障害として診断されたことがあります

か。

ある ない 無回答 合計



問
とい

１２ あなたが現在
げんざい

受
う

けている医療的
いりょうてき

ケアをお答
こた

くください。（あてはまる

ものすべてに○） 

「服薬
ふくやく

管理
か ん り

」（23.6％）、「透析
とうせき

」（3.3％）、「胃
い

ろう 腸
ちょう

ろう」（1.9％）、「ストマ

（人
じん

工肛門
こうこうもん

 人
じん

工膀胱
こうぼうこう

）」（1.9％）、「無回答
むかいとう

」（60.3％）となっています。 

 

 

 

  

構成比（％）

気管切開 人工呼吸

器（レス

ピレー

ター）

吸入 吸引 胃ろう 

腸ろう

鼻腔経管

栄養

中心静脈

栄養（Ｉ

ＶＨ）

透析 カテーテ

ル留置

ストマ

（人工肛

門 人工

膀胱）

服薬管理 その他 無回答 合計

合計(N=720) 1.0 1.1 1.4 1.7 1.9 0.3 0.1 3.3 1.7 1.9 23.6 9.3 60.3 100.0

身体障害者手帳(N=313) 1.0 1.0 0.6 1.3 2.9 0.0 0.3 7.7 3.8 4.5 20.1 13.4 52.1 100.0

療育手帳(N=145) 0.0 0.7 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.2 4.1 76.6 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 0.0 0.0 0.6 1.3 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.1 7.6 60.5 100.0

発達障害(N=150) 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.3 4.0 68.7 100.0

強度行動障害(N=54) 3.7 1.9 5.6 3.7 1.9 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 46.3 1.9 53.7 100.0

高次脳機能障害(N=48) 2.1 2.1 2.1 4.2 4.2 2.1 0.0 0.0 2.1 0.0 52.1 10.4 39.6 100.0

難病(N=111) 2.7 2.7 2.7 4.5 6.3 0.9 0.9 3.6 2.7 1.8 40.5 13.5 39.6 100.0



３ 住
す

まいや暮
く

らし 

問
とい

１３ あなたは 現在
げんざい

どのように暮
く

らしていますか。 

「家族
か ぞ く

と暮
く

らしている」（75.1％）、「一人
ひとり

で暮
く

らしている」（15.0％）、「」、グルー

プホームで暮
く

らしている」（3.5％）、「入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

で暮
く

らしている」（2.4％）、「病院
びょういん

に

入院
にゅういん

している」1.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

構成比（％）

一人で暮

らしている

家族と暮

らしている

グループ

ホームで

暮らして

いる

入所施設

で暮らし

ている

病院に入

院してい

る

その他 無回答 合計

合計(N=720) 15.0 75.1 3.5 2.4 1.1 0.6 2.4 100.0

身体障害者手帳(N=313) 17.3 78.6 0.3 1.3 1.3 0.3 1.0 100.0

療育手帳(N=145) 6.2 72.4 11.7 4.1 0.0 0.7 4.8 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 21.0 71.3 1.3 2.5 0.6 0.6 2.5 100.0

発達障害(N=150) 6.7 84.0 4.7 2.0 0.0 0.0 2.7 100.0

強度行動障害(N=54) 7.4 70.4 5.6 5.6 1.9 1.9 7.4 100.0

高次脳機能障害(N=48) 4.2 81.3 2.1 6.3 4.2 0.0 2.1 100.0

難病(N=111) 11.7 77.5 3.6 1.8 2.7 0.0 2.7 100.0

15.0 

17.3 

6.2 

21.0 

6.7 

7.4 

4.2 

11.7 

75.1 

78.6 

72.4 

71.3 

84.0 

70.4 

81.3 

77.5 

3.5 

0.3 

11.7 

1.3 

4.7 

5.6 

2.1 

3.6 

2.4 

1.3 

4.1 

2.5 

2.0 

5.6 

6.3 

1.8 

1.1 

1.3 

0.6 

1.9 

4.2 

2.7 

0.6 

0.3 

0.7 

0.6 

1.9 

2.4 

1.0 

4.8 

2.5 

2.7 

7.4 

2.1 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳

(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手

帳(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害

(N=48)

難病(N=111)

（手帳別）×問１３ あなたは、現在どのように暮らしています

か。

一人で暮らしている 家族と暮らしている

グループホームで暮らしている 入所施設で暮らしている

病院に入院している その他

無回答 合計



問
とい

１３－１ 家族
か ぞ く

の誰
だれ

と一緒
いっしょ

に暮
く

らしていますか。（あてはまるものすべてに

○） 

「母
  

は（お母
かあ

さん）」（46.8％）、「配偶者
 いぐうしゃ

は（夫
おっと

また 妻
つま

）」（40.9％）、「父
ちち

は（お父
とう

さん）」

（36.2％）、「子
こ

ども」（24.2％）、「兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

」（19.8％）となっています。(N=541) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

１４ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

はどのようにしていますか。 

「ひとりでできる」が７割
わり

以上
いじょう

 、①食事
しょくじ

、②トイレ、③入浴
にゅうよく

、④着替
き が

え、⑤身
み

だ

しなみ、⑥家
いえ

の中
なか

の移動
い ど う

、⑧家族
か ぞ く

 支援者
しえんしゃ

以外
い が い

の人
ひと

との会話
か い わ

となっています。 

「一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

はが必要
ひつよう

は」と「全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

はが必要
ひつよう

は」合
あ

はわせた 介助
かいじょ

は 必要
ひつよう

は』が３割
わり

以上
いじょう

は 、

⑦外出
がいしゅつ

は（38.1％）、⑨お金
かね

の管理
か ん り

は（40.6％）、⑩薬
くすり

の管理
か ん り

は（34.5％）となっていま

す。 

 

 

 

 

  

構成比（％） 父（お父

さん）

母（お母

さん）

祖父母

（おじい

さん、お

ばあさ

ん）

兄弟姉妹 配偶者

（夫また

 妻）

子ども その他 無回答 合計

合計(N=541) 36.2 46.8 3.3 19.8 40.9 24.2 1.1 0.4 100.0

身体障害者手帳(N=246) 13.0 20.3 1.2 6.9 69.1 38.6 0.0 0.8 100.0

療育手帳(N=105) 66.7 82.9 2.9 34.3 4.8 2.9 3.8 0.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=112) 46.4 62.5 6.3 31.3 25.0 19.6 0.0 0.0 100.0

発達障害(N=126) 65.1 79.4 7.1 35.7 12.7 11.9 2.4 0.0 100.0

強度行動障害(N=38) 57.9 73.7 7.9 39.5 18.4 15.8 0.0 0.0 100.0

高次脳機能障害(N=39) 25.6 38.5 0.0 17.9 48.7 25.6 0.0 2.6 100.0

難病(N=86) 33.7 41.9 2.3 15.1 48.8 24.4 0.0 0.0 100.0

79.6 

82.6 

75.0 

80.0 

71.0 

83.2 

57.5 

76.7 

56.3 

61.4 

13.3 

8.3 

13.1 

10.8 

17.8 

7.4 

21.4 

0.6 

20.3 

17.1 

4.6 

6.1 

9.3 

6.7 

7.9 

5.8 

16.7 

14.7 

20.3 

17.4 

2.5 

2.9 

2.6 

2.5 

3.3 

3.6 

4.4 

8.1 

3.2 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①食事

②トイレ

③入浴

④着替え

⑤身だしなみ

⑥家の中の移動

⑦外出

⑧家族 支援者以外の人との会話

⑨お金の管理

⑩薬の管理

（手帳別）×問１４ 日常生活で（①～⑩）はどのようにしていますか。

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答 合計



問
とい

１５ あなたを介助
かいじょ

してくれる方
かた

は誰
だれ

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「母
  

は（お母
かあ

さん）」（42.6％）、「父
ちち

は（お父
とう

さん）」（27.0％）、「配偶者
 いぐうしゃ

は（夫
おっと

また 妻
つま

）」

（23.0％）、「施設
し せ つ

やグループホームの支援員
しえんいん

など」（17.1％）、「兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

」（14.4％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

１５－１ ４「１．」～「６．」に複数
ふくすう

の〇
まる

をされた方
かた

については 主
おも

に介助
かいじょ

を

してくれる方
かた

の番号
ばんごう

を記入
きにゅう

してください。 

「母
  

は（お母
かあ

さん）」（34.1％）、「配偶者
 いぐうしゃ

は（ 夫
おっと

また 妻
つま

）」（13.4％）となっています。 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 「配偶者
 いぐうしゃ

（夫
おっと

また 妻
つま

）」が３割
わり

となっています。 

療育
りょういく

手帳
てちょう

で 「母
  

（お母
かあ

さん））」が６割
わり

となっています。 

  

構成比（％）

父（お父

さん）

母（お母

さん）

祖父母

（おじい

さん、お

ばあさ

ん）

兄弟姉妹 配偶者

（夫また

 妻）

子ども 施設やグ

ループ

ホームの

支援員な

ど

ホームヘ

ルパーな

どサービ

ス事業所

の人

その他 無回答 合計

合計(N=404) 27.0 42.6 2.5 14.4 23.0 8.7 17.1 22.5 4.2 7.4 100.0

身体障害者手帳(N=136) 9.6 14.7 0.0 8.8 47.8 20.6 6.6 30.1 5.9 8.8 100.0

療育手帳(N=119) 42.0 63.9 2.5 21.8 0.8 0.8 36.1 19.3 2.5 5.9 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=78) 24.4 47.4 6.4 10.3 19.2 6.4 6.4 15.4 5.1 6.4 100.0

発達障害(N=105) 41.0 75.2 4.8 23.8 4.8 1.9 19.0 15.2 1.9 4.8 100.0

強度行動障害(N=51) 39.2 68.6 5.9 19.6 11.8 3.9 25.5 19.6 2.0 2.0 100.0

高次脳機能障害(N=36) 25.0 27.8 0.0 11.1 47.2 13.9 16.7 19.4 0.0 8.3 100.0

難病(N=80) 33.8 40.0 2.5 12.5 30.0 10.0 21.3 28.8 6.3 3.8 100.0

5.1 

3.8 

6.5 

6.6 

4.3 

11.4 

6.7 

10.9 

34.1 

7.7 

56.5 

27.9 

59.8 

40.9 

23.3 

34.4 

1.0 

3.3 

2.3 

1.6 

4.1 

2.9 

6.5 

3.3 

4.3 

1.6 

13.4 

30.8 

1.1 

8.2 

5.4 

6.8 

20.0 

20.3 

3.5 

9.6 

1.6 

2.3 

4.7 

38.9 

45.2 

29.3 

49.2 

23.9 

36.4 

50.0 

26.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=314)

身体障害者手帳(N=104)

療育手帳(N=92)

精神障害者保健福祉手帳

(N=61)

発達障害(N=92)

強度行動障害(N=44)

高次脳機能障害(N=30)

難病(N=64)

（手帳別）問１５－１ 「１．」～「６．」に複数の〇をされた方

については、主に介助をしてくれる方

父（お父さん） 母（お母さん）

祖父母（おじいさん、おばあさん） 兄弟姉妹

配偶者（夫または妻） 子ども

無回答 合計



問
とい

４１６① あなたを介助
かいじょ

４してくれる家族
か ぞ く

４で 主
おも

４に介助
かいじょ

４をしてくれる方
かた

４の年齢
ねんれい

（令和
れ い わ

５年
ねん

７月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

）満年齢
まんねんれい

 

「75歳
さい

以上
いじょう

」（19.4％）、「55～59歳
さい

」（18.8％）となっています。 

「18歳
さい

未満
み ま ん

」（0.6％） 低
ひく

いですが、ヤングケアラーの存在
そんざい

がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.6 

0.0 

0.6 

1.0 

0.6 

1.9 

3.8 

11.8 

18.8 

10.8 

10.2 

10.2 

19.4 

10.2 

0% 10% 20% 30%

18歳未満

18～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

問１６① 、主に介助をの年齢

構成比（％） 18歳未満 18～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答 合計

合計(N=314) 0.6 0.0 0.6 1.0 0.6 1.9 3.8 11.8 18.8 10.8 10.2 10.2 19.4 10.2 100.0

身体障害者手帳(N=104) 1.0 0.0 1.9 1.0 1.9 3.8 1.9 8.7 14.4 8.7 11.5 10.6 26.0 8.7 100.0

療育手帳(N=92) 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 1.1 4.3 6.5 28.3 14.1 12.0 8.7 10.9 13.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=61) 1.6 0.0 0.0 1.6 0.0 1.6 9.8 21.3 13.1 8.2 9.8 6.6 16.4 9.8 100.0

発達障害(N=92) 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 4.3 21.7 29.3 13.0 7.6 9.8 6.5 6.5 100.0

強度行動障害(N=44) 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 15.9 22.7 9.1 6.8 9.1 18.2 11.4 100.0

高次脳機能障害(N=30) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.3 10.0 10.0 16.7 10.0 23.3 16.7 100.0

難病(N=64) 0.0 0.0 0.0 1.6 3.1 1.6 1.6 9.4 18.8 12.5 12.5 7.8 26.6 4.7 100.0



問
とい

１６② 主
おも

に介助
かいじょ

をしている家族
か ぞ く

の健康
けんこう

状態
じょうたい

 

「よい」は（15.6％）とは「ふつう」は（57.3％） 合
あ

わせて７割
わり

で、「よくない」（18.2％）

 ２割
わり

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.6 

13.5 

13.0 

23.0 

12.0 

13.6 

13.3 

15.6 

57.3 

60.6 

63.0 

50.8 

52.3 

50.0 

53.1 

18.2 

19.2 

12.0 

16.4 

19.6 

25.0 

23.3 

26.6 

8.9 

6.7 

12.0 

9.8 

7.6 

9.1 

13.3 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=314)

身体障害者手帳(N=104)

療育手帳(N=92)

精神障害者保健福祉手帳

(N=61)

発達障害(N=92)

強度行動障害(N=44)

高次脳機能障害(N=30)

難病(N=64)

問１６② 主に介助をしている家族の健康状態

よい ふつう よくない 無回答 合計



問
とい

１６③ 主
おも

に介助
かいじょ

をしている方
かた

が病気
びょうき

・事故
じ こ

・休養
きゅうよう

等
など

で一時的
いちじてき

に介助
かいじょ

がで

きなくなった場合
ば あ い

の対応
たいおう

についてどのようにされますか。 

「他
た

の家族
か ぞ く

が介助
かいじょ

する」（36.0％）、「対応
たいおう

できず困
こま

る」（25.2％）、「短期
た ん き

入所
にゅうしょ

サー

ビスや日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 利用
り よ う

する」（12.1％）となっています。 

 

 

  
36.0 

26.9 

47.8 

41.0 

50.0 

36.4 

26.7 

35.9 

2.9 

3.8 

2.2 

1.6 

3.3 

2.3 

12.1 

14.4 

9.8 

1.6 

7.6 

11.4 

16.7 

15.6 

6.4 

8.7 

13.1 

4.3 

6.8 

4.7 

25.2 

27.9 

21.7 

26.2 

23.9 

25.0 

26.7 

28.1 

5.4 

6.7 

3.3 

3.3 

3.3 

6.8 

6.7 

7.8 

12.1 

11.5 

15.2 

13.1 

7.6 

11.4 

23.3 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=314)

身体障害者手帳(N=104)

療育手帳(N=92)

精神障害者保健福祉手帳

(N=61)

発達障害(N=92)

強度行動障害(N=44)

高次脳機能障害(N=30)

難病(N=64)

問１６③ 主に介助をしている方が病気

他の家族が介助する

近くの親族や知り合いなどが介助する

短期入所サービスや日中一時支援事業 利用する

一人でできる（あまり困らない）

対応できず困る

その他

無回答

合計



問
とい

１６④ 介助
かいじょ

を受
う

けていて困
こま

っていることはありますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

「精神的
せいしんてき

負担
ふ た ん

が大
おお

きい」（15.8％）、「経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

が大
おお

きい」（14.6％）、「介助者
かいじょしゃ

が

少
すく

ない」（14.6％）となっています。 

強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

で 、「精神的
せいしんてき

負担
ふ た ん

が大
おお

きい」（33.3％）、「介助者
かいじょしゃ

が少
すく

ない」（27.5％）、 

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

はで 、「経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

はが大
おお

はきい」（33.3％）、「精神的
せいしんてき

負担
ふ た ん

はが大
おお

はきい」

（27.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

１７ あなたは今後
こ ん ご

３年
ねん

以内
い な い

にどのように暮
く

らしたいと思
おも

いますか。 

「家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に暮
く

らしたい」（59.4％）、「一人
ひとり

で暮
く

らしたい」（19.2％）、「グルー

プホームで暮
く

らしたい」（5.0％）となっています。 

 

 

  

構成比（％） 精神的負

担が大き

い

経済的負

担が大き

い

身体的負

担が大き

い

介助者が

少ない

望まない

異性によ

る介助が

ある

その他 無回答 合計

合計(N=404) 15.8 14.6 7.2 14.6 0.5 7.2 59.9 100.0

身体障害者手帳(N=136) 16.9 19.9 11.8 16.9 0.0 6.6 54.4 100.0

療育手帳(N=119) 10.1 8.4 3.4 12.6 0.0 7.6 68.9 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=78) 21.8 10.3 5.1 7.7 0.0 5.1 62.8 100.0

発達障害(N=105) 19.0 13.3 6.7 15.2 1.0 8.6 57.1 100.0

強度行動障害(N=51) 33.3 17.6 15.7 27.5 2.0 9.8 37.3 100.0

高次脳機能障害(N=36) 27.8 33.3 13.9 16.7 2.8 8.3 50.0 100.0

難病(N=80) 16.3 15.0 13.8 23.8 1.3 6.3 52.5 100.0

19.2 

19.5 

12.4 

24.8 

17.3 

11.1 

12.5 

17.1 

59.4 

66.5 

52.4 

57.3 

60.7 

55.6 

56.3 

62.2 

5.0 

0.6 

17.9 

2.5 

8.0 

11.1 

2.1 

5.4 

1.3 

0.6 

1.4 

0.6 

2.7 

0.9 

3.2 

2.6 

4.1 

2.5 

1.3 

7.4 

6.3 

6.3 

4.0 

3.5 

4.8 

4.5 

4.0 

7.4 

10.4 

4.5 

7.9 

6.7 

6.9 

7.6 

6.0 

7.4 

12.5 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

問１７ あなたは今後３年以内に

一人で暮らしたい 家族と一緒に暮らしたい

グループホームで暮らしたい グループホームに入ったのちに一人暮らし

入所施設で暮らしたい その他

無回答 合計



問
とい

１８ 通院
つういん

時
じ

や医療
いりょう

を受
う

けるにあたって困
こま

っていることはありますか。（あ

てはまるものすべてに○） 

「公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

は（バス 電車
でんしゃ

等
など

） 利用
り よ う

することが困難
こんなん

」（26.1％）、「医者
い し ゃ

や看護師
か ん ご し

とのコミュニケーション」（19.2％）、「支援者
しえんしゃ

 見
み

つけることが困難
こんなん

」（10.8％）と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

１９ 地域
ち い き

で生活
せいかつ

するためには どのような支援
し く ん

があればよいと思
おも

いますか。

（あてはまるものすべてに○） 

「経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

」（48.6％）、「相談
そうだん

対応
たいおう

等
など

の充実
じゅうじつ

」（32.6％）、「必要
ひつよう

な在宅
ざいたく

サービスが適切
てきせつ

はに利用
り よ う

はできること」（27.9％）、「障害者
しょうがいしゃ

はに適
てき

はした住居
じゅうきょ

はの確保
か く ほ

は」

（26.4％）、となっています。 

 

  

構成比（％） 公共交通

機関（バ

ス 電車

等） 利

用するこ

とが困難

支援者 

見つける

ことが困

難

医者や看

護師との

コミュニ

ケーショ

ン

感染症に

感染する

ことが不

安なため

通院がで

きなく

なった

その他 無回答 合計

合計(N=720) 26.1 10.8 19.7 2.5 14.6 44.4 100.0

身体障害者手帳(N=313) 28.4 7.3 10.2 2.2 15.7 48.9 100.0

療育手帳(N=145) 20.7 17.2 41.4 2.1 8.3 40.7 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 24.8 7.6 17.2 3.2 18.5 44.6 100.0

発達障害(N=150) 24.0 17.3 41.3 2.0 11.3 32.7 100.0

強度行動障害(N=54) 38.9 20.4 37.0 7.4 18.5 18.5 100.0

高次脳機能障害(N=48) 35.4 8.3 27.1 4.2 10.4 37.5 100.0

難病(N=111) 36.0 16.2 12.6 4.5 23.4 32.4 100.0

構成比（％） 在宅で医

療的ケア

などが適

切に受け

られるこ

と

障害者に

適した住

居の確保

必要な在

宅サービ

スが適切

に利用で

きること

自立生活

（一人暮

らし、結

婚生活

等）が体

験できる

場の確保

経済的な

負担の軽

減

相談対応

等の充実

地域住民

等の理解

情報の取

得利用や

意思疎通

について

の支援

その他 無回答 合計

合計(N=720) 20.8 26.4 27.9 17.5 48.6 32.6 20.6 24.3 6.1 19.7 100.0

身体障害者手帳(N=313) 22.7 20.8 28.4 7.7 49.5 22.7 11.8 16.0 6.1 22.4 100.0

療育手帳(N=145) 16.6 37.9 31.0 29.7 38.6 40.0 37.2 37.9 4.1 14.5 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 18.5 28.0 20.4 25.5 59.2 42.7 22.9 27.4 8.9 17.2 100.0

発達障害(N=150) 13.3 37.3 30.0 32.7 54.7 44.7 32.0 38.0 6.0 9.3 100.0

強度行動障害(N=54) 25.9 38.9 48.1 29.6 64.8 48.1 42.6 33.3 9.3 7.4 100.0

高次脳機能障害(N=48) 29.2 27.1 33.3 14.6 52.1 41.7 27.1 31.3 6.3 14.6 100.0

難病(N=111) 35.1 30.6 39.6 20.7 47.7 32.4 15.3 27.0 8.1 13.5 100.0



４ 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

や就 労
しゅうろう

 

問
とい

２０ あなたは１週間
しゅうかん

にどの程度
て い ど

の外出
がいしゅつ

をしますか。 

「ほぼ毎日
まいにち

は」（50.7％）、「1週間
しゅうかん

はに数回
すうかい

は」（33.5％）、「めったに外出
がいしゅつ

はしない」

（10.0％）、「まったく外出
がいしゅつ

しない」（3.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

２１ あなたは どのような目的
もくてき

で外出
がいしゅつ

することが多
おお

いですか。（あてはま

るものすべてに○） 

「買
か

い物
もの

に行
い

く」（61.0％）、「医療
いりょう

機関
き か ん

への受診
じゅしん

」（53.1％）、「通園
つうえん

は 通所
つうしょ

は 通学
つうがく

は 

通勤
つうきん

」（46.1％）、となっています。 

 

 

 

 

  

50.7 

46.0 

69.0 

43.3 

64.0 

44.4 

47.9 

48.6 

33.5 

38.3 

21.4 

38.2 

27.3 

29.6 

33.3 

27.9 

10.0 

10.2 

6.2 

12.1 

5.3 

13.0 

6.3 

14.4 

3.5 

3.5 

2.1 

3.8 

1.3 

9.3 

6.3 

7.2 

2.4 

1.9 

1.4 

2.5 

2.0 

3.7 

6.3 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

（手帳別）×問２０ あなたは１週間にどの程度の外出をします

か。

ほぼ毎日 1週間に数回 めったに外出しない

まったく外出しない 無回答 合計

構成比（％）

通園 通

所 通

学 通勤

訓練やリ

ハビリに

行く

医療機関

への受診

買い物に

行く

友人 知

人に会う

趣味やス

ポーツ 

する

グループ

活動に参

加する

散歩に行

く

その他 無回答 合計

合計(N=720) 46.1 11.7 53.1 61.0 13.3 17.8 6.4 23.8 6.4 3.3 100.0

身体障害者手帳(N=313) 34.8 15.3 59.1 62.6 16.6 16.0 5.8 22.4 6.7 2.9 100.0

療育手帳(N=145) 75.2 3.4 35.2 57.2 10.3 21.4 10.3 25.5 7.6 0.7 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 38.9 10.2 61.8 63.1 13.4 22.9 4.5 29.9 5.1 3.8 100.0

発達障害(N=150) 67.3 6.7 50.0 58.7 12.7 20.0 8.0 22.0 7.3 1.3 100.0

強度行動障害(N=54) 50.0 5.6 55.6 50.0 9.3 5.6 7.4 16.7 13.0 5.6 100.0

高次脳機能障害(N=48) 39.6 27.1 62.5 45.8 8.3 10.4 2.1 16.7 2.1 8.3 100.0

難病(N=111) 45.9 11.7 64.0 55.0 13.5 16.2 4.5 16.2 6.3 3.6 100.0



問
とい

２２ 外出
がいしゅつ

について困
こま

ることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「困
こま

はった時
じ

はにどうすればいいのか心配
しんぱい

は」（26.1％）、「休憩
きゅうけい

はできる場所
ば し ょ

はが少
すく

はない」

（22.6％）、「道路
ど う ろ

や駅
えき

に階段
かいだん

や段差
だ ん さ

が多
おお

い」（18.3％）、「列車
れっしゃ

やバスの乗
の

り降
ふ

りが困難
こんなん

」

（16.4％）、「外出先
がいしゅつさき

の建物
たてもの

の設備
せ つ び

が不便
ふ べ ん

は（通路
つ う ろ

、トイレ、エレベーター等
など

）」（15.8％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

２３ あなたは 平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

を主
おも

にどのように過
す

ごしていますか。 

「自宅
じ た く

で過
す

ごしている」（39.4％）、「会社
かいしゃ

勤
つと

めや、自営業
じえいぎょう

、家業
かぎょう

等
など

で収 入
しゅうにゅう

 得
え

る

仕事
し ご と

 している」（28.2％）、は「福祉
ふ く し

施設
し せ つ

、作業所
さぎょうしょ

等
など

に通
かよ

っている(就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ型
がた

 含
ふく

む)は」（17.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

構成比（％）

公共交通

機関が少

ない（な

い）

列車やバ

スの乗り

降りが困

難

道路や駅

に階段や

段差が多

い

切符の買

い方や乗

換えの方

法がわか

りにくい

外出先の

建物の設

備が不便

（通路、

トイレ、

エレベー

ター等）

介助者が

確保でき

ない

外出にお

金がかか

る（ヘル

パーの利

用料な

ど）

周囲の目

が気にな

る

発作等突

然の身体

の変化が

心配

困った時

にどうす

ればいい

のか心配

休憩でき

る場所が

少ない

その他 無回答 合計

合計(N=720) 10.4 16.4 18.3 13.8 15.8 10.7 12.2 12.6 14.0 26.1 22.6 12.9 27.8 100.0

身体障害者手帳(N=313) 11.2 22.0 25.9 8.6 22.7 10.5 10.9 6.4 8.0 14.1 22.4 14.7 26.8 100.0

療育手帳(N=145) 6.9 9.0 8.3 28.3 11.0 17.2 11.7 15.2 13.1 46.2 14.5 10.3 26.9 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 9.6 10.2 10.8 8.3 3.8 2.5 14.6 21.0 23.6 27.4 28.0 15.9 29.3 100.0

発達障害(N=150) 6.0 10.0 6.7 17.3 10.0 14.0 14.0 24.0 18.0 46.0 22.7 14.7 22.7 100.0

強度行動障害(N=54) 11.1 25.9 11.1 35.2 14.8 27.8 24.1 24.1 29.6 46.3 29.6 13.0 13.0 100.0

高次脳機能障害(N=48) 25.0 20.8 22.9 12.5 25.0 18.8 22.9 20.8 14.6 20.8 14.6 6.3 22.9 100.0

難病(N=111) 13.5 21.6 27.9 13.5 22.5 20.7 9.9 9.0 19.8 24.3 27.0 12.6 17.1 100.0

28.2 

33.2 

28.3 

24.8 

31.3 

5.6 

12.5 

18.9 

39.4 

50.8 

12.4 

46.5 

22.0 

37.0 

31.3 

40.5 

17.1 

2.9 

49.0 

9.6 

35.3 

35.2 

18.8 

22.5 

2.9 

4.2 

3.2 

0.7 

8.3 

4.5 

2.6 

1.9 

4.1 

1.3 

2.0 

5.6 

6.3 

4.5 

1.3 

1.0 

1.4 

1.9 

3.7 

0.9 

2.2 

2.6 

1.4 

3.2 

2.1 

2.7 

6.3 

3.5 

3.4 

9.6 

4.0 

13.0 

20.8 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

（手帳別）×問２３ あなたは、平日の日中を主にどのように過ご

していますか。

会社勤めや、自営業、家業等で収入を得る仕事をしている

自宅で過ごしている

福祉施設、作業所等に通っている(就労継続支援Ａ型を含む)

病院などのデイケア、リハビリテーションを受けている

入所している施設や病院等で過ごしている

大学、専門学校、職業訓練校等に通っている

その他

無回答

合計



問
とい

２３－１ どのような勤務
き ん む

形態
けいたい

で働
はたら

いていますか。 

正社員
せいしゃいん

はとして就労
しゅうろう

はしている」（39.4％）、「パート アルバイト等
とう

はの非常勤
ひじょうきん

職員
しょくいん

は、

派遣
 け ん

職員
しょくいん

」（46.8％）、「自営業
じえいぎょう

、家業
かぎょう

等
など

」（9.9％）となっています。 

 

  

39.4 

43.3 

36.6 

28.2 

38.3 

66.7 

16.7 

38.1 

46.8 

36.5 

58.5 

66.7 

57.4 

83.3 

38.1 

9.9 

16.3 

5.1 

19.0 

1.0 

1.0 

2.4 

2.1 

3.0 

2.9 

2.4 

2.1 

33.3 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=203)

身体障害者手帳(N=104)

療育手帳(N=41)

精神障害者保健福祉手帳

(N=39)

発達障害(N=47)

強度行動障害(N=3)

高次脳機能障害(N=6)

難病(N=21)

問２３－１ どのような勤務形態で働いていますか。

正社員として就労している

パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員

自営業、家業等

その他

無回答



問
とい

２３－２ あなたは今
いま

の仕事
し ご と

をどちらを通
つう

じて見
み

つけましたか。 

「自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

で見
み

つけたは（インターネットなど）」（33.8％）、「ハローワークは（公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

）」（15.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.0 

11.1 

13.3 

18.2 

22.2 

12.5 

7.5 

0.0 

26.7 

9.1 

27.8 

100.0 

8.8 

8.9 

13.3 

9.1 

11.1 

50.0 

5.0 

13.3 

9.1 

16.7 

50.0 

3.8 

2.2 

6.7 

9.1 

5.6 

12.5 

3.8 

4.4 

9.1 

12.5 

7.5 

4.4 

6.7 

18.2 

5.6 

12.5 

33.8 

46.7 

6.7 

18.2 

11.1 

50.0 

11.3 

17.8 

6.7 

3.8 

4.4 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=80)

身体障害者手帳(N=45)

療育手帳(N=15)

精神障害者保健福祉手帳

(N=11)

発達障害(N=18)

強度行動障害(N=2)

高次脳機能障害(N=1)

難病(N=8)

問２３－２ あなたは今の仕事をどちらを通じて見つけましたか。

ハローワーク（公共職業安定所） 障害者就業 生活支援センター

学校 職業訓練 うけたところ

施設 障害福祉サービス事業所 知人からの情報

家族からの情報 自分自身で見つけた（インターネットなど）

その他 無回答

合計



問
とい

２３－３ あなたは今
いま

の仕事
し ご と

を始
はじ

めて何年
なんねん

ですか。 

「１０年
ねん

以上
いじょう

」（61.3％）、「５年
ねん

以上
いじょう

～10年
ねん

未満
み ま ん

」（12.5％）、「３年
ねん

以上
いじょう

～５年
ねん

未満
み ま ん

」

（7.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

２４ あなたは今後
こ ん ご

 一般
いっぱん

就労
しゅうろう

（収 入
しゅうにゅう

を得
く

る仕事
し ご と

）をしたいと思
おも

います

か。 

「したくない、できない」（59.1％）、は「仕事
し ご と

 したい」（26.1％）となっています。 

 

 

 

  

7.5 

6.7 

27.3 

16.7 

6.3 

2.2 

13.3 

9.1 

11.1 

7.5 

2.2 

13.3 

18.2 

22.2 

50.0 

100.0 

0.0 

12.5 

11.1 

13.3 

18.2 

16.7 

50.0 

25.0 

61.3 

77.8 

53.3 

27.3 

33.3 

62.5 

5.0 

6.7 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=80)

身体障害者手帳(N=45)

療育手帳(N=15)

精神障害者保健福祉手帳

(N=11)

発達障害(N=18)

強度行動障害(N=2)

高次脳機能障害(N=1)

難病(N=8)

問２３－３ 今の仕事を始めて何年ですか

１年未満 １年以上～３年未満 ３年以上～５年未満

５年以上～10年未満 １０年以上 無回答

26.1 

20.7 

20.2 

41.7 

30.9 

22.7 

21.9 

20.2 

59.1 

64.1 

72.7 

44.7 

63.6 

65.6 

70.2 

14.8 

15.2 

7.1 

13.6 

11.3 

13.6 

12.5 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=472)

身体障害者手帳(N=198)

療育手帳(N=99)

精神障害者保健福祉手帳

(N=103)

発達障害(N=97)

強度行動障害(N=44)

高次脳機能障害(N=32)

難病(N=84)

問２４ あなたは今後、一般就労（収入を得る仕事）をしたいと思

いますか。

仕事 したい したくない、できない 無回答 合計



問
とい

２５ 今
いま

までに収 入
しゅうにゅう

を得
く

る仕事
し ご と

をしたことはありますか。 

仕事
し ご と

 したことがある」（54.7％）、「仕事
し ご と

 したことがない」（27.8％）となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

２６ 仕事
し ご と

を辞
や

められた主
おも

な理由
り ゆ う

について お聞
き

きします。（あてはまるも

のすべてに○） 

「体調
たいちょう

悪化
あ っ か

により仕事
し ご と

 続
つづ

けることが難
むつか

しくなったため」（38.8％）、「職場
しょくば

の人
にん

間
げん

関係
かんけい

が原因
げんいん

で辞
や

めた」（19.0％）となっています。 

障害
しょうがい

別
べつ

みると、療育
りょういく

手帳
てちょう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

、発達
 ったつ

障害
しょうがい

強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

で

 は「職場
しょくば

の人間
にんげん

関係
かんけい

が原因
げんいん

で辞
や

めた」が 30％以上
いじょう

となっています。強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

で

 は「障害
しょうがい

に対
たい

する周囲
しゅうい

の理解
り か い

や配慮
 いりょ

が得
え

られなかったため」（33.3％）と他
た

より高
たか

く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

※黄色
き い ろ

マーカー 30％以上
いじょう

  

構成比（％）

仕事の契

約期間が

終了した

職場の人

間関係が

原因で辞

めた

仕事が合

わなかっ

たため

作業内容

や勤務場

所が変

わったた

め

仕事 続

けること

 できた

が、自分

や家庭の

事情で辞

めた

会社の都

合で辞め

させられ

た

障害に対

する周囲

の理解や

配慮が得

られな

かったた

め

通勤や仕

事中の移

動が大変

だったた

め

コロナウ

イルス感

染症関係

で退職

体調悪化

により仕

事 続け

ることが

難しく

なったた

め

その他 無回答 合計

合計(N=258) 12.4 19.0 13.2 3.5 12.4 7.4 13.6 8.1 0.8 38.8 19.8 3.5 100.0

身体障害者手帳(N=128) 16.4 2.3 3.9 3.1 16.4 2.3 6.3 9.4 0.8 32.8 22.7 3.1 100.0

療育手帳(N=30) 6.7 33.3 20.0 0.0 6.7 16.7 26.7 0.0 0.0 23.3 16.7 6.7 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=74) 6.8 36.5 25.7 2.7 5.4 12.2 20.3 5.4 0.0 62.2 14.9 2.7 100.0

発達障害(N=38) 5.3 42.1 34.2 5.3 5.3 15.8 28.9 5.3 0.0 34.2 26.3 5.3 100.0

強度行動障害(N=15) 0.0 33.3 26.7 6.7 6.7 6.7 33.3 6.7 0.0 46.7 26.7 6.7 100.0

高次脳機能障害(N=16) 0.0 12.5 25.0 6.3 18.8 6.3 25.0 6.3 0.0 25.0 37.5 0.0 100.0

難病(N=45) 13.3 4.4 4.4 4.4 6.7 4.4 11.1 13.3 0.0 44.4 17.8 8.9 100.0

54.7 

64.6 

30.3 

71.8 

39.2 

34.1 

50.0 

27.8 

19.2 

49.5 

16.5 

45.5 

37.5 

17.6 

16.2 

20.2 

11.7 

17.5 

20.5 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=472)

身体障害者手帳(N=198)

療育手帳(N=99)

精神障害者保健福祉手帳

(N=103)

発達障害(N=97)

強度行動障害(N=44)

高次脳機能障害(N=32)

問２５ 今までに収入を得る仕事

仕事 したことがある 仕事 したことがない 無回答 合計



問
とい

２７ あなたは 障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し く ん

として どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

「職場
しょくば

はの上司
じょうし

はや同僚
どうりょう

はに障害
しょうがい

はの理解
り か い

はがあること」（52.4％）、「短時間
たんじかん

勤務
き ん む

はや勤務
き ん む

日数
にっすう

等
など

の配慮
 いりょ

」（39.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

※黄色
き い ろ

マーカー 30％以上
いじょう

 

 

問
とい

２８ あなたが余暇
よ か

にしたい活動
かつどう

をするために何
なに

が必要
ひつよう

ですか。（あてはま

るものすべてに○） 

「いつでも気軽
き が る

に立
た

ち寄
よ

り、仲間
な か ま

達
たち

と過
す

ごすことのできる場所
ば し ょ

」（27.6％）、「介助者
かいじょしゃ

や支援者
しえんしゃ

の付
つ

き添
そ

い」（20.4％）、「見
み

に行
い

きたいと思
おも

うスポーツや芸術
げいじゅつ

文化
ぶ ん か

イベント

の開催
かいさい

」（20.0％）、「特
とく

にない」（30.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

構成比（％） 通勤手段

の確保

勤務場所

における

バリアフ

リー等の

配慮

短時間勤

務や勤務

日数等の

配慮

在宅勤務

の拡充

介助者

（ヘル

パー等）

の利用

職場の上

司や同僚

に障害の

理解があ

ること

職場の職

員による

介助や援

助等が受

けられる

こと

就労後の

フォロー

など職場

と支援機

関の連携

（ジョブ

コーチな

ど）

企業ニー

ズに合っ

た就労訓

練（能力

向上のた

めの取組

み）

仕事につ

いての職

場外での

相談対

応、支援

家族の協

力

その他 無回答 合計

合計(N=720) 28.3 21.0 39.0 25.7 18.1 52.4 23.2 27.9 22.1 26.7 28.5 5.3 21.7 100.0

身体障害者手帳(N=313) 31.0 28.8 36.4 28.1 17.9 45.7 17.9 17.3 16.9 15.7 26.2 3.8 24.0 100.0

療育手帳(N=145) 29.7 14.5 35.2 16.6 24.1 63.4 35.2 44.1 32.4 38.6 31.0 5.5 15.2 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 24.8 16.6 53.5 35.0 13.4 61.8 22.9 35.0 26.1 38.2 33.1 8.3 17.8 100.0

発達障害(N=150) 26.0 13.3 38.0 24.0 15.3 62.0 28.0 42.0 34.0 42.0 31.3 6.7 14.0 100.0

強度行動障害(N=54) 33.3 16.7 44.4 33.3 35.2 48.1 31.5 44.4 25.9 38.9 31.5 9.3 16.7 100.0

高次脳機能障害(N=48) 31.3 29.2 41.7 22.9 27.1 54.2 29.2 31.3 25.0 25.0 25.0 8.3 18.8 100.0

難病(N=111) 36.9 31.5 45.9 36.9 32.4 55.0 30.6 32.4 26.1 23.4 34.2 2.7 14.4 100.0

構成比（％）

スポーツ

や趣味の

講習会

より高い

資格 能

力 身に

つけるた

めの講

座 教室

活動 応

援するボ

ランティ

アの養成

いつでも

気軽に立

ち寄り、

仲間達と

過ごすこ

とのでき

る場所

スポーツ

大会や文

化祭など

練習の成

果 発表

する場所

見に行き

たいと思

うスポー

ツや芸術

文化イベ

ントの開

催

介助者や

支援者の

付き添い

交通機関

や公共施

設の改善

イベント

などの情

報が簡単

にわかる

仕組み

手話通訳

者派遣な

どのコ

ミュニ

ケーショ

ンの支援

特にない その他 無回答 合計

合計(N=720) 11.4 11.5 9.0 27.6 5.6 20.0 20.4 17.4 15.4 2.4 30.1 6.1 11.0 100.0

身体障害者手帳(N=313) 11.8 12.5 6.7 21.1 3.5 18.5 14.4 17.9 8.6 2.6 32.9 4.5 14.4 100.0

療育手帳(N=145) 9.7 6.9 14.5 35.9 9.7 21.4 40.0 13.8 25.5 4.1 22.1 6.2 7.6 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 12.1 15.3 5.7 31.2 5.1 24.2 10.8 20.4 19.1 1.3 29.3 10.8 6.4 100.0

発達障害(N=150) 10.0 13.3 14.0 33.3 5.3 22.0 26.0 18.0 19.3 2.0 26.7 10.7 4.7 100.0

強度行動障害(N=54) 1.9 1.9 20.4 29.6 1.9 16.7 46.3 13.0 13.0 0.0 22.2 11.1 11.1 100.0

高次脳機能障害(N=48) 8.3 14.6 10.4 27.1 8.3 20.8 22.9 14.6 8.3 2.1 25.0 8.3 14.6 100.0

難病(N=111) 11.7 12.6 18.0 31.5 7.2 18.9 30.6 22.5 17.1 2.7 27.9 7.2 8.1 100.0



問
とい

２９ あなたが健康
けんこう

のために取
と

り組
く

んでいる活動
かつどう

はありますか。（あてはま

るものすべてに○） 

「できるだけ体
からだ

 動
うご

かす機会
き か い

 増
ふ

やしている」（37.2％）、「定期的
ていきてき

に健康
けんこう

診断
しんだん

 受
う

けている」（31.5％）、「特
とく

に何
なに

もしていない」（33.8％）となっています。 

 

 

 

 

  

構成比（％）

定期的に

スポーツ

 する

できるだ

け体 動

かす機会

 増やし

ている

定期的に

健康診断

 受けて

いる

特に何も

していな

い

その他 無回答 合計

合計(N=720) 8.1 37.2 31.5 33.8 8.3 5.8 100.0

身体障害者手帳(N=313) 11.2 41.5 31.3 30.7 7.3 6.1 100.0

療育手帳(N=145) 5.5 36.6 39.3 31.0 5.5 4.1 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 4.5 37.6 31.2 35.7 12.1 3.2 100.0

発達障害(N=150) 5.3 38.0 28.7 40.0 6.7 2.0 100.0

強度行動障害(N=54) 1.9 18.5 35.2 46.3 7.4 7.4 100.0

高次脳機能障害(N=48) 6.3 31.3 20.8 33.3 10.4 12.5 100.0

難病(N=111) 14.4 41.4 31.5 32.4 10.8 6.3 100.0



５ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の利用
りよう

 

問
とい

３０ あなたは障害
しょうがい

支援
し く ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。 

「区分
く ぶ ん

１」（1.7％）、「区分
く ぶ ん

２」（3.3％）、「区分
く ぶ ん

３」（3.6％）、「区分
く ぶ ん

４」（4.0％）、

「区分
く ぶ ん

５」（4.2％）、「区分
く ぶ ん

６」（4.0％） 合
あ

わせたは 受
う

けている』 20.8％、「受
う

け

ていない」 59.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

構成比（％）
区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 受けてい

ない

無回答 合計

合計(N=720) 1.7 3.3 3.6 4.0 4.2 4.0 59.9 19.3 100.0

身体障害者手帳(N=313) 1.9 0.6 1.0 2.6 1.3 2.2 70.0 20.4 100.0

療育手帳(N=145) 2.1 6.9 5.5 11.0 13.8 5.5 37.9 17.2 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 0.6 2.5 3.2 0.6 3.2 0.6 71.3 17.8 100.0

発達障害(N=150) 1.3 6.7 5.3 6.7 8.0 5.3 52.7 14.0 100.0

強度行動障害(N=54) 1.9 5.6 13.0 7.4 13.0 13.0 27.8 18.5 100.0

高次脳機能障害(N=48) 2.1 4.2 2.1 0.0 2.1 6.3 50.0 33.3 100.0

難病(N=111) 2.7 0.0 7.2 4.5 6.3 9.9 52.3 17.1 100.0

1.7 

3.3 

3.6 

4.0 

4.2 

4.0 

59.9 

19.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

受けていない

無回答

問３０ あなたは障害支援区分の認

定を受けていますか



問
とい

３１ あなたは介護
か い ご

保険
ほ け ん

によるサービスを利用
り よ う

していますか。 

「利用
り よ う

している」（14.0％）、「利用
り よ う

していない」（78.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

３１－１ 該当
がいとう

する要介護度
よ う か い ご ど

はどれですか。 

「要支援
ようしえん

１」（15.8％）、「要支援
ようしえん

２」（16.8％）、「要介護
ようかいご

１」（5.9％）、「要介護
ようかいご

２」

（20.8％）、「要介護
ようかいご

は３」（12.9％）、「要介護
ようかいご

は４」（６.9％）、「要介護
ようかいご

は５」（1４.9％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.0 

22.7 

3.4 

5.7 

2.0 

7.4 

37.5 

20.7 

78.5 

71.6 

88.3 

85.4 

88.9 

50.0 

74.8 

7.5 

5.8 

8.3 

8.9 

7.3 

3.7 

12.5 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

問３１ あなたは介護保険によるサービスを利用していますか。

利用している 利用していない 無回答 合計

構成比（％） 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 無回答 合計

合計(N=101) 15.8 16.8 5.9 20.8 12.9 6.9 14.9 5.9 100.0

身体障害者手帳(N=71) 14.1 18.3 4.2 23.9 11.3 9.9 16.9 1.4 100.0

療育手帳(N=5) 40.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=9) 0.0 11.1 22.2 0.0 22.2 0.0 11.1 33.3 100.0

発達障害(N=3) 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 100.0

強度行動障害(N=4) 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 25.0 25.0 0.0 100.0

高次脳機能障害(N=18) 0.0 0.0 11.1 27.8 16.7 22.2 22.2 0.0 100.0

難病(N=23) 8.7 13.0 0.0 17.4 26.1 8.7 21.7 4.3 100.0

15.8 

16.8 

5.9 

20.8 

12.9 

6.9 

14.9 

5.9 

0% 20% 40% 60%

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

無回答

問３１ あなたは介護保険による

サービス



問
とい

３２利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

＜訪問
ほうもん

系
けい

サービス＞ 

① 居宅
きょたく

介護
か い ご

は（ホームヘルプ） 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

してい

る」（8.2％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（2.5％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

はしていないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

はしたい」（14.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしていない

し、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（49.9％）となっています。 

 

② 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（0.7％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（1.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（6.5％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（57.2％）となっています。 

 

③ 同行
どうこう

援護
え ん ご

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（4.7％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（1.8％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

してい

ないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（7.2％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しな

い」（56.4％）となっています。 

 

④ 行動
こうどう

援護
え ん ご

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（4.7％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（1.8％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

してい

ないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（56.4％）

となっています。 

  



 

⑤ 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
など

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」

（0.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしているが、そのサービスに満足
まんぞく

はしていない」（1.0％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（6.4％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、

今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（57.9％）となっています。 

 

  

8.2 

0.7 

4.7 

1.7 

0.3 

2.5 

1.0 

1.8 

0.7 

1.0 

14.0 

6.5 

7.2 

11.0 

6.4 

49.9 

57.2 

56.4 

53.8 

57.9 

25.4 

34.6 

29.9 

32.9 

34.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①居宅介護（ホームヘル

プ）

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤重度障害者等包括支援

問３２利用の評価・意向≪訪問系サービス≫

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答

合計



問
とい

３２－１≪訪問
ほうもん

系
けい

サービス≫を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜですか。（あては

まるものすべてに〇
まる

） 

≪訪問
ほうもん

系
けい

はサービス≫ 利用
り よ う

はしていない理由
り ゆ う

は 、「利用
り よ う

はしなくてもあなた自身
じ し ん

はのこと

 あなた自身
じ し ん

はができるから」（56.3％）、「利用
り よ う

はしなくても家族
か ぞ く

はの介助
かいじょ

はがあるから」

（37.7％）、「どんなサービスか知
し

らないから」（22.1％）となっています。 

 

 

 

  

構成比（％） 利用しな

くてもあ

なた自身

のこと 

あなた自

身ができ

るから

利用しな

くても家

族の介助

があるか

ら

どんな

サービス

か知らな

いから

利用した

くても、

引き受け

てくれる

事業所が

見つから

ないから

利用した

くても費

用負担が

大きいか

ら

医療的ケ

アに対応

できない

と言われ

たから

その他 無回答 合計

合計(N=512) 56.3 37.7 22.1 4.5 8.4 1.8 8.8 4.7 100.0

身体障害者手帳(N=228) 67.5 28.9 18.0 2.2 10.1 2.2 6.1 3.1 100.0

療育手帳(N=98) 39.8 56.1 17.3 6.1 3.1 0.0 12.2 6.1 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=124) 57.3 38.7 28.2 5.6 10.5 0.8 8.9 5.6 100.0

発達障害(N=118) 44.1 53.4 30.5 5.9 6.8 2.5 9.3 5.1 100.0

強度行動障害(N=37) 29.7 56.8 43.2 8.1 13.5 5.4 13.5 2.7 100.0

高次脳機能障害(N=30) 36.7 53.3 33.3 6.7 16.7 3.3 6.7 6.7 100.0

難病(N=82) 41.5 51.2 19.5 6.1 9.8 8.5 4.9 3.7 100.0



問
とい

３２利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

＜日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス＞ 

 

⑥ 生活
せいかつ

介護
か い ご

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（9.9％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（1.9％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

してい

ないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（10.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しな

い」（50.0％）となっています。 

 

⑦ 自立
じ り つ

訓練
くんれん

は（機能
き の う

訓練
くんれん

、生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（3.5％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしているが、そのサービスに満足
まんぞく

はしていない」

（0.6％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（10.8％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

し

ていないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（51.1％）となっています。 

 

⑧ 就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（2.5％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（0.8％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

はしたい」（11.9％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしていないし、今後
こ ん ご

はも

利用
り よ う

しない」（49.2％）となっています。 

 

⑨ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

は（Ａ型
がた

=雇用型
こようがた

、Ｂ型
がた

） 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに

満足
まんぞく

している」（7.9％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していな

い」（3.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（9.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（48.9％）となっています。 

 

⑩ 療養
りょうよう

介護
か い ご

は 、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしており、そのサービスに満足
まんぞく

はしている」（0.7％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（0.4％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（7.4％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（55.6％）となっています。 

 

⑪ 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（1.9％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（0.6％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

はしたい」（10.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしていないし、今後
こ ん ご

はも

利用
り よ う

しない」（51.8％）となっています。 

  



⑫ 自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（1.9％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（0.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

はしたい」（11.4％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしていないし、今後
こ ん ご

はも

利用
り よ う

しない」（52.5％）となっています。 

 

⑬ 就労
しゅうろう

選択
せんたく

支援
し え ん

 は「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（11.9％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（51.7％）となっています。 

※「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」と「現在
げんざい

利用
り よ う

している

が、そのサービスに満足
まんぞく

していない」 選択項目がありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.9 

3.5 

2.5 

7.9 

0.7 

1.9 

1.9 

-

1.9 

0.6 

0.8 

3.1 

0.4 

0.6 

0.3 

-

10.3 

10.8 

11.9 

9.3 

7.4 

10.0 

11.4 

11.9 

50.0 

51.1 

49.2 

48.9 

55.6 

51.8 

52.5 

51.7 

27.9 

34.0 

35.6 

30.8 

36.0 

35.7 

33.9 

36.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑥生活介護

⑦自立訓練（機能訓練、

生活訓練）

⑧就労移行支援

⑨就労継続支援（Ａ型=雇

用型、Ｂ型）

⑩療養介護

⑪就労定着支援

⑫自立生活援助

⑬就労選択支援

問３２利用の評価・意向≪日中活動系サービス≫

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答

合計



問
とい

４３２－２≪日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

４サービス≫を利用
り よ う

４していない理由
り ゆ う

４はなぜですか。

（あてはまるものすべてに〇
まる

） 

≪日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

はサービス≫ 利用
り よ う

はしていない理由
り ゆ う

は 、「通
かよ

はう必要
ひつよう

は 感
かん

はじないから」

（44.3％）、は「昼間
ひ る ま

、通
かよ

う場所
ば し ょ

が別
べつ

にあるから」（26.8％）、「どんなサービスか知
し

らな

いから」（21.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

構成比（％）

昼間、通

う場所が

別にある

から

通う必要

 感じな

いから

どんな

サービス

か知らな

いから

利用した

くても費

用負担が

大きいか

ら

利用した

くても空

きがない

から

利用した

くても引

き受けて

くれる事

業所が見

つからな

いから

医療的ケ

アに対応

できない

と言われ

たから

その他 無回答 合計

合計(N=497) 26.8 44.3 21.5 6.8 2.0 3.0 2.0 13.9 9.5 100.0

身体障害者手帳(N=228) 17.1 58.3 16.2 5.7 0.4 1.3 1.8 10.5 8.8 100.0

療育手帳(N=86) 54.7 20.9 20.9 1.2 2.3 3.5 0.0 10.5 10.5 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=124) 28.2 37.9 31.5 10.5 3.2 3.2 2.4 20.2 8.1 100.0

発達障害(N=115) 45.2 24.3 29.6 5.2 1.7 3.5 3.5 16.5 9.6 100.0

強度行動障害(N=34) 29.4 26.5 32.4 11.8 0.0 5.9 2.9 29.4 8.8 100.0

高次脳機能障害(N=30) 36.7 36.7 16.7 3.3 0.0 0.0 0.0 6.7 10.0 100.0

難病(N=82) 28.0 42.7 13.4 6.1 2.4 4.9 7.3 9.8 11.0 100.0



問
とい

３２利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

＜居住
きょじゅう

系
けい

サービス＞ 

⑭ 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

し

ている」（2.9％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしているが、そのサービスに満足
まんぞく

はしていない」

（2.2％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今
こん

後
ご

３年
ねん

以内
い な い

に利用
り よ う

したい」（3.6％）、は「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（12.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（51.8％）となっています。 

 

⑮ 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

は（グループホーム） 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（3.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしているが、そのサービスに満足
まんぞく

はしていない」

（0.7％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしていないが、今
こん

後
ご

は３年
ねん

以内
い な い

はに利用
り よ う

はしたい」（1.8％）、

「「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（13.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していない

し、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（53.6％）となっています。 

 

⑯ 施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（1.3％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（0.8％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今
こん

後
ご

３年
ねん

以内
い な い

に利用
り よ う

したい」（1.4％）、「「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、

今後
こ ん ご

利用
り よ う

はしたい」（12.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしていないし、今後
こ ん ご

はも利用
り よ う

はしない」

（56.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.9 

3.1 

1.3 

2.2 

0.7 

0.8 

3.6 

1.8 

1.4 

12.1 

13.3 

12.1 

51.8 

53.6 

56.4 

27.4 

27.5 

28.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑭短期入所（ショートス

テイ）

⑮共同生活援助（グルー

プホーム）

⑯施設入所支援

問３２利用の評価・意向≪居住系サービス≫

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後３年以内に利用したい

現在利用していないが、将来的に利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答

合計



問
とい

３２－３≪居住
きょじゅう

系
けい

サービス≫を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜですか。（あては

まるものすべてに〇
まる

） 

≪居住
きょじゅう

系
けい

サービス≫ 利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

 、「家族
か ぞ く

の支援
し え ん

があり、自宅
じ た く

で生活
せいかつ

で

きるから」（52.9％）、「自分
じ ぶ ん

ひとりで生活
せいかつ

することができるから」（39.4％）、「どん

なサービスか知
し

らないから」（13.3％）、「利用
り よ う

する必要性
ひつようせい

 感
かん

じないから」（12.0％）

となっています。 

 

 

 

 

 

  

構成比（％）

自分ひと

りで生活

すること

ができる

から

家族の支

援があ

り、自宅

で生活で

きるから

どんな

サービス

か知らな

いから

利用した

くても費

用負担が

大きいか

ら

利用した

くても空

きがない

から

医療的ケ

アに対応

できない

と言われ

たから

利用する

必要性 

感じない

から

その他 無回答 合計

合計(N=533) 39.4 52.9 13.3 9.2 6.6 2.3 12.0 8.4 4.5 100.0

身体障害者手帳(N=243) 49.8 48.6 10.7 8.2 2.1 2.1 12.3 4.5 3.7 100.0

療育手帳(N=101) 11.9 65.3 13.9 8.9 15.8 0.0 7.9 9.9 8.9 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=126) 45.2 55.6 19.8 11.9 3.2 2.4 15.9 10.3 2.4 100.0

発達障害(N=123) 26.0 62.6 13.0 6.5 12.2 3.3 10.6 13.0 2.4 100.0

強度行動障害(N=35) 17.1 65.7 20.0 17.1 14.3 8.6 8.6 22.9 2.9 100.0

高次脳機能障害(N=32) 18.8 68.8 6.3 6.3 3.1 3.1 6.3 6.3 12.5 100.0

難病(N=83) 28.9 57.8 10.8 13.3 12.0 9.6 9.6 3.6 3.6 100.0



問
とい

３２利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

＜相談
そうだん

支援
し く ん

＞ 

⑰ 相談
そうだん

支援
し え ん

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（8.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（2.9％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

してい

ないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（25.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しな

い」（39.6％）となっています。 

 

⑱ 地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（4.0％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（2.2％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

はしたい」（21.4％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしていないし、今後
こ ん ご

はも

利用
り よ う

しない」（45.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.1 

4.0 

2.9 

2.2 

25.0 

21.4 

39.6 

45.8 

24.4 

26.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑰相談支援

⑱地域相談支援

問３２利用の評価・意向≪相談支援≫

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答



問
とい

３２－４≪相談
そうだん

支援
し く ん

≫を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜですか。（あてはまるも

のすべてに〇
まる

） 

≪相談
そうだん

支援
し え ん

≫ 利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

 、「利用
り よ う

しなくても困
こま

らないから」（40.7％）、

「相談
そうだん

する内容
ないよう

がないから」（29.6％）、「どんな内容
ないよう

 相談
そうだん

すればよいか、わからな

いから」（29.2％）「どんなサービスか知
し

らないから」（20.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

  

構成比（％）

利用しな

くても困

らないか

ら

相談する

内容がな

いから

どんな内

容 相談

すればよ

いか、わ

からない

から

利用した

くても、

引き受け

てくれる

相談支援

事業所が

見つから

ないから

どんな

サービス

か知らな

いから

その他 無回答 合計

合計(N=506) 40.7 29.6 29.2 6.1 20.0 8.7 4.9 100.0

身体障害者手帳(N=229) 52.8 33.2 18.8 3.1 12.7 4.8 4.8 100.0

療育手帳(N=98) 25.5 25.5 36.7 8.2 26.5 9.2 6.1 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=119) 32.8 28.6 44.5 10.1 28.6 12.6 3.4 100.0

発達障害(N=112) 27.7 30.4 44.6 8.9 25.0 11.6 2.7 100.0

強度行動障害(N=29) 27.6 17.2 41.4 6.9 24.1 20.7 6.9 100.0

高次脳機能障害(N=27) 44.4 22.2 33.3 3.7 11.1 3.7 7.4 100.0

難病(N=83) 33.7 31.3 24.1 3.6 16.9 8.4 12.0 100.0



問
とい

３２ 利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

≪地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し く ん

事業
じぎょう

≫ 

⑲ 移動
い ど う

支援
し え ん

は（ガイドヘルパー） 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

して

いる」（9.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（4.2％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

はしていないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

はしたい」（18.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしていない

し、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（48.8％）となっています。 

 

⑳ 日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（3.6％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（0.6％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

はしたい」（14.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしていないし、今後
こ ん ご

はも

利用
り よ う

しない」（49.3％）となっています。 

 

㉑は 意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

は 、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしており、そのサービスに満足
まんぞく

はしている」

（1.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（0.8％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（9.7％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、

今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（64.0％）となっています。 

 

㉒は地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

してい

る」（3.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（0.6％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（13.6％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、

今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（50.4％）となっています。 

 

㉓は補
ほ

装具
そ う ぐ

は 日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」

（6.7％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（1.9％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（6.4％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、

今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（39.7％）となっています。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

３２－５ ⑲移動
い ど う

支援
し く ん

４（ガイドヘルパー）を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜです

か。（あてはまるものすべてに〇
まる

） 

「自分
じ ぶ ん

ひとりで外出
がいしゅつ

することができるから」（62.9％）、「家族
か ぞ く

の支援
し え ん

で外出
がいしゅつ

する

ことができるから」（37.3％）、「どんなサービスか知
し

らないから」（15.1％）となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.3 

3.6 

1.1 

3.1 

6.7 

4.2 

0.6 

0.8 

0.6 

1.9 

18.3 

14.0 

9.7 

13.6 

6.4 

48.8 

49.3 

64.0 

50.4 

39.7 

19.4 

32.5 

24.3 

32.4 

45.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑲移動支援（ガイドヘル

パー）

⑳日中一時支援

㉑意思疎通支援事業

㉒地域活動支援センター

事業

㉓補装具 日常生活用具

問３２利用の評価・意向≪地域生活支援事業≫

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答

合計

構成比（％）

自分ひと

りで外出

すること

ができる

から

家族の支

援で外出

すること

ができる

から

どんな

サービス

か知らな

いから

利用した

くても費

用負担が

大きいか

ら

利用した

くても事

業所が見

つからな

いから

医療的ケ

アに対応

できない

と言われ

たから

その他 無回答 合計

合計(N=483) 62.9 37.3 15.1 7.7 4.8 2.3 6.4 2.5 100.0

身体障害者手帳(N=217) 70.0 32.3 12.4 4.6 2.3 1.4 3.2 1.8 100.0

療育手帳(N=80) 53.8 55.0 13.8 5.0 10.0 0.0 7.5 2.5 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=127) 64.6 39.4 20.5 11.8 5.5 3.1 4.7 3.1 100.0

発達障害(N=110) 60.0 43.6 15.5 9.1 7.3 3.6 10.9 1.8 100.0

強度行動障害(N=29) 31.0 62.1 17.2 17.2 3.4 6.9 10.3 6.9 100.0

高次脳機能障害(N=28) 50.0 42.9 28.6 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 100.0

難病(N=70) 51.4 47.1 11.4 7.1 5.7 8.6 1.4 4.3 100.0



問
とい

３２－６ ⑳日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し く ん

事業
じぎょう

を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜですか。（あて

はまるものすべてに〇
まる

） 

「利用
り よ う

しなくてもあなた自身
じ し ん

のこと あなた自身
じ し ん

でできるから」（58.2％）利用
り よ う

し

なくても家族
か ぞ く

はの介助
かいじょ

はがあるから」（36.5％）、「どんなサービスか知
し

はらないから」

（19.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

３２－７ ㉑意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し く ん

事業
じぎょう

を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜですか。（あて

はまるものすべてに〇
まる

） 

「利用
り よ う

しなくても困
こま

らないから」（63.4％）、「利用
り よ う

しなくても家族
か ぞ く

の支援
し え ん

があるか

ら」（23.4％）、「どんなサービスか知
し

らないから」（19.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

構成比（％）

利用しな

くてもあ

なた自身

のこと 

あなた自

身ででき

るから

利用しな

くても家

族の介助

があるか

ら

通う場所

が別にあ

るから

どんな

サービス

か知らな

いから

利用した

くても費

用負担が

大きいか

ら

利用した

くても事

業所が見

つからな

いから

医療的ケ

アに対応

できない

と言われ

たから

その他 無回答 合計

合計(N=455) 58.2 36.5 6.8 19.8 5.7 4.0 2.0 5.9 2.2 100.0

身体障害者手帳(N=201) 70.1 30.3 4.0 16.9 3.5 0.5 2.0 1.0 1.5 100.0

療育手帳(N=84) 42.9 51.2 15.5 15.5 2.4 7.1 0.0 8.3 3.6 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=117) 58.1 41.0 2.6 26.5 10.3 5.1 2.6 9.4 2.6 100.0

発達障害(N=108) 50.9 42.6 10.2 21.3 5.6 6.5 1.9 11.1 1.9 100.0

強度行動障害(N=30) 23.3 56.7 10.0 16.7 3.3 6.7 6.7 16.7 0.0 100.0

高次脳機能障害(N=21) 52.4 42.9 9.5 23.8 0.0 0.0 4.8 0.0 0.0 100.0

難病(N=72) 50.0 40.3 6.9 20.8 5.6 6.9 8.3 2.8 2.8 100.0

構成比（％）

利用しな

くても困

らないか

ら

利用しな

くても家

族の支援

があるか

ら

どんな

サービス

か知らな

いから

その他 無回答 合計

合計(N=530) 63.4 23.4 19.6 4.0 4.5 100.0

身体障害者手帳(N=229) 74.2 18.8 14.0 3.1 3.5 100.0

療育手帳(N=106) 48.1 38.7 22.6 4.7 3.8 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=130) 68.5 19.2 22.3 3.8 3.8 100.0

発達障害(N=124) 56.5 29.0 24.2 4.8 4.0 100.0

強度行動障害(N=38) 26.3 34.2 36.8 13.2 2.6 100.0

高次脳機能障害(N=29) 44.8 24.1 20.7 3.4 6.9 100.0

難病(N=81) 56.8 29.6 17.3 4.9 7.4 100.0



問
とい

４３２－８ ㉒地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し く ん

４ンンーーでの創作
そうさく

４や作業
さぎょう

４を利用
り よ う

４していない理由
り ゆ う

はなぜですか。（あてはまるものすべてに〇
まる

） 

「どんなサービスか知
し

らないから」（43.7％）、「通
かよ

う場所
ば し ょ

が別
べつ

にあるから」（28.7％）

となっています。 

 

 

 

  

構成比（％）

通う場所

が別にあ

るから

どんな

サービス

か知らな

いから

自分がし

てみたい

こととセ

ンターで

している

ことが違

うから

毎日、決

まったこ

と した

いから

その他 無回答 合計

合計(N=460) 28.7 43.7 6.1 6.7 10.2 13.3 100.0

身体障害者手帳(N=203) 23.2 35.5 3.9 7.4 13.3 20.2 100.0

療育手帳(N=85) 45.9 48.2 5.9 7.1 3.5 4.7 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=117) 25.6 54.7 7.7 6.0 7.7 10.3 100.0

発達障害(N=109) 40.4 55.0 3.7 8.3 3.7 5.5 100.0

強度行動障害(N=30) 16.7 70.0 3.3 6.7 10.0 3.3 100.0

高次脳機能障害(N=23) 43.5 39.1 4.3 4.3 8.7 8.7 100.0

難病(N=74) 23.0 47.3 2.7 4.1 13.5 14.9 100.0



問
とい

３３不満
ふ ま ん

理由
り ゆ う

 

各
かく

サービスの不満
ふ ま ん

理由
り ゆ う

について 、サンプル数
すう

が少
すく

ないためデータの掲載
けいさい

のみとす

る。 

  
構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=18) 11.1 33.3 5.6 5.6 66.7 100.0

身体障害者手帳(N=11) 18.2 45.5 9.1 9.1 54.5 100.0

療育手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

発達障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=2) 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 100.0

難病(N=7) 14.3 57.1 0.0 14.3 42.9 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=7) 28.6 14.3 14.3 14.3 57.1 100.0

身体障害者手帳(N=5) 40.0 20.0 20.0 20.0 40.0 100.0

療育手帳(N=0) - - - - - -

精神障害者保健福祉手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

発達障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=2) 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 100.0

難病(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=13) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

身体障害者手帳(N=8) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

療育手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

発達障害(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

難病(N=3) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=5) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

身体障害者手帳(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

療育手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

発達障害(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=0) - - - - - -

難病(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=7) 28.6 14.3 14.3 0.0 71.4 100.0

身体障害者手帳(N=3) 33.3 33.3 33.3 0.0 66.7 100.0

療育手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

発達障害(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

強度行動障害(N=1) 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

高次脳機能障害(N=1) 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0

難病(N=3) 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=14) 21.4 35.7 7.1 14.3 42.9 100.0

身体障害者手帳(N=3) 33.3 66.7 33.3 0.0 33.3 100.0

療育手帳(N=5) 0.0 40.0 0.0 20.0 40.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

発達障害(N=5) 0.0 40.0 0.0 40.0 20.0 100.0

強度行動障害(N=4) 0.0 25.0 0.0 25.0 50.0 100.0

高次脳機能障害(N=2) 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 100.0

難病(N=3) 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=4) 0.0 25.0 0.0 25.0 75.0 100.0

身体障害者手帳(N=1) 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0

療育手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=0) - - - - - -

発達障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

強度行動障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

高次脳機能障害(N=0) - - - - - -

難病(N=3) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

問３３不満理由④行動援護

問３３不満理由⑤重度障害者等包括支援

問３３不満理由⑥生活介護

問３３不満理由①居宅介護（ホームヘルプ）

問３３不満理由②重度訪問介護

問３３不満理由③同行援護

問３３不満理由⑦自立訓練（機能訓練、生活訓練）

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=6) 50.0 16.7 50.0 33.3 16.7 100.0

身体障害者手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

療育手帳(N=1) 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=2) 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0

発達障害(N=2) 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 100.0

強度行動障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

高次脳機能障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

難病(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=22) 27.3 31.8 18.2 27.3 31.8 100.0

身体障害者手帳(N=3) 0.0 33.3 0.0 33.3 33.3 100.0

療育手帳(N=8) 37.5 50.0 37.5 12.5 25.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=7) 28.6 28.6 0.0 28.6 28.6 100.0

発達障害(N=11) 45.5 27.3 18.2 27.3 27.3 100.0

強度行動障害(N=6) 33.3 16.7 16.7 33.3 50.0 100.0

高次脳機能障害(N=4) 25.0 0.0 25.0 50.0 50.0 100.0

難病(N=4) 0.0 25.0 25.0 0.0 50.0 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=3) 33.3 33.3 33.3 0.0 66.7 100.0

身体障害者手帳(N=2) 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 100.0

療育手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=0) - - - - - -

発達障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

強度行動障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

高次脳機能障害(N=2) 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 100.0

難病(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=4) 0.0 25.0 25.0 50.0 25.0 100.0

身体障害者手帳(N=0) - - - - - -

療育手帳(N=1) 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

発達障害(N=1) 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

難病(N=0) - - - - - -

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

身体障害者手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

療育手帳(N=0) - - - - - -

精神障害者保健福祉手帳(N=0) - - - - - -

発達障害(N=0) - - - - - -

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

難病(N=0) - - - - - -

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=0) - - - - - -

身体障害者手帳(N=0) - - - - - -

療育手帳(N=0) - - - - - -

精神障害者保健福祉手帳(N=0) - - - - - -

発達障害(N=0) - - - - - -

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=0) - - - - - -

難病(N=0) - - - - - -

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=16) 6.3 31.3 6.3 12.5 50.0 100.0

身体障害者手帳(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

療育手帳(N=6) 0.0 50.0 16.7 33.3 16.7 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

発達障害(N=3) 0.0 33.3 0.0 33.3 33.3 100.0

強度行動障害(N=4) 25.0 25.0 25.0 50.0 0.0 100.0

高次脳機能障害(N=2) 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 100.0

難病(N=6) 16.7 33.3 0.0 16.7 33.3 100.0

問３３不満理由⑨就労継続支援（Ａ型=雇用型、Ｂ型）

問３３不満理由⑩療養介護

問３３不満理由⑪就労定着支援

問３３不満理由⑫自立生活援助

問３３不満理由⑬就労選択支援

問３３不満理由⑭短期入所（ショートステイ）

問３３不満理由⑧就労移行支援



  構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=5) 20.0 20.0 20.0 60.0 40.0 100.0

身体障害者手帳(N=0) - - - - - -

療育手帳(N=4) 25.0 25.0 25.0 75.0 25.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

発達障害(N=0) - - - - - -

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=0) - - - - - -

難病(N=0) - - - - - -

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=6) 16.7 16.7 33.3 0.0 66.7 100.0

身体障害者手帳(N=3) 33.3 33.3 66.7 0.0 33.3 100.0

療育手帳(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

発達障害(N=0) - - - - - -

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=1) 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0

難病(N=0) - - - - - -

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=21) 14.3 0.0 14.3 4.8 66.7 100.0

身体障害者手帳(N=6) 16.7 0.0 0.0 0.0 83.3 100.0

療育手帳(N=5) 0.0 0.0 40.0 0.0 60.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=5) 40.0 0.0 0.0 20.0 40.0 100.0

発達障害(N=8) 12.5 0.0 25.0 12.5 50.0 100.0

強度行動障害(N=6) 16.7 0.0 33.3 16.7 33.3 100.0

高次脳機能障害(N=5) 0.0 0.0 20.0 0.0 80.0 100.0

難病(N=3) 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=16) 18.8 6.3 12.5 6.3 68.8 100.0

身体障害者手帳(N=5) 40.0 20.0 20.0 0.0 60.0 100.0

療育手帳(N=2) 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=6) 16.7 0.0 0.0 16.7 66.7 100.0

発達障害(N=5) 20.0 0.0 0.0 20.0 60.0 100.0

強度行動障害(N=3) 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 100.0

高次脳機能障害(N=3) 33.3 33.3 33.3 0.0 66.7 100.0

難病(N=0) - - - - - -

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=30) 3.3 10.0 10.0 30.0 50.0 100.0

身体障害者手帳(N=13) 7.7 7.7 0.0 23.1 61.5 100.0

療育手帳(N=12) 0.0 16.7 25.0 33.3 33.3 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=3) 0.0 0.0 0.0 33.3 66.7 100.0

発達障害(N=8) 0.0 12.5 25.0 50.0 25.0 100.0

強度行動障害(N=3) 0.0 33.3 0.0 66.7 33.3 100.0

高次脳機能障害(N=2) 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 100.0

難病(N=11) 0.0 0.0 0.0 45.5 54.5 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=4) 25.0 75.0 25.0 25.0 25.0 100.0

身体障害者手帳(N=1) 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0

療育手帳(N=2) 0.0 100.0 0.0 50.0 0.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=0) - - - - - -

発達障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=1) 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0

難病(N=2) 0.0 50.0 0.0 50.0 50.0 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=6) 0.0 16.7 0.0 0.0 83.3 100.0

身体障害者手帳(N=3) 0.0 33.3 0.0 0.0 66.7 100.0

療育手帳(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=0) - - - - - -

発達障害(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=0) - - - - - -

難病(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

問３３不満理由㉑意思疎通支援事業

問３３不満理由⑮共同生活援助（グループホーム）

問３３不満理由⑯施設入所支援

問３３不満理由⑰相談支援

問３３不満理由⑱地域相談支援

問３３不満理由⑲移動支援（ガイドヘルパー）

問３３不満理由⑳日中一時支援

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=4) 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0 100.0

身体障害者手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

療育手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

発達障害(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

強度行動障害(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

高次脳機能障害(N=0) - - - - - -

難病(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

構成比（％） サービス

の提供内

容

時間や日

数、給付

量

職員の対

応

その他 無回答 合計

合計(N=14) 35.7 28.6 7.1 14.3 35.7 100.0

身体障害者手帳(N=12) 41.7 33.3 8.3 16.7 25.0 100.0

療育手帳(N=0) - - - - - -

精神障害者保健福祉手帳(N=0) - - - - - -

発達障害(N=0) - - - - - -

強度行動障害(N=0) - - - - - -

高次脳機能障害(N=2) 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0

難病(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

問３３不満理由㉒地域活動支援センター事業

問３３不満理由㉓補装具 日常生活用具



６ 相談
そうだん

相手
あいて

 

問
とい

３４ あなたは 普段
ふ だ ん

 悩
なや

みや困
こま

ったことをどなたに相談
そうだん

しますか。（あて

はまるものすべてに○） 

「家族
か ぞ く

や親
しん

せき」（72.8％）、「友人
ゆうじん

は 知人
ち じ ん

」（31.0％）、「かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

」

（26.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

3５ あなたは障害
しょうがい

のことや福祉
ふ く し

サービス等
など

に関
かん

する情報
じょうほう

を どこから知
し

ることが多
おお

いですか。（あてはまるものすべてに○） 

「広報
こうほう

ひらかた」（34.0％）、「家族
か ぞ く

や親
しん

せき、友人
ゆうじん

は 知人
ちじん

」（31.9％）、「インターネ

ット」（31.1％）、「福祉
ふ く し

のてびき」（22.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

構成比（％）

家族や親

せき

友人 知

人

近所の人 職場の上

司や同僚

グループ

ホームや

施設の指

導員など

ホームヘ

ルパー等

サービス

事業所の

人

障害者団

体や家族

会

かかりつ

けの医師

や看護師

病院の

ケース

ワーカー

や介護保

険のケア

マネー

ジャー

民生委

員 児童

委員

障害者相

談支援セ

ンター等

の民間の

相談窓口

行政機関

の相談窓

口

その他 無回答 合計

合計(N=720) 72.8 31.0 4.0 11.5 7.9 9.4 1.4 26.3 5.6 0.6 4.4 4.4 7.6 9.2 100.0

身体障害者手帳(N=313) 73.2 36.1 4.5 8.9 1.0 6.7 1.0 21.7 7.3 0.6 2.9 4.5 6.7 10.5 100.0

療育手帳(N=145) 69.7 22.8 2.8 15.9 25.5 9.7 1.4 12.4 0.7 0.0 8.3 2.8 6.2 9.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 74.5 36.9 5.1 9.6 2.5 12.1 3.2 43.9 8.3 0.0 4.5 4.5 9.6 6.4 100.0

発達障害(N=150) 79.3 24.0 3.3 18.7 11.3 10.7 1.3 26.7 2.0 0.7 5.3 5.3 10.0 6.0 100.0

強度行動障害(N=54) 70.4 24.1 1.9 5.6 14.8 14.8 3.7 38.9 7.4 1.9 5.6 11.1 11.1 7.4 100.0

高次脳機能障害(N=48) 62.5 27.1 4.2 6.3 6.3 10.4 2.1 27.1 6.3 0.0 8.3 0.0 8.3 10.4 100.0

難病(N=111) 71.2 31.5 0.9 8.1 11.7 12.6 0.9 32.4 8.1 0.9 7.2 6.3 9.0 6.3 100.0

構成比（％） 本や新

聞、雑誌

の記事、

テレビや

ラジオの

ニュース

広報ひら

かた

インター

ネット

家族や親

せき、友

人 知人

サービス

事業所の

人や施設

職員

障害者団

体や家族

会（団体

の機関誌

等）

かかりつ

けの医師

や看護師

病院の

ケース

ワーカー

や介護保

険のケア

マネー

ジャー

民生委

員 児童

委員

障害者相

談支援セ

ンター等

の民間の

相談窓口

行政機関

の相談窓

口

福祉のて

びき

その他 無回答 合計

合計(N=720) 16.8 34.0 31.1 31.9 17.8 4.2 19.7 7.1 0.4 4.3 6.8 22.6 3.6 11.7 100.0

身体障害者手帳(N=313) 19.2 38.7 35.5 25.9 9.9 3.2 18.8 9.9 0.3 1.9 5.4 25.2 4.2 12.5 100.0

療育手帳(N=145) 14.5 31.7 17.2 46.2 32.4 5.5 7.6 2.1 0.0 9.0 7.6 22.1 3.4 9.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 14.6 26.8 42.0 31.2 17.2 3.8 29.3 8.9 0.6 3.2 6.4 17.8 2.5 10.2 100.0

発達障害(N=150) 12.0 31.3 31.3 50.0 28.7 4.0 16.7 3.3 0.0 4.0 8.7 22.7 2.0 8.0 100.0

強度行動障害(N=54) 5.6 38.9 16.7 35.2 29.6 9.3 18.5 5.6 0.0 5.6 14.8 20.4 3.7 11.1 100.0

高次脳機能障害(N=48) 6.3 35.4 25.0 29.2 14.6 2.1 12.5 10.4 2.1 8.3 4.2 20.8 6.3 16.7 100.0

難病(N=111) 19.8 42.3 26.1 38.7 21.6 8.1 20.7 7.2 0.0 5.4 7.2 30.6 3.6 8.1 100.0



問
とい

３６ あなたは生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を得
く

ることがむずかしく 困
こま

ることはあ

りますか。（あてはまるものすべてに○）  

「物
もの

は 買
か

はうときの契約
けいやく

はなどで申込書
もうしこみしょ

はの内容
ないよう

はがむずかしく分
わ

はからない」（29.2％）、 

「タブレットなど情報
じょうほう

機器
き き

の扱
あつか

いが難
むつか

しい」（13.9％）、「その他
た

」（15.7％）と

なっています。 

 

 

 

 

  

構成比（％）

物 買う

ときの契

約などで

申込書の

内容がむ

ずかしく

分からな

い

点字や音

声の書籍

が少ない

テレビ放

送で字幕

や手話、

解説付き

放送が少

ない

筆談によ

る対応 

しても

らった

が、理解

がむずか

しい

は案内やお

知らせに

FAX番号

が書かれ

ていない

ため、問

い合わせ

できない

タブレッ

トなど情

報機器の

扱いが難

しい

はその他 無回答 合計

合計(N=720) 29.2 1.7 3.8 3.9 2.2 13.9 15.7 47.9 100.0

身体障害者手帳(N=313) 13.7 2.2 5.1 1.9 2.6 11.8 17.3 56.2 100.0

療育手帳(N=145) 56.6 0.7 3.4 6.9 1.4 20.7 15.2 29.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 33.1 1.3 2.5 2.5 2.5 12.1 12.7 47.8 100.0

発達障害(N=150) 48.7 0.0 4.0 5.3 2.7 16.0 17.3 32.7 100.0

強度行動障害(N=54) 38.9 0.0 0.0 7.4 1.9 13.0 29.6 40.7 100.0

高次脳機能障害(N=48) 31.3 0.0 2.1 6.3 2.1 16.7 8.3 52.1 100.0

難病(N=111) 27.0 3.6 2.7 4.5 4.5 18.0 22.5 41.4 100.0



７ 権利
けんり

擁護
ようご

 

問
とい

３７ あなたは 障害
しょうがい

があることで差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをすることは この３

年間
ねんかん

で変
か

わったように思
おも

いますか。 

「あまり変
か

わらないと思
おも

う」（41.1％）、「差別
さ べ つ

 感
かん

じたことがない、嫌
いや

な思
おも

い し

たことがない」（12.5％）、「増
ふ

えたと思
おも

う」（7.8％）、「減
へ

ったと思
おも

う」（6.0％）とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.8 

7.7 

6.2 

8.9 

8.7 

9.3 

20.8 

9.9 

41.1 

38.7 

42.8 

47.8 

42.0 

48.1 

27.1 

39.6 

6.0 

5.8 

4.8 

8.3 

7.3 

3.7 

4.2 

3.6 

12.5 

19.2 

7.6 

7.6 

6.7 

1.9 

6.3 

14.4 

22.1 

18.2 

27.6 

20.4 

28.7 

25.9 

29.2 

24.3 

10.6 

10.5 

11.0 

7.0 

6.7 

11.1 

12.5 

8.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

（問３７ あなたは、障害があることで差別や嫌な思い

増えたと思う

あまり変わらないと思う

減ったと思う

差別 感じたことがない、嫌な思い したことがない

わからない

無回答

合計



問
とい

３８ あなたは 障害
しょうがい

があることで嫌
いや

な思
おも

いをしたり 困
こま

ったりすること

は ありますか。 

「ある」（41.5％）、「ない」（43.1％）となっています。 

強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

で 「ある」が72.2％で、他
た

の障害
しょうがい

種別
しゅべつ

より高
たか

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.5 

33.2 

48.3 

49.7 

50.0 

72.2 

56.3 

47.7 

43.1 

50.5 

38.6 

38.9 

38.0 

11.1 

25.0 

40.5 

15.4 

16.3 

13.1 

11.5 

12.0 

16.7 

18.8 

11.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

問３８ あなたは、障害があることで嫌な思い

ある ない 無回答 合計



問
とい

３８－１嫌
いや

な思
おも

い・困
こま

ったこと (N=299) 

主
おも

な項目
こうもく

（10％以上
いじょう

）でみると、 

① 学校
がっこう

 

「自分
じ ぶ ん

だけ違
ちが

う対応
たいおう

 される」（11.0％）、「暴言
ぼうげん

や嫌味
い や み

 言
い

われる、暴力
ぼうりょく

 受
う

ける」（10.4％）、「無視
む し

されたり、仲間
な か ま

 ずれにされる」（11.7％）となってい

ます。 

② 職場
しょくば

 

「暴言
ぼうげん

や嫌味
い や み

 言
い

われる、暴力
ぼうりょく

 受
う

ける」（10.0％）、「障害
しょうがい

に配慮
 いりょ

してもらえ

なかった」（16.7％）、「不親切
ふしんせつ

 冷
つめ

たい態度
た い ど

 とられた」（11.4％）となってい

ます。 

③ 仕事
し ご と

 探
さが

すとき 

該当
がいとう

なし。 

④ 外出先
がいしゅつさき

 余暇
よ か

 楽
たの

しむとき 

「じろじろ見
み

られた」（21.1％）、「不親切
ふしんせつ

 冷
つめ

たい態度
た い ど

 とられた」（11.7％）、

「その他
た

」（10.0％）となっています。 

⑤ 公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

 

「じろじろ見
み

られた」（19.4％）となっています。 

⑥ 病院
びょういん

等
など

の医療
いりょう

機関
き か ん

 

「じろじろ見
み

られた」（10.4％）となっています。 

⑦ 住
す

んでいる地域
ち い き

 

「じろじろ見
み

られた」（13.4％）となっています 

⑧ 福祉
ふ く し

サービス（通所
つうしょ

事業所
じぎょうしょ

 グループホーム 施設
し せ つ

）など 

該当
がいとう

なし。 

⑨ 住
す

まい 探
さが

すとき 

該当
がいとう

なし。 

⑩ その他
た

 

該当
がいとう

なし。 

  



 

 

 

 

 

※黄色
き い ろ

マーカー 10％以上
いじょう

 

  

構成比（％）

自分だけ

違う対応

 される

暴言や嫌

味 言わ

れる、暴

力 受け

る

無視され

たり、仲

間 ずれ

にされる

じろじろ

見られた

自分の意

見 きい

てもらえ

なかった

障害 理

由に断ら

れた

障害に配

慮しても

らえな

かった

不親切 

冷たい態

度 とら

れた

その他 無回答 合計

①　学校(N=299) 11.0 10.4 11.7 8.0 6.4 2.7 6.7 9.0 6.4 71.6 100.0

②　職場(N=299) 9.0 10.0 7.0 3.7 8.4 5.0 16.7 11.4 6.4 65.2 100.0

③　仕事 探すとき(N=299) 4.7 1.3 1.7 1.7 3.0 8.4 8.4 5.7 6.0 77.6 100.0

④　外出先 余暇 楽しむとき

(N=299)

4.7 3.7 2.3 21.1 2.0 5.7 9.0 11.7 10.0 54.5 100.0

⑤　公共交通機関(N=299) 2.0 2.0 0.0 19.4 0.0 0.7 8.0 7.0 9.0 60.9 100.0

⑥　病院等の医療機関(N=299) 4.3 3.3 0.3 10.4 3.3 1.7 7.7 7.7 6.4 67.2 100.0

⑦　住んでいる地域(N=299) 4.3 5.0 3.7 13.4 2.0 1.3 8.4 6.7 7.0 65.6 100.0

⑧は福祉サービス（通所事業所 グ

ループホーム 施設）など(N=299)

3.3 2.7 1.7 0.7 4.3 2.3 3.3 3.7 9.4 81.3 100.0

⑨　住まい 探すとき(N=299) 1.3 0.3 0.7 1.0 1.0 2.0 2.3 3.7 7.0 86.0 100.0

⑩　その他(N=299) 0.0 0.7 0.3 0.3 0.3 0.7 2.0 1.0 5.0 92.3 100.0



問
とい

４３９ 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

４を利用
り よ う

４している場合
ば あ い

４や利用
り よ う

４を 考
かんが

４くておられる場合
ば あ い

４ 

不安
ふ あ ん

に考
かんが

くておられること また 利用
り よ う

を考
かんが

くておられない理由
り ゆ う

はなんです

か。（あてはまるものすべてに○） 

「制度
せ い ど

がよくわからない」「29.4％）、「あなた自身
じ し ん

に代
か

わって財産
ざいさん

等
とう

 管理
か ん り

できる

親族
しんぞく

がいるから」（20.4％）となっています。 

 

 

 

 

  

構成比（％）

制度がよ

くわから

ない

あなた自

身が契約

行為等 

すること

ができる

から

あなた自

身に代

わって財

産等 管

理できる

親族がい

るから

後見人等

 見ず知

らずの人

がするこ

とに不安

があるか

ら

後見人等

に支払う

報酬の負

担ができ

ないから

手続きが

複雑そう

でわから

ないから

あなた自

身の意志

で物事 

決められ

なくなる

から

その他 無回答 合計

合計(N=720) 29.4 14.6 20.4 15.1 9.3 15.7 8.6 4.2 34.4 100.0

身体障害者手帳(N=313) 17.3 21.1 15.0 6.4 3.2 6.7 2.9 2.6 47.6 100.0

療育手帳(N=145) 37.9 2.1 33.1 29.0 16.6 26.2 13.1 6.2 23.4 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 43.3 17.2 17.2 15.3 11.5 21.7 12.1 5.1 22.9 100.0

発達障害(N=150) 42.7 9.3 30.0 25.3 20.0 28.0 16.7 5.3 16.7 100.0

強度行動障害(N=54) 31.5 1.9 37.0 37.0 25.9 20.4 18.5 11.1 24.1 100.0

高次脳機能障害(N=48) 16.7 6.3 22.9 8.3 8.3 14.6 8.3 2.1 45.8 100.0

難病(N=111) 21.6 20.7 24.3 21.6 11.7 14.4 6.3 2.7 30.6 100.0



８ 災害
さいがい

時
じ

の避難
ひなん

等
とう

について 

問
とい

４０ あなたは 地震
じ し ん

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に一人
ひ と り

で避難
ひ な ん

できますか。 

「できる」（39.9％）、「できない」（31.8％）、「わからない」（23.1％）となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４１ 家族
か ぞ く

等
とう

が不在
ふ ざ い

の場合
ば あ い

や一人
ひ と り

暮
く

らしの場合
ば あ い

 災害
さいがい

時
じ

に避難
ひ な ん

する時
じ

 あな

たを助
たす

けてくれる人
ひと

はいますか。 

「いる」（22.1％）、「いない」（42.8％）、「わからない」（25.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.1 

22.7 

23.4 

19.7 

18.7 

20.4 

20.8 

23.4 

42.8 

42.8 

43.4 

40.8 

48.0 

48.1 

47.9 

60.4 

25.8 

25.6 

23.4 

31.2 

25.3 

22.2 

20.8 

11.7 

9.3 

8.9 

9.7 

8.3 

8.0 

9.3 

10.4 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

問４１ 家族等が不在の場合や一人暮らしの場合、災害時に避難

いる いない わからない 無回答 合計

39.9 

43.8 

26.2 

49.0 

34.0 

13.0 

18.8 

27.9 

31.8 

31.6 

45.5 

12.1 

31.3 

59.3 

54.2 

50.5 

23.1 

20.4 

22.1 

33.1 

30.7 

20.4 

16.7 

17.1 

5.3 

4.2 

6.2 

5.7 

4.0 

7.4 

10.4 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

問４０ あなたは、地震等の災害時に一人で避難

できる できない わからない 無回答 合計



問
とい

４１－１ 助
たす

けてくれる人
ひと

は誰
だれ

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「近所
きんじょ

はの人
ひと

は」（44.0％）、「友人
ゆうじん

は 知人
ちじん

は」（34.0％）、「ヘルパーなど事業所
じぎょうしょ

はの職員
しょくいん

は」

（24.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

7区分
く ぶ ん

 

 

 

問
とい

４２ 地震
じ し ん

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に避難
ひ な ん

する時
じ

や避難
ひ な ん

生活
せいかつ

で困
こま

ること 不安
ふ あ ん

に思
おも

うこと

は何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

の設備
せ つ び

は（トイレ等
など

）や生活
せいかつ

環境
かんきょう

が不安
ふ あ ん

」（46.9％）、「投薬
とうやく

や治療
ちりょう

が受
う

け

られない」（46.3％）、「安全
あんぜん

なところまで、迅速
じんそく

に避難
ひ な ん

することができない」（39.6％）、

「プライバシーの配慮
 いりょ

がされない」（31.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

構成比（％）

近所の人 ヘルパー

など事業

所の職員

病院の職

員

友人 知

人

その他 無回答 合計

合計(N=159) 44.0 24.5 3.8 34.0 15.1 1.9 100.0

身体障害者手帳(N=71) 49.3 19.7 2.8 45.1 8.5 2.8 100.0

療育手帳(N=34) 44.1 44.1 0.0 17.6 11.8 0.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=31) 38.7 19.4 0.0 38.7 22.6 0.0 100.0

発達障害(N=28) 39.3 17.9 0.0 35.7 17.9 3.6 100.0

強度行動障害(N=11) 18.2 45.5 0.0 18.2 27.3 0.0 100.0

高次脳機能障害(N=10) 20.0 30.0 10.0 30.0 30.0 0.0 100.0

難病(N=26) 38.5 26.9 3.8 42.3 3.8 0.0 100.0

構成比（％）

投薬や治

療が受け

られない

補装具の

使用が困

難になる

（入手が

困難にな

るなども

含む）

救助 求

めること

ができな

い

安全なと

ころま

で、迅速

に避難す

ることが

できない

被害状

況、避難

場所など

の情報が

入手でき

ない

周囲とコ

ミュニ

ケーショ

ンがとれ

ない

避難場所

の設備

（トイレ

等）や生

活環境が

不安

避難場所

の雑音、

騒音に耐

えられな

い

他の避難

者から叱

られると

思うと不

安（大声

 あげる

等 する

ことによ

り）

配給のお

弁当が食

べられな

い

コロナウ

イルス感

染症など

への感染

が不安

プライバ

シーの配

慮がされ

ない

避難する

場所がわ

からない

その他 無回答 合計

合計(N=720) 46.3 10.8 23.3 39.6 25.0 28.6 46.9 26.3 14.9 8.9 25.1 31.3 21.3 5.3 13.1 100.0

身体障害者手帳(N=313) 47.0 19.5 17.3 44.7 20.8 13.4 46.6 12.5 3.5 8.0 21.4 25.9 13.7 6.1 11.2 100.0

療育手帳(N=145) 29.7 4.1 38.6 42.8 39.3 55.2 46.2 31.0 28.3 9.7 29.7 26.9 37.2 4.1 16.6 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 61.8 1.3 16.6 22.3 18.5 26.1 46.5 40.8 18.5 8.9 22.9 45.2 21.7 5.7 10.8 100.0

発達障害(N=150) 40.0 4.7 36.0 38.0 38.7 56.7 46.7 43.3 31.3 10.0 30.0 39.3 34.0 5.3 9.3 100.0

強度行動障害(N=54) 61.1 11.1 50.0 64.8 40.7 68.5 59.3 51.9 38.9 18.5 40.7 40.7 35.2 7.4 11.1 100.0

高次脳機能障害(N=48) 64.6 22.9 29.2 52.1 29.2 25.0 50.0 39.6 14.6 14.6 31.3 37.5 20.8 2.1 16.7 100.0

難病(N=111) 58.6 18.9 30.6 61.3 30.6 27.9 64.9 28.8 14.4 16.2 31.5 30.6 19.8 3.6 6.3 100.0



問
とい

４３ 災害
さいがい

時
じ

に自宅
じ た く

で過
す

ごせなくなった場合
ば あ い

 あなたはどのようにされます

か。 

「避難所
ひなんじょ

で過
す

ごす」（37.2％）、「障害
しょうがい

の施設
し せ つ

で過
す

ごせるよう探
さが

す」（9.4％）、「避難所
ひなんじょ

で過
す

ごせないので車
くるま

の中
なか

などで過
す

ごす」（7.6％）、「遠方
えんぽう

の知
し

り合
あ

い 探
さが

す」（6.0％）、

「わからない」24.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.2 

37.1 

33.8 

44.6 

32.7 

24.1 

27.1 

31.5 

7.6 

6.7 

4.8 

8.9 

13.3 

7.4 

8.3 

11.7 

9.4 

8.9 

15.2 

4.5 

8.7 

18.5 

18.8 

15.3 

6.0 

7.3 

6.2 

5.1 

3.3 

7.4 

5.4 

24.4 

28.4 

20.0 

22.9 

25.3 

20.4 

27.1 

24.3 

4.0 

4.5 

4.8 

3.2 

5.3 

1.9 

4.2 

4.5 

11.3 

7.0 

15.2 

10.8 

11.3 

20.4 

14.6 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=720)

身体障害者手帳(N=313)

療育手帳(N=145)

精神障害者保健福祉手帳

(N=157)

発達障害(N=150)

強度行動障害(N=54)

高次脳機能障害(N=48)

難病(N=111)

問４３ 災害時に自宅で過ごせなくなった場合、あなたはどのよう

にされますか。（○は１つだけ）

避難所で過ごす

避難所で過ごせないので車の中などで過ごす

障害の施設で過ごせるよう探す

遠方の知り合い 探す

わからない

その他

無回答

合計



問
とい

４４ 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

にあれば 役
やく

に立
た

つ 障害
しょうがい

特性
とくせい

に配慮
はいりょ

していると思
おも

われる

品物
しなもの

はありますか。（食 料
しょくりょう

など 長
なが

く保存
ほ ぞ ん

できないものは除
のぞ

いて お答
こた

くく

ださい。）（あてはまるものすべてに○） 

「自分
じ ぶ ん

だけの空間
くうかん

 作
つく

れる簡易
か ん い

な装置
そ う ち

は（段
だん

ボール箱
ばこ

の区切
く ぎ

り等
など

）」（54.7％）、「何
なん

ら

かの支援
し え ん

が必要
ひつよう

なことがわかるカード、バンダナなど」（23.9％）、「騒音
そうおん

、雑音
ざつおん

 遮断
しゃだん

する耳
みみ

あて（イヤーマフ等
など

）」（22.2％）、「車
くるま

いすで使用
し よ う

できるトイレ」（20.3％）、

「避難所
ひなんじょ

はでの連絡
れんらく

事項
じ こ う

はなどが文字
も じ

はにより伝
つた

はえられる装置
そ う ち

は」（19.3％）、「避難所
ひなんじょ

はでの

連絡
れんらく

事項
じ こ う

はなどが音声
おんせい

はにより伝
つた

はえられる装置
そ う ち

は」（18.5％）、「利用
り よ う

はしている医療
いりょう

機器
き き

は 

充分
じゅうぶん

に利用
り よ う

（充電
じゅうでん

）できるだけの電源
でんげん

」（17.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４５ 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

流行
りゅうこう

により 生活
せいかつ

にどのような変化
へ ん か

があ

りましたか。（あてはまるものすべてに○） 

「外出
がいしゅつ

はができなかった」（42.5％）、「介助者
かいじょしゃ

は（家族
か ぞ く

はやヘルパー）との感染
かんせん

対策
たいさく

は」

（19.4％）、「いつも行
い

っているところは（会社
かいしゃ

や通所
つうしょ

事業所
じぎょうしょ

など）に行
い

くことができな

かった」（14.7％）、「感染
かんせん

に関
かん

することへの理解
り か い

が難
むずか

しかった」（12.8％）などの生活
せいかつ

の変化
へ ん か

に対
たい

して、「大
おお

きな変化
へ ん か

 なかった」 32.2％となっています。 

 

 

 

 

  

構成比（％）

車いすで

使用でき

るトイレ

騒音、雑

音 遮断

する耳あ

て（イ

ヤーマフ

等）

ストマ装

具

自分だけ

の空間 

作れる簡

易な装置

（段ボー

ル箱の区

切り等）

避難所で

の連絡事

項などが

音声によ

り伝えら

れる装置

避難所で

の連絡事

項などが

文字によ

り伝えら

れる装置

利用して

いる医療

機器 充

分に利用

（充電）

できるだ

けの電源

絵カード

などのコ

ミュニ

ケーショ

ン支援の

ための道

具

何らかの

支援が必

要なこと

がわかる

カード、

バンダナ

など

その他 無回答 合計

合計(N=720) 20.3 22.2 6.5 54.7 18.5 19.3 17.4 9.7 23.9 7.1 20.0 100.0

身体障害者手帳(N=313) 27.8 13.1 9.9 46.0 16.9 18.2 16.9 6.7 16.9 10.2 19.5 100.0

療育手帳(N=145) 11.7 23.4 3.4 57.2 26.2 22.8 13.8 19.3 38.6 6.2 19.3 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 12.7 36.9 3.2 68.2 18.5 21.7 21.0 8.9 22.3 3.8 19.1 100.0

発達障害(N=150) 8.7 30.7 2.7 64.7 21.3 24.0 14.0 19.3 32.0 3.3 15.3 100.0

強度行動障害(N=54) 16.7 33.3 3.7 64.8 20.4 20.4 22.2 18.5 29.6 3.7 20.4 100.0

高次脳機能障害(N=48) 31.3 29.2 6.3 56.3 14.6 16.7 12.5 4.2 27.1 8.3 20.8 100.0

難病(N=111) 31.5 16.2 9.9 55.9 23.4 13.5 23.4 6.3 20.7 10.8 14.4 100.0

構成比（％）

介助者

（家族や

ヘル

パー）と

の感染対

策

外出がで

きなかっ

た

いつも利

用してい

るサービ

ス（ホー

ムヘルプ

やガイド

ヘルパー

など）が

利用でき

なかった

いつも

行ってい

るところ

（会社や

通所事業

所など）

に行くこ

とができ

なかった

通院がで

きなかっ

た

情報が入

手できな

かった

感染に関

すること

への理解

が難し

かった

その他 大きな変

化 な

かった

無回答 合計

合計(N=720) 19.4 42.5 8.9 14.7 7.8 5.4 12.8 7.1 32.2 9.3 100.0

身体障害者手帳(N=313) 17.9 37.4 7.0 8.6 7.0 4.2 5.1 5.4 39.6 8.9 100.0

療育手帳(N=145) 25.5 50.3 15.9 20.7 7.6 3.4 28.3 5.5 24.1 9.0 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 13.4 41.4 2.5 19.1 7.0 6.4 8.9 10.2 31.2 8.9 100.0

発達障害(N=150) 26.0 46.0 7.3 23.3 9.3 7.3 22.7 6.0 25.3 5.3 100.0

強度行動障害(N=54) 37.0 64.8 16.7 27.8 24.1 11.1 31.5 9.3 13.0 9.3 100.0

高次脳機能障害(N=48) 33.3 50.0 18.8 10.4 14.6 6.3 10.4 8.3 20.8 10.4 100.0

難病(N=111) 33.3 43.2 16.2 18.9 10.8 9.0 9.9 3.6 32.4 8.1 100.0



問
とい

４４６ 新型
しんがた

４コロナウイルス感染症
かんせんしょう

４が５類
るい

感染症
かんせんしょう

４へ位置
い ち

４けけされたことに

よって お気持
き も

ちや 生活
せいかつ

に変化
へ ん か

がありましたか。（あてはまるものすべてに

○） 

「まだ少
すこ

し、感染
かんせん

に対
たい

する不安
ふ あ ん

があり、しばらく以前
い ぜ ん

の生活
せいかつ

に 戻
もど

れないと思
おも

う。」

（50.6％）、「不安感
ふあんかん

は なくなり、感染症
かんせんしょう

流行前
りゅうこうまえ

はの生活
せいかつ

はに戻
もど

はれると思
おも

はっている。」

（26.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

構成比（％）

不安感 

なくな

り、感染

症流行前

の生活に

戻れると

思ってい

る。

まだ少

し、感染

に対する

不安があ

り、しば

らく以前

の生活に

 戻れな

いと思

う。

大きな不

安があ

り、もう

以前の生

活に 戻

れないと

感じてい

る。

その他 無回答 合計

合計(N=720) 26.4 50.6 7.2 7.6 12.5 100.0

身体障害者手帳(N=313) 25.2 54.0 7.0 7.3 10.5 100.0

療育手帳(N=145) 25.5 50.3 7.6 7.6 14.5 100.0

精神障害者保健福祉手帳(N=157) 31.2 40.1 9.6 8.3 12.7 100.0

発達障害(N=150) 30.0 49.3 9.3 12.0 7.3 100.0

強度行動障害(N=54) 22.2 55.6 11.1 7.4 13.0 100.0

高次脳機能障害(N=48) 22.9 66.7 8.3 2.1 8.3 100.0

難病(N=111) 22.5 54.1 9.0 5.4 14.4 100.0



第
だい

３ 章
しょう

 「18歳
さい

未満
み ま ん

」調査
ちょうさ

結果
け っ か

  

１ 属性
ぞくせい

  

問
とい

１ 回答者
かいとうしゃ

 

「本
ほん

人
にん

」（8.1％）、「本
ほん

人
にん

の家族
か ぞ く

」（90.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

２ 年齢
ねんれい

（令和
れ い わ

５年
ねん

７月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

「６歳
さい

」（11.1％）、「１２歳
さい

」（11.1％）、「９歳
さい

」（9.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.0 

4.0 

7.1 

4.0 

4.0 

11.1 

5.1 

6.1 

9.1 

8.1 

4.0 

11.1 

3.0 

6.1 

3.0 

4.0 

6.1 

4.0 

0% 10% 20%

0歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

１０歳

１１歳

１２歳

１３歳

１４歳

１５歳

１６歳

１７歳

無回答

問２ 年齢（N=99）

8.1 90.9 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問１ お答えいただくのは、どなたですか。

１．本人（この調査票が郵送された宛名の方）

２．本人の家族

３．家族以外の介助者

無回答

合計



問
とい

３ 性別
せいべつ

 

「男性
だんせい

」（64.6％）、「女性
じょせい

」（33.3％）で、「男性
だんせい

は 女性
じょせい

で 答
こた

えられない」（2.0％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

２ 障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

 

問
とい

４ あなたは身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。 

「1級
きゅう

」～「6級
きゅう

」 合
あ

あわせた 持
も

っている』 34.3%、「持
も

っていない」が

64.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４－１ 手帳
てちょう

を取得
しゅとく

された時
とき

の年齢
ねんれい

をお答
こた

くください。 

「０歳
さい

」（20.6％）、「１歳
さい

」（20.6％）、「２歳
さい

」（14.7％）となっています。 

  

64.6 33.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３ あなたが思う性別

１．男性 ２．女性

３．男性 女性で 答えられない ４．答えない

無回答 合計

20.2 

3.0 

8.1 

2.0 1.0 

64.6 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

（手帳別）×問４ あなたは身体障害者手帳をお持ちですか。

（○は総合等級に応じた１つだけ）

１．1級 ２．2級 ３．3級

４．4級 ５．5級 ６．6級

７．持っていない 無回答 合計

20.6 

20.6 

14.7 

8.8 

8.8 

0.0 

8.8 

2.9 

2.9 

0.0 

0.0 

2.9 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40%

0歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

１０歳

１１歳

１２歳

１３歳

１４歳

１５歳

１６歳

１７歳

無回答

問４－１ 手帳を取得された時の年齢を

お答えください。



問
とい

５ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの場合
ば あ い

 主
しゅ

たる障害
しょうがい

をお答
こた

くください。（複数
ふくすう

の障害
しょうがい

認定
にんてい

を受
う

けている場合
ば あ い

は より重
おも

い障害
しょうがい

４（等級
とうきゅう

が高
たか

い）に〇
まる

を 等級
とうきゅう

が同
おな

じ場合
ば あ い

は 下
した

の１～９の障害
しょうがい

のうち 当
あ

てはまる障害
しょうがい

の番号
ばんごう

の小
ちい

さい方
かた

に〇
まる

をしてください。） 

「内部
な い ぶ

障害
しょうがい

は（１～８以外
い が い

）」（12.1％）、「肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

は（上肢
じょうし

）」（8.1％）、「肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（脳
のう

原性
げんせい

」（5.1％）、「無回答
むかいとう

」（67.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

1.0 

0.0 

1.0 

8.1 

2.0 

3.0 

5.1 

12.1 

67.7 

0% 20% 40% 60% 80%

視覚障害

聴覚障害（平衡機能含む）

盲ろう（視覚障害と聴覚障害の重複）

音声 言語 そしゃく機能障害

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（体幹）

肢体不自由（脳原性）

内部障害（１～８以外）

無回答

問４－１ 手帳を取得された時の年齢をお答えください。



問
とい

６ あなたは療育
りょういく

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。（○は１つだけ） 

「Ａ判定
 んてい

」「Ｂ1判定
 んてい

」「B2判定
 んてい

」 合
あ

わせたは 持
も

っている』 64.6％、「持
も

ってい

ない」 31.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

６－１ 手帳
てちょう

を取得
しゅとく

された時
とき

の年齢
ねんれい

をお答
こた

くください。(N=64) 

「０歳
さい

」（1.6％）、「１歳
さい

」（12.5％）、は「２歳
さい

」（20.3％）、「３歳
さい

」（20.3％） 合
あ

わ

せた ３歳
さい

以下
い か

』 54.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.3 10.1 24.2 31.3 4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問６ あなたは療育手帳をお持ちですか。（○は１つだけ）

Ａ判定 Ｂ1判定 B2判定 持っていない 無回答 合計

1.6 

12.5 

20.3 

20.3 

10.9 

3.1 

6.3 

3.1 

3.1 

0.0 

1.6 

1.6 

3.1 

1.6 

3.1 

1.6 

0.0 

0.0 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40%

0歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

１０歳

１１歳

１２歳

１３歳

１４歳

１５歳

１６歳

１７歳

無回答

問６－１ 手帳を取得された時の年齢を

お答えください。



問
とい

７ あなたは精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちですか。（○は１つだけ） 

「2級
きゅう

」、「3級
きゅう

」 合
あ

わせたは 持
も

っている』 24.2％、「持
も

っていない」 72.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

７－１ 手帳
てちょう

を取得
しゅとく

された時
とき

の年齢
ねんれい

をお答
こた

くください。(N=24) 

「0歳
さい

」～「５歳
さい

」で 20.8％、「６歳
さい

」～「11歳
さい

」で 50.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.0 

21.2 72.7 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問７ あなたは精神障害者保健福祉手帳をお持ちですか。

1級 2級 3級 持っていない 無回答 合計

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

12.5 

8.3 

4.2 

0.0 

8.3 

16.7 

12.5 

8.3 

0.0 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

4.2 

20.8 

0% 10% 20% 30% 40%

0歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

１０歳

１１歳

１２歳

１３歳

１４歳

１５歳

１６歳

１７歳

無回答

問７－１ 手帳を取得された時の年齢を

お答えください。



問
とい

８ あなたは発達
はったつ

障害
しょうがい

として診断
しんだん

されたことがありますか。（○は１つだけ） 

「ある」（56.6％）、「ない」（37.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

問
とい

９ あなたは強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

があると言
い

われたことがありますか。（○は１つ

だけ） 

「ある」（5.1％）、「ない」（92.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４10 あなたは高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

４として診断
しんだん

４されたことがありますか。（○は

１つだけ） 

「ある」（5.1％）、「ない」（92.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

問
とい

１１ あなたは難病
なんびょう

に罹患
り か ん

していますか。（○は１つだけ） 

「ある」（17.2％）、「ない」（78.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

  

56.6 37.4 6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問８ あなたは発達障害として診断されたことがありますか。

ある ない 無回答 合計

17.2 78.8 4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問１１ あなたは難病に罹患していますか。

罹患している 罹患していない 無回答 合計

5.1 92.9 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問９ あなたは強度行動障害があると言われたことがあります

か。

ある ない 無回答 合計

5.1 92.9 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問10 あなたは高次脳機能障害として診断されたことがあります

か。

ある ない 無回答 合計



問
とい

１２ あなたが現在
げんざい

受
う

けている医療的
いりょうてき

ケアをお答
こた

くください。（あてはまる

ものすべてに○） 

「服薬
ふくやく

管理
か ん り

」（17.2％）、「気管
き か ん

切開
せっかい

」（5.1％）、「吸引
きゅういん

」（5.1％）、「吸 入
きゅうにゅう

」（4.0％）

「無回答
むかいとう

」（73.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.1 

2.0 

4.0 

5.1 

4.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

17.2 

4.0 

73.7 

0% 20% 40% 60% 80%

気管切開

人工呼吸器（レスピレーター）

吸入

吸引

胃ろう 腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

透析

カテーテル留置

ストマ（人工肛門 人工膀胱）

服薬管理

その他

無回答

問１２ あなたが現在受けている医療的ケアをお答えくだ

さい。



３ 住
す

まいや暮
く

らし 

問
とい

１３ 現在
げんざい

 あなたが一緒
いっしょ

に暮
く

らしている人
ひと

は どなたですか。（あてはま

るものすべてに○） 

「母
  

は（お母
かあ

さん）」（97.0％）、「父
ちち

は（お父
とう

さん）」（83.8％）、「兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

」（67.7％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

83.8 

97.0 

9.1 

67.7 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父（お父さん）

母 （お母さん）

祖父母（おじいさん、おばあさん）

兄弟姉妹

施設に入所している

病院に入院している

その他

無回答

問 同居家族の状況（N=99）



問
とい

１４ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

 

「ひとりでできる」が５割
わり

以上
いじょう

 、①食事
しょくじ

（56.6％）、④着替
き が

え（54.5％）、⑥家
いえ

の中
なか

の移動
い ど う

（76.8％）となっています。 

「一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

はが必要
ひつよう

は」と「全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

はが必要
ひつよう

は」合
あ

はわせた 介助
かいじょ

は 必要
ひつよう

は』が４割
わり

以上
いじょう

は 、

⑥家
いえ

の中
なか

の移動
い ど う

は（19.2％） 除
のぞ

くすべての行動
こうどう

で、特
とく

に⑨お金
かね

の管理
か ん り

は（92.0％）、⑩

薬
くすり

の管理
か ん り

（87.8％） ９割
わり

となっています。 

 

  

56.6 

47.5 

40.4 

54.5 

34.3 

76.8 

28.3 

48.5 

4.0 

6.1 

25.3 

23.2 

30.3 

26.3 

37.4 

7.1 

28.3 

25.3 

23.2 

15.2 

25.3 

26.3 

16.2 

23.2 

12.1 

39.4 

39.4 

66.7 

64.6 

3.0 

4.0 

3.0 

3.0 

5.1 

4.0 

4.0 

12.1 

4.0 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①食事(N=99)

②トイレ(N=99)

③入浴(N=99)

④着替え(N=99)

⑤身だしなみ(N=99)

⑥家の中の移動(N=99)

⑦外出(N=99)

⑧家族 支援者以外の人

との会話(N=99)

⑨お金の管理(N=99)

⑩薬の管理(N=99)

問１４ 日常生活で（①～⑩）はどのようにしていますか。

ひとりでできる 一部介助が必要 全部介助が必要 無回答 合計



問
とい

１５ あなたを介助
かいじょ

してくれる方
かた

は誰
だれ

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「母
  

は（お母
かあ

さん）」（95.7％）、「父
ちち

は（お父
とう

さん）」（69.1％）、「兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

」（26.6％）、

「祖
そ

父母
ふ ぼ

は（おじいさん、おばあさん）」（18.1％）、「施設
し せ つ

の指導員
しどういん

など」（10.6％）と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

１５－１ ４「１．」～「４．」に複数
ふくすう

の〇
まる

をされた方
かた

については 主
おも

に介助
かいじょ

を

してくれる方
かた

の番号
ばんごう

を記入
きにゅう

してください。 

「母
  

（お母
かあ

さん）」（77.8％）となっています。 

 

  

69.1 

95.7 

18.1 

26.6 

10.6 

9.6 

4.3 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父（お父さん）

母（お母さん）

祖父母（おじいさん、おばあさん）

兄弟姉妹

施設の指導員など

ホームヘルパーなどサービス事業所の人

その他

無回答

問１５ あなたを介助してくれる方は誰ですか。

77.8 

1.1 

21.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=90)

（手帳別）問１５－１ 「１．」～「６．」に複数の〇をされた

方については、主に介助をしてくれる方

父（お父さん） 母（お母さん）

祖父母（おじいさん、おばあさん） 兄弟姉妹

施設の指導員など ホームヘルパーなどサービス事業所の人

その他 無回答

合計



問
とい

４１６① あなたを介助
かいじょ

４してくれる家族
か ぞ く

４で 主
おも

４に介助
かいじょ

４をしてくれる方
かた

４の年齢
ねんれい

（令和
れ い わ

５年
ねん

７月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

）満年齢
まんねんれい

 

「35～39歳
さい

」（26.7％）、「40～44歳
さい

」（24.4％）、「45～49歳
さい

」（24.4％） 合
あ

わ

せた 35～49歳
さい

』 、75.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

１６② 主
おも

に介助
かいじょ

をしている家族
か ぞ く

の健康
けんこう

状態
じょうたい

（○は１つだけ） 

「よい」は（35.6％）とは「ふつう」は（54.4％） 合
あ

わせると９割
わり

で、「よくない」（8.9％）

 １割
わり

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 

0.0 

2.2 

5.6 

26.7 

24.4 

24.4 

11.1 

2.2 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

2.2 

0% 20% 40% 60%

18歳未満

18～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

問１６① 主に介助をしてくれる方の年齢

35.6 54.4 8.9 1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=90)

問１６② 主に介助をしている家族の健康状態

よい ふつう よくない 無回答 合計



問
とい

１６③ 主
おも

に介助
かいじょ

をしている方
ほう

が病気
びょうき

・事故
じ こ

・休養
きゅうよう

等
など

で一時的
いちじてき

に介助
かいじょ

がで

きなくなった場合
ば あ い

の対応
たいおう

についてどのようにされますか。（○は１つだけ） 

「他
た

の家族
か ぞ く

が介助
かいじょ

する」（68.9％）、「対応
たいおう

できず困
こま

る」（10.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

１６④ 介助
かいじょ

を受
う

けていて困
こま

っていることはありますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

「精神的
せいしんてき

負担
ふ た ん

が大
おお

きい」（11.7％）、「身体的
しんたいてき

負担
ふ た ん

が大
おお

きい」（9.6％）、「経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

が大
おお

きい」（8.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.9 7.8 

3.3 4.4 

10.0 

1.1 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=90)

問１６③ 一時的に介助ができなくなった場合

他の家族が介助する

近くの親族や知り合いなどが介助する

短期入所サービスや日中一時支援事業 利用する

一人でできる（あまり困らない）

対応できず困る

その他

無回答

11.7 

8.5 

9.6 

6.4 

0.0 

4.3 

72.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神的負担が大きい

経済的負担が大きい

身体的負担が大きい

介助者が少ない

望まない異性による介助がある

その他

無回答

問１６④ 介助を受けていて困っていること（N=94）



問
とい

１７ あなたは将来
しょうらい

どのように暮
く

らせたらよいと思
おも

いますか。（○は１つだ

け） 

「家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に暮
く

らしたい」（52.5％）、「一人
ひとり

で暮
く

らしたい」（17.2％）、「グルー

プホームで暮
く

らしたい」（8.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４１８ あなたの通院
つういん

時
じ

４や医療
いりょう

４を受
う

４けるにあたって困
こま

４っていることはありま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

「医者
い し ゃ

や看護師
か ん ご し

とのコミュニケーション」（30.3％）、「公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

は（バス 電車
でんしゃ

等
など

） 利用
り よ う

することが困難
こんなん

」（23.2％）、「支援者
しえんしゃ

 見
み

つけること 困難
こんなん

」（13.1％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.2 52.5 8.1 

1.0 3.0 

8.1 10.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問１７ あなたは将来どのように暮らせたらよいか

一人で暮らしたい 家族と一緒に暮らしたい

グループホームで暮らしたい グループホームに入ったのちに一人暮らし

入所施設で暮らしたい その他

無回答 合計

23.2 

13.1 

30.3 

1.0 

10.1 

46.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通機関（バス、電車等） 利用す

ることが困難

支援者 見つけること 困難

医師や看護師とのコミュニケーション

感染症に感染することが不安なため通院

ができなくなった

その他

無回答

問１８ 通院時や医療を受けるにあたって困っていること



問
とい

１９ あなたが地域
ち い き

で生活
せいかつ

するためには どのような支援
し く ん

があればよいと思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

「放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなどの障害児
しょうがいじ

サービスの充実
じゅうじつ

」（59.6％）、「経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

」（51.5％）、「相談
そうだん

対応
たいおう

等
など

の充実
じゅうじつ

」（48.5％）、「地域
ち い き

住民
じゅうみん

等
など

の理解
り か い

」（41.4％）、

「情報
じょうほう

の取得
しゅとく

利用
り よ う

や意思
い し

疎通
そ つ う

についての支援
し え ん

」（39.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

7.1 

29.3 

34.3 

34.3 

51.5 

48.5 

41.4 

39.4 

30.3 

25.3 

59.6 

7.1 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

在宅で医療的ケアなどが適切に受けられる

こと

障害者（児）に適した住居の確保

必要な在宅サービスが適切に利用できるこ

と

自立生活（一人暮らし、結婚生活等）が体

験できる場の確保

経済的な負担の軽減

相談対応等の充実

地域住民等の理解

情報の取得利用や意思疎通についての支援

保育所や幼稚園、認定こども園の障害児受

け入れの充実

留守家庭児童会室の障害児受け入れも充実

放課後等デイサービスなどの障害児サービ

スの充実

その他

無回答

問１９ あなたが地域で生活するためには、どのような支援があれ

ばよいか（N=99）



４ 日中
にっちゅう

活動
かつどう

や就労
しゅうろう

 

問
とい

２０ あなたは１週間
しゅうかん

にどの程度
て い ど

の外出
がいしゅつ

をしますか。 

「ほぼ毎日
まいにち

」（85.9％）、「1週間
しゅうかん

に数回
すうかい

」（12.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

２１ あなたは どのような目的
もくてき

で外出
がいしゅつ

することが多
おお

いですか。（あてはま

るものすべてに○） 

「通学
つうがく

は 通園
つうえん

は 通所
つうしょ

」（96.0％）、「医療
いりょう

機関
き か ん

への受診
じゅしん

」（41.4％）、「買
か

い物
もの

に行
い

く」

（39.4％）、「訓練
くんれん

やリハビリに行
い

く」（29.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

96.0 

29.3 

41.4 

39.4 

12.1 

12.1 

1.0 

20.2 

8.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通学 通園 通所

訓練やリハビリに行く

医療機関への受診

買い物に行く

友だちに会う

趣味やスポーツ する

グループ活動に参加する

散歩に行く

その他

無回答

問２１ どのような目的で外出

85.9 12.1 

1.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問２０ あなたは１週間にどの程度の外出

ほぼ毎日 1週間に数回

めったに外出しない まったく外出しない



問
とい

２２ あなたが外出
がいしゅつ

する時
じ

 最
もっと

も多
おお

く一緒
いっしょ

に外出
がいしゅつ

する方
かた

の番号
ばんごう

に１つだ

け〇
まる

をしてください。 

「一人
ひとり

で外出
がいしゅつ

する」（18.2％）、「家族
か ぞ く

」（74.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

２３ 外出
がいしゅつ

について困
こま

ることは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 「困
こま

はった時
とき

はにどうすればいいのか心配
しんぱい

は」（33.3％）、「休憩
きゅうけい

はできる場所
ば し ょ

はが少
すく

はない」

（20.2％）、「列車
れっしゃ

やバスの乗
の

り降
ふ

りが困難
こんなん

」（16.2％）、「切符
き っ ぷ

の買
か

い方
かた

や乗換
の り か

えの方法
ほうほう

がわかりにくい」（16.2％）、「周囲
しゅうい

の目
め

が気
き

になる」（14.1％）、「外出先
がいしゅつさき

の建物
たてもの

の設備
せ つ び

が不便
ふ べ ん

（通路
つ う ろ

、トイレ、エレベーター等
など

）」（13.1％）となっています。 

 

 

 

  

4.0 

16.2 

10.1 

16.2 

13.1 

7.1 

8.1 

14.1 

5.1 

33.3 

20.2 

10.1 

28.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通機関が少ない（ない）

列車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい

外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、エ

レベーター等）

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作等突然の身体の変化が心配

困った時にどうすればいいのか心配

休憩できる場所が少ない

その他

無回答

問問２３ 外出について困ること

18.2 74.7 

2.0 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問２２ あなたが外出する時、最も多く一緒に外出する方

一人で外出する

家族

ガイドヘルパーなどサービス事業所の人

その他



問
とい

２４ あなたは 平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

を主
おも

にどのように過
す

ごしていますか。（○は１

つだけ） 

「高校
こうこう

は（全日制
ぜんにちせい

は、定時制
ていじせい

は、通信制
つうしんせい

は）、地域
ち い き

はの小中学校
しょうちゅうがっこう

はに通
かよ

はっている」（48.5％）、

「特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

は（小 中 高
しょうちゅうこう

等部
と う ぶ

）に通
かよ

っている」（21.2％）、「幼稚園
ようちえん

、保育所
ほいくじょ

、認定
にんてい

こども園
えん

などに通
かよ

っている」（14.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

２５ あなたは今後
こ ん ご

 一般
いっぱん

就労
しゅうろう

（収 入
しゅうにゅう

を得
く

る仕事
し ご と

）をしたいと思
おも

います

か。（○は１つだけ） 

 「仕事
し ご と

 したい」（71.7％）、「したくない、難
むずか

しい」（17.2％）となっています。 

  

14.1 

6.1 

48.5 

21.2 

0.0 

4.0 

0.0 

0.0 

2.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園、保育所、認定こども園などに通ってい

る

障害児通所施設に通っている

高校（全日制、定時制、通信制）、地域の小中

学校に通っている

特別支援学校（小中高等部）に通っている

病院などのデイケア、リハビリテーションに

通っている

自宅で過ごしている

入所している施設や病院等で過ごしている

専門学校、職業訓練校等に通っている

その他

無回答

問２４ あなたは、平日の日中を主にどのように過ごしていますか

（N=99）

71.7 17.2 11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

（問２５ あなたは今後、一般就労（収入を得る仕事）をしたい

と思いますか

仕事 したい したくない、難しい 無回答 合計



問
とい

２６ 一般
いっぱん

就労
しゅうろう

をするために 職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

等
など

を受
う

けたいと思
おも

いますか。（○

は１つだけ） 

「職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

 受
う

けたい」（59.6％）、「職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

 受
う

けたくない、受
う

ける必要
ひつよう

 

ない」（14.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

２７ あなたは 障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し く ん

として どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 「職場
しょくば

はの上司
じょうし

はや同僚
どうりょう

はに障害
しょうがい

はの理解
り か い

はがあること」（81.8％）、「仕事
し ご と

はについての

職場外
しょくばがい

での相談
そうだん

対応
たいおう

、支援
し え ん

」（52.5％）、「就労後
しゅうろうご

のフォローなど職場
しょくば

と支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

（ジョブコーチなど）」（51.5％）、「短時間
たんじかん

勤務
き ん む

や勤務
き ん む

日数
にっすう

等
など

の配慮
 いりょ

」（47.5％）、「職場
しょくば

の職員
しょくいん

による介助
かいじょ

や援助
えんじょ

等
など

が受
う

けられること」（45.5％）となっています。 

  

59.6 14.1 26.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問２６ 一般就労をするために、職業訓練等

すでに職業訓練 受けている

職業訓練 受けたい

職業訓練 受けたくない、受ける必要 ない

無回答

合計

30.3 

18.2 

47.5 

32.3 

22.2 

81.8 

45.5 

51.5 

40.4 

52.5 

37.4 

2.0 

8.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリー等の配慮

短時間勤務や勤務日数等の配慮

在宅勤務の拡充

介助者（ヘルパー等）の利用

職場の上司や同僚に障害の理解があること

職場の職員による介助や援助等が受けられること

就労後のフォローなど職場と支援機関の連携（ジョブ

コーチなど）

企業ニーズに合った就労訓練（能力向上のための取組

み）

仕事についての職場外での相談対応、支援

家族の協力

その他

無回答

問２７ あなたは、障害者の就労支援として、どのようなことが必要（N=99）



問
とい

２８ あなたが余暇
よ か

にしたい活動
かつどう

をするために何
なに

が必要
ひつよう

ですか。（あてはま

るものすべてに○） 

「いつでも気軽
き が る

に立
た

ち寄
よ

り、仲間
な か ま

達
たち

と過
す

ごすことのできる場所
ば し ょ

」（34.3％）、「介助者
かいじょしゃ

や支援者
しえんしゃ

はの付
つ

はき添
そ

はい」（24.2％）、「イベントなどの情報
じょうほう

はが簡
かん

単
たん

はにわかる仕組
し く

はみ」

（19.2％）、「見
み

に行
い

きたいと思
おも

うスポーツや芸術
げいじゅつ

文化
ぶ ん か

イベントの開催
かいさい

」（13.1％）、

「特
とく

にない」（20.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

２９ あなたが健康
けんこう

のために取
と

り組
く

んでいる活動
かつどう

はありますか。（あてはま

るものすべてに○） 

「できるだけ体
からだ

 動
うご

かす機会
き か い

 増
ふ

やしている」（37.4％）、「定期的
ていきてき

に健康
けんこう

診断
しんだん

 受
う

けている」（17.2％）、「定期的
ていきてき

にスポーツ する」（12.1％）、「特
とく

に何
なに

もしていない」

（41.4％）となっています。 

 

 

 

   

12.1 

8.1 

9.1 

34.3 

5.1 

13.1 

24.2 

11.1 

19.2 

5.1 

20.2 

0.0 

14.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スポーツや趣味の講習会

より高い資格 能力 身につけるための講座 教室

活動 応援するボランティアの養成

いつでも気軽に立ち寄り、仲間達と過ごすことのできる

場所

スポーツ大会や文化祭など練習の成果 発表する場所

見に行きたいと思うスポーツや芸術文化イベントの開催

介助者や支援者の付き添い

交通機関や公共施設の改善

イベントなどの情報が簡単にわかる仕組み

手話通訳者派遣などのコミュニケーションの支援

特にない

その他

無回答

問２８ あなたが余暇にしたい活動をするために何が必要

12.1 

37.4 

17.2 

41.4 

1.0 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定期的にスポーツ する

できるだけ体 動かす機会 増やしている

定期的に健康診断 受けている

特に何もしていない

その他

無回答

問２９ あなたが健康のために取り組んでいる活動



５ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の利用
り よ う

 

問
とい

３０利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

①（居住
きょじゅう

系
けい

サービス）短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） 

居宅
きょたく

介護
か い ご

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

は（ショートステイ） 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（7.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（0.0％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（29.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（53.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

３０－１≪短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）≫を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜで

すか。（あてはまるものすべてに〇
まる

） 

≪短期
た ん き

入所
にゅうしょ

は（ショートステイ）≫ 利用
り よ う

はしていない理由
り ゆ う

は 、「家族
か ぞ く

はの支援
し え ん

はがあり、

自宅
じ た く

で生活
せいかつ

できるから」（68.3％）、「利用
り よ う

する必要性
ひつようせい

 感
かん

じないから」（22.0％）、「ど

んなサービスか知
し

らないから」（18.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.1 

0.0 

29.3 53.5 10.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３０利用の評価・意向①（居住系サービス）短期入所

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答

合計

68.3 

18.3 

1.2 

6.1 

1.2 

22.0 

7.3 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の支援があり、自宅で生活できるから

どんなサービスか知らないから

利用したくても費用負担が大きいから

利用したくても空きがないから

医療的ケアに対応できないと言われたから

利用する必要性 感じないから

その他

無回答

問３０－１≪短期入所（ショートステイ）≫を利用していない理由



問
とい

３０利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

②（相談
そうだん

支援
し く ん

）相談
そうだん

支援
し く ん

 

（相談
そうだん

支援
し え ん

）相談
そうだん

支援
し え ん

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（２

6.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（3.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（31.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

し

ない」（23.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

３０－２≪相談
そうだん

支援
し く ん

≫を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜですか。（あてはまるも

のすべてに〇
まる

） 

≪相談
そうだん

支援
し え ん

は≫ 利用
り よ う

はしていない理由
り ゆ う

は 、「どんな内容
ないよう

は 相談
そうだん

はすればよいか、わから

ないから」（37.0％）、「どんなサービスか知
し

らないから」（27.8％）、「相談
そうだん

する内容
ないよう

がないから」（24.1％）、「利用
り よ う

しなくても困
こま

らないから」（22.2％）、なっています。 

 

 

 

 

  

26.3 

3.0 

31.3 23.2 16.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３０利用の評価・意向②（相談支援）相談支援

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答

合計

22.2 

24.1 

37.0 

7.4 

27.8 

3.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しなくても困らないから

相談する内容がないから

どんな内容 相談すればよいか、わからないから

利用したくても、引き受けてくれる相談支援事業所

が見つからないから

どんなサービスか知らないから

その他

無回答

問３０≪相談支援≫を利用していない理由



問
とい

３０利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

（障害児
しょうがいじ

サービス）③～⑨ 

 

③児童
じ ど う

発達
 ったつ

支援
し え ん

 

「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（25.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

して

いるが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（4.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（5.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（35.4％）と

なっています。 

 

④放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス 

「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（42.4％）現在
げんざい

利用
り よ う

してい

るが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（8.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（19.2％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（26.3％）とな

っています。 

 

⑤保育所
ほいくじょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（13.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

して

いるが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（1.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（7.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（49.5％）と

なっています。 

 

⑥医療型
いりょうがた

児童
じ ど う

発達
 ったつ

支援
し え ん

 

「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（4.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

してい

るが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（1.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（7.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（57.6％）となっ

ています。 

 

⑦居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
 ったつ

支援
し え ん

 

「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（2.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

してい

るが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（1.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（3.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（62.6％）となっ

ています。 

 



⑧福祉型
ふくしがた

児童
じ ど う

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（0.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

してい

るが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（0.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（5.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（64.6％）となっ

ています。 

 

⑨医療型
いりょうがた

児童
じ ど う

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（0.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

してい

るが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」（0.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（3.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（66.7％）となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.3 

42.4 

13.1 

4.0 

2.0 

0.0 

0.0 

4.0 

8.1 

1.0 

1.0 

1.0 

0.0 

0.0 

5.1 

19.2 

7.1 

7.1 

3.0 

5.1 

3.0 

35.4 

26.3 

49.5 

57.6 

62.6 

64.6 

66.7 

30.3 

4.0 

29.3 

30.3 

31.3 

30.3 

30.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

③児童発達支援

④放課後等デイサービス

⑤保育所等訪問支援

⑥医療型児童発達支援

⑦居宅訪問型児童発達支

援

⑧福祉型児童入所支援

⑨医療型児童入所支援

問３０利用の評価・意向（障害児サービス）③～⑨

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答

合計



問
とい

３０－３≪障害児
しょうがいじ

サービス≫を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜですか。 

≪障害児
しょうがいじ

はサービス≫ 利用
り よ う

はしていない理由
り ゆ う

は 、「家族
か ぞ く

はの支援
し え ん

はがあり、自宅
じ た く

はで生活
せいかつ

はで

きるから」（59.7％）、「どんなサービスか知
し

らないから」（22.2％）となっています。 

 

 

 

  

59.7 

22.2 

2.8 

2.8 

5.6 

1.4 

13.9 

20.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の支援があり、利用する必要性 感じないから

どんなサービスか知らないから

利用したくても費用負担が大きいから

利用したくても空きがないから

利用したくても事業所が見つからないから

医療的ケアに対応できないと言われたから

その他

無回答

問３０（障害児サービス）③～⑨を利用していない理由



問
とい

３０利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

⑩（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し く ん

事業
じぎょう

）移動
い ど う

支援
し く ん

（ガイドヘルパー） 

（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

）移動
い ど う

支援
し え ん

は（ガイドヘルパー） 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、その

サービスに満足
まんぞく

している」（3.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

し

ていない」（1.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（34.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（52.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

３０－４移動
い ど う

支援
し く ん

（ガイドヘルパー）を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜですか。

（あてはまるものすべてに〇
まる

） 

移動
い ど う

支援
し え ん

は（ガイドヘルパー） 利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

 、「家族
か ぞ く

の支援
し え ん

で外出
がいしゅつ

するこ

とができるから」（69.8％）、「どんなサービスか知
し

らないから」（20.9％）、「自分
じ ぶ ん

ひ

とりで外出
がいしゅつ

することができるから」（19.8％）となっています。 

  

3.0 1.0 

34.3 52.5 9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３０利用の評価・意向⑩（地域生活支援事業）移動支援

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答

合計

19.8 

69.8 

20.9 

4.7 

9.3 

1.2 

4.7 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分ひとりで外出することができるから

家族の支援で外出することができるから

どんなサービスか知らないから

利用したくても費用負担が大きいから

利用したくても事業所が見つからないから

医療的ケアに対応できないと言われたから

その他

無回答

問３０移動支援（ガイドヘルパー）を利用していない理由



問
とい

３０利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

⑪（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し く ん

事業
じぎょう

）日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し く ん

 

（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

）日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに満足
まんぞく

している」（0.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

はしているが、そのサービスに満足
まんぞく

はしていない」

（3.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（31.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

してい

ないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（54.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

３０－５日中
ひちゅう

一時
い ち じ

支援
し く ん

事業
じぎょう

を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜですか。（あてはま

るものすべてに〇
まる

） 

日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

 、「利用
り よ う

しなくても家族
か ぞ く

の介助
かいじょ

があるか

ら」（51.8％）、「どんなサービスか知
し

らないから」（27.1％）、「利用
り よ う

しなくてもあな

た自身
じ し ん

はのこと あなた自身
じ し ん

はでできるから」（28.2％）、「通
かよ

はう場所
ば し ょ

はが別
べつ

はにあるから」

（16.5％）となっています。 

 

 

 

  

3.0 

31.3 54.5 11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３０利用の評価・意向⑪（地域生活支援事業）日中一時支援

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答

28.2 

51.8 

16.5 

27.1 

3.5 

8.2 

1.2 

2.4 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しなくてもあなた自身のこと あなた

自身でできるから

利用しなくても家族の介助があるから

通う場所が別にあるから

どんなサービスか知らないから

利用したくても費用負担が大きいから

利用したくても事業所が見つからないから

医療的ケアに対応できないと言われたから

その他

無回答

問３０日中一時支援事業を利用していない理由



問
とい

３０利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

⑫（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し く ん

事業
じぎょう

）意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し く ん

事業
じぎょう

 

（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

）意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサービスに

満足
まんぞく

している」（1.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

していない」

（0.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（9.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

してい

ないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（76.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

３０－６意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し く ん

事業
じぎょう

を利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜですか。（あてはま

るものすべてに〇
まる

） 

意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

は 利用
り よ う

はしていない理由
り ゆ う

は 、「利用
り よ う

はしなくても困
こま

はらないから」

（43.5％）、「利用
り よ う

しなくても家族
か ぞ く

の支援
し え ん

があるから」（34.1％）、「どんなサービス

か知
し

らないから」（27.1％）となっています。 

 

 

 

  

1.0 0.0 

9.1 76.8 13.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３０利用の評価・意向⑫（地域生活支援事業）意思疎通支援事

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答

43.5 

34.1 

27.1 

4.7 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しなくても困らないから

利用しなくても家族の支援があるから

どんなサービスか知らないから

その他

無回答

問３０利用の評価・意向⑫（地域生活支援事業）意思疎通支援事業



問
とい

３０利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

⑬（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し く ん

事業
じぎょう

）地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し く ん

ンンーー事業
じぎょう

 

（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

）地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサ

ービスに満足
まんぞく

している」（1.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

して

いない」（1.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（27.3％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（56.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４３０－７地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し く ん

４ンンーーでの創作
そうさく

４や作業
さぎょう

４を利用
り よ う

４していない理由
り ゆ う

４はな

ぜですか。（あてはまるものすべてに〇
まる

） 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

はセンターでの創作
そうさく

はや作業
さぎょう

は 利用
り よ う

はしていない理由
り ゆ う

は 、「どんなサービ

スか知
し

らないから」（65.1％）、「通
かよ

う場所
ば し ょ

が別
べつ

にあるから」（20.5％）となってい

ます。 

  

 

 

 

  

1.0 1.0 

27.3 56.6 14.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３０利用の評価・意向⑬（地域生活支援事業）地域活動支援

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答

20.5 

65.1 

4.8 

4.8 

7.2 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通う場所が別にあるから

どんなサービスか知らないから

自分がしてみたいこととセンターでしているこ

とが違うから

毎日、決まったこと したいから

その他

無回答

問３０地域活動支援センターを利用していない理由



問
とい

３０利用
り よ う

の評価
ひょうか

４・意向
い こ う

⑭４（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し く ん

事業
じぎょう

）障害児
しょうがいじ

通学
つうがく

支援
し く ん

４（通学
つうがく

ガイド

ヘルパー） 

（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

）障害児
しょうがいじ

通学
つうがく

支援
し え ん

は（通学
つうがく

ガイドヘルパー） 、「現在
げんざい

利用
り よ う

して

おり、そのサービスに満足
まんぞく

している」（2.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービ

スに満足
まんぞく

していない」（3.0％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（23.2％）、

「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（60.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

３０－８通学
つうがく

ガイドを利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

はなぜですか。（あてはまるもの

すべてに〇
まる

） 

通学
つうがく

ガイド 利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

 、「家族
か ぞ く

の支援
し え ん

で通学
つうがく

することができるから」

（48.2％）、「自分
じ ぶ ん

ひとりで通学
つうがく

することができるから」（38.6％）となっています。 

  

38.6 

48.2 

12.0 

2.4 

7.2 

0.0 

2.4 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分ひとりで通学することができるから

家族の支援で通学することができるから

どんなサービスか知らないから

利用したくても費用負担が大きいから

利用したくても事業所が見つからないから

医療的ケアに対応できないと言われたから

その他

無回答

問３０通学ガイドを利用していない理由

2.0 3.0 

23.2 60.6 11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３０利用の評価・意向⑭（地域生活支援事業）障害児通学支援

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答



問
とい

３０利用
り よ う

の評価
ひょうか

・意向
い こ う

⑮（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し く ん

事業
じぎょう

）補
ほ

装具
そ う ぐ

・日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

 

（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

）補
ほ

装具
そ う ぐ

は 日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

 、「現在
げんざい

利用
り よ う

しており、そのサー

ビスに満足
まんぞく

している」（16.2％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

しているが、そのサービスに満足
まんぞく

して

いない」（5.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい」（5.1％）、「現在
げんざい

利用
り よ う

していないし、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」（47.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.2 

5.1 5.1 

47.5 26.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３０利用の評価・意向⑮（地域生活支援事業）補装具・

現在利用しており、そのサービスに満足している

現在利用しているが、そのサービスに満足していない

現在利用していないが、今後利用したい

現在利用していないし、今後も利用しない

無回答



 

問
とい

３１不満
ふ ま ん

理由
り ゆ う

 福祉
ふ く し

サービス①～⑮ 

回答数
かいとうすう

（ほとんどが無回答
むかいとう

）が少
すく

ないため、データのみ掲載
けいさい

します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ
ー

ビ
ス
の
提

供
内
容

時
間
や
日
数
、

給
付
量

職
員
の
対
応

そ
の
他

無
回
答

合
計

（居住系サービス） ①短期入所（ショートステイ） 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

（相談支援） ②相談支援(N=99) 1.0 1.0 0.0 0.0 98.0 100.0

③児童発達支援(N=99) 2.0 1.0 0.0 1.0 96.0 100.0

④放課後等デイサービス(N=99) 2.0 3.0 0.0 2.0 92.9 100.0

⑤保育所等訪問支援(N=99) 0.0 1.0 0.0 1.0 98.0 100.0

⑥医療型児童発達支援(N=99) 1.0 0.0 0.0 0.0 99.0 100.0

⑦居宅訪問型児童発達支援(N=99) 0.0 1.0 0.0 0.0 99.0 100.0

⑧福祉型児童入所支援(N=99) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

⑨医療型児童入所支援(N=99) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

⑩移動支援（ガイドヘルパー）
(N=99)

0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

⑪日中一時支援(N=99) 1.0 0.0 0.0 0.0 99.0 100.0

⑫意思疎通支援事業(N=99) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

⑬地域活動支援センター事業(N=99) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

⑭障害児通学支援（通学ガイドヘル
パー）(N=99)

0.0 0.0 0.0 2.0 98.0 100.0

⑮補装具・日常生活用具(N=99) 2.0 0.0 0.0 2.0 96.0 100.0

（障害児サービス）

（地域生活支援事業）

構成比（％）



６ 相談
そうだん

相手
あ い て

 

問
とい

３２ あなたは 普段
ふ だ ん

 悩
なや

みや困
こま

ったことをどなたに相談
そうだん

しますか。（あ

てはまるものすべてに○） 

「父
ちち

や母
  

など家族
か ぞ く

や親
しん

せき」（80.8％）、「通園
つうえん

施設
し せ つ

や保育所
ほいくじょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

の先生
せんせい

」

（33.3％）、「友人
ゆうじん

」（22.2％）、「かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

」（20.2％）、「施設
し せ つ

の

指導員
しどういん

など」（19.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

80.8 

22.2 

3.0 

2.0 

19.2 

8.1 

2.0 

20.2 

0.0 

0.0 

33.3 

6.1 

6.1 

6.1 

8.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父や母など家族や親せき

友人

近所の人

職場の上司や同僚

施設の指導員など

ホームヘルパー等サービス事業所の人

障害者団体や家族会

かかりつけの医師や看護師

病院のケースワーカー

民生委員 児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

障害者相談支援センター等の民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

その他

無回答

問３２ あなたは、普段、悩みや困ったことをどなたに相談

（N=99）



問
とい

３３ あなたは障害
しょうがい

のことや福祉
ふ く し

サービス等
など

に関
かん

する情報
じょうほう

を どこから

知
し

ることが多
おお

いですか。（あてはまるものすべてに○） 

「家族
か ぞ く

や親
しん

せき、友人
ゆうじん

」（37.4％）、「インターネット」（32.3％）、「通園
つうえん

施設
し せ つ

や

保育所
ほいくじょ

は、幼稚園
ようちえん

は、学校
がっこう

はの先生
せんせい

は」（27.3％）、「サービス事業所
じぎょうしょ

はの人
ひと

はや施設
し せ つ

職員
しょくいん

は」

（26.3％）、「広報
こうほう

ひらかた」（21.2％）、「かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

」（19.2％）、

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.1 

21.2 

32.3 

37.4 

26.3 

5.1 

19.2 

0.0 

0.0 

27.3 

9.1 

8.1 

15.2 

4.0 

8.1 

0% 20% 40% 60%

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース

広報ひらかた

インターネット

家族や親せき、友人

サービス事業所の人や施設職員

障害者団体や家族会（団体の機関誌等）

かかりつけの医師や看護師

病院のケースワーカーや介護保険のケアマネージャー

民生委員 児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

障害者相談支援センター等の民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

福祉のてびき

その他

無回答

問問３３ あなたは障害のことや福祉サービス等に関する情報を、どこから知ること

が多いか（N=99）



問
とい

３４ あなたは生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を得
く

ることがむずかしく 困
こま

ることは

ありますか。（あてはまるものすべてに○） 

「物
もの

は 買
か

はうときの契約
けいやく

はなどで申込書
もうしこみしょ

はの内容
ないよう

はがむずかしく分
わ

はからない」（27.3％）、 

「タブレットなど情報
じょうほう

機器
き き

の扱
あつか

いが難
むつか

しい」（7.1％）、「その他
た

」（13.1％）とな

っています。 

 

 

  27.3 

2.0 

2.0 

3.0 

3.0 

7.1 

13.1 

58.6 

0% 20% 40% 60%

物 買うときの契約などで申込書の内容がむず

かしく分からない

点字や音声の書籍が少ない

テレビ放送で字幕や手話、解説付き放送が少な

い

筆談による対応 してもらったが、理解がむず

かしい

案内やお知らせにFAX番号が書かれていないた

め、問い合わせできない

タブレットなど情報機器の扱いが難しい

その他

無回答

問３４ 生活に必要な情報を得ることがむずかしく、困ること



７ 権利
け ん り

擁護
よ う ご

 

問
とい

３５ あなたは 障害
しょうがい

があることで差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをすることは この３

年間
ねんかん

で変
か

わったように思
おも

いますか。（○は１つだけ） 

「あまり変
か

わらないと思
おも

う」（37.4％）、「差別
さ べ つ

 感
かん

じたことがない、嫌
いや

な思
おも

い し

たことがない」（11.1％）、「減
へ

ったと思
おも

う」（4.0％）、「増
ふ

えたと思
おも

う」（3.0％）、「わ

からない」（35.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

３６ あなたや保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

は あなたに障害
しょうがい

があることで嫌
いや

な思
おも

いをした

り 困
こま

ったりすることは ありますか。（○は１つだけ） 

「ある」（49.5％）、「ない」（45.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

49.5 45.5 5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３６ 障害があることで嫌な思いをしたり、困ったりすること

ある ない 無回答 合計

3.0 

37.4 

4.0 

11.1 35.4 9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３５ あなたは、障害があることで差別や嫌な思いをするこ

増えたと思う

あまり変わらないと思う

減ったと思う

差別 感じたことがない、嫌な思い したことがない

わからない



問
とい

３６－１嫌
いや

な思
おも

い・困
こま

ったこと 

主
おも

な項目
こうもく

（10％以上
いじょう

）でみると、 

① 学校
がっこう

 

「自分
じ ぶ ん

はだけ違
ちが

はう対応
たいおう

は される」（14.3％）、「障害
しょうがい

はに配慮
 いりょ

はしてもらえなかった」

（14.3％）、は「無視
む し

されたり、仲間
な か ま

 ずれにされる」（10.2％）、「その他
た

」（12.2％）

となっています。 

② 職場
しょくば

 

該当
がいとう

なし。 

③ 仕事
し ご と

 探
さが

すとき 

該当
がいとう

なし。 

④ 外出先
がいしゅつさき

 余暇
よ か

 楽
たの

しむとき 

「じろじろ見
み

られた」（55.1％）、は「障害
しょうがい

に配慮
 いりょ

してもらえなかった」は（10.2％）

となっています。 

⑤ 公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

 

「じろじろ見
み

られた」（34.7％）となっています。 

⑥ 病院
びょういん

等
など

の医療
いりょう

機関
き か ん

 

「じろじろ見
み

られた」（26.5％）となっています。 

⑦ 住
す

んでいる地域
ち い き

 

「じろじろ見
み

られた」（32.7％）、「不親切
ふしんせつ

は 冷
つめ

たい態度
た い ど

 とられた」（10.2％）

となっています 

⑧ 福祉
ふ く し

サービス（通所
つうしょ

事業所
じぎょうしょ

 グループホーム 施設
し せ つ

）など 

該当
がいとう

なし。 

⑨ 住
す

まい 探
さが

すとき 

該当
がいとう

なし。 

⑩ その他
た

 

該当
がいとう

なし。 

 

 

  



 

 

 

 

 

  

回答数(人） 自分だけ
違う対応
をされる

暴言や嫌
味を言わ
れる、暴
力を受け
る

無視され
たり、仲
間はずれ
にされる

じろじろ
見られた

自分の意
見をきい
てもらえ
なかった

障害を理
由に断ら
れた

障害に配
慮しても
らえな
かった

不親切・
冷たい態
度をとら
れた

その他 無回答 合計

①学校(N=49) 14.3 8.2 10.2 6.1 8.2 8.2 14.3 6.1 12.2 51.0 100.0

②職場(N=49) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 6.1 91.8 100.0

③仕事を探すとき(N=49) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.1 93.9 100.0

④外出先・余暇を楽しむとき(N=49) 4.1 8.2 2.0 55.1 4.1 6.1 10.2 8.2 6.1 28.6 100.0

⑤公共交通機関(N=49) 2.0 4.1 0.0 34.7 0.0 0.0 6.1 8.2 2.0 57.1 100.0

⑥病院等の医療機関(N=49) 0.0 2.0 0.0 26.5 0.0 0.0 6.1 2.0 4.1 65.3 100.0

⑦住んでいる地域(N=49) 4.1 4.1 6.1 32.7 2.0 4.1 6.1 10.2 6.1 57.1 100.0

⑧福祉サービス（通所事業所・グループ
ホーム・施設）など(N=49)

2.0 2.0 2.0 0.0 0.0 2.0 4.1 4.1 2.0 93.9 100.0

⑨住まいを探すとき(N=49) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 2.0 95.9 100.0

⑩その他(N=49) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0 95.9 100.0



問
とい

４３７ 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

４を利用
り よ う

４している場合
ば あ い

４や利用
り よ う

４を 考
かんが

４くておられる場合
ば あ い

４ 

不安
ふ あ ん

に考
かんが

くておられること また 利用
り よ う

を考
かんが

くておられない理由
り ゆ う

はなんです

か。（あてはまるものすべてに○） 

「制度
せ い ど

がよくわからない」「47.5％）、「本
ほん

人
にん

に代
か

わって財産
ざいさん

等
とう

 管理
か ん り

できる親族
しんぞく

が

いるから」（19.2％）、「後見
こうけん

人
にん

等
など

は 見
み

はず知
し

はらずの人
ひと

はがすることに不安
ふ あ ん

はがあるから」

（19.2％）となっています。 

  

47.5 

3.0 

19.2 

19.2 

11.1 

13.1 

10.1 

7.1 

22.2 

0% 20% 40% 60%

制度がよくわからない

本人が契約行為等 することができるから

本人に代わって財産等 管理できる親族がい

るから

後見人等 見ず知らずの人がすることに不安

があるから

後見人等に支払う報酬の負担ができないから

手続きが複雑そうでわからないから

本人の意志で物事 決められなくなるから

その他

無回答

問３７ 成年後見制度を利用している場合や利用を考えておられ

る場合、不安



８ 災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

等
とう

 

問
とい

３８ あなたは 地震
じ し ん

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に一人
ひ と り

で避難
ひ な ん

できますか。（○は１つだけ） 

「できる」（12.1％）、「できない」（65.7％）、「わからない」（20.2％）となってい

ます。 

 

 

 

 

 

問
とい

３９ 家族
か ぞ く

が不在
ふ ざ い

の場合
ば あ い

 災害
さいがい

時
じ

に避難
ひ な ん

する時
とき

 あなたを助
たす

けてくれる人
ひと

は

いますか。（○は１つだけ） 

「いる」（18.2％）、「いない」（50.5％）、「わからない」（26.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.1 65.7 20.2 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３８ あなたは、地震等の災害時

できる できない わからない 無回答 合計

18.2 50.5 26.3 5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問３９ 災害時に避難する時助けてくれる人

いる いない わからない 無回答 合計



問
とい

３９－１ 助
たす

けてくれる人
ひと

は誰
だれ

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「近所
きんじょ

はの人
ひと

は」（61.1％）、「友人
ゆうじん

は 知人
ちじん

は」（22.2％）、「ヘルパーなど事業所
じぎょうしょ

はの職員
しょくいん

は」

（22.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４０ 地震
じ し ん

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に避難
ひ な ん

する時
とき

や避難
ひ な ん

生活
せいかつ

で困
こま

ること 不安
ふ あ ん

に思
おも

うこと

問
とい

４０ 地震
じ し ん

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に避難
ひ な ん

する時
とき

や避難
ひ な ん

生活
せいかつ

で困る
こ ま る

こと 不安
ふ あ ん

に思う
お も う

こと

は何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○）は何
なん

ですか。（あてはまるものすべ

てに○） 

「周囲
しゅうい

とコミュニケーションがとれない」（48.5％）、「安全
あんぜん

なところまで、迅速
じんそく

に

避難
ひ な ん

することができない」（47.5％）、「避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

の設備
せ つ び

は（トイレ等
など

）や生活
せいかつ

環境
かんきょう

が不安
ふ あ ん

」

（46.5％）、「救助
きゅうじょ

 求
もと

めることができない」（38.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.3 

5.1 

38.4 

47.5 

22.2 

48.5 

46.5 

22.2 

24.2 

18.2 

13.1 

26.3 

19.2 

2.0 

10.1 

0% 20% 40% 60% 80%

投薬や治療が受けられない

補装具の使用が困難になる（入手が困難になる

なども含む）

救助 求めることができない

安全なところまで、迅速に避難することができ

ない

被害状況、避難場所などの情報が入手できない

周囲とコミュニケーションがとれない

避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安

避難場所の雑音、騒音に耐えられない

他の避難者から叱られると思うと不安（大声 

あげる等 することにより）

配給のお弁当が食べられない

コロナウイルス感染症などへの感染が不安

プライバシーの配慮がされない

避難する場所がわからない

その他

無回答

問４０ 地震等の災害時に避難する時や避難生活で困ること、不

安に思うこと（N=99）

61.1 

22.2 

0.0 

22.2 

27.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近所の人

ヘルパーなど事業所の職員

病院の職員

友人

その他

無回答

問３９－１ 助けてくれる人は誰



問
とい

４１ 災害
さいがい

時
じ

に自宅
じ た く

で過
す

ごせなくなった場合
ば あ い

 あなたはどのようにされます

か。（○は１つだけ） 

「避難所
ひなんじょ

はで過
す

はごす」（33.3％）、「避難所
ひなんじょ

はで過
す

はごせないので車
くるま

はの中
なか

はなどで過
す

はごす」

（27.3％）、「遠方
えんぽう

はの知
し

はり合
あ

はい 探
さが

はす」（8.1％）、「障害
しょうがい

はの施設
し せ つ

はで過
す

はごせるよう探
さが

はす」

（7.1％）、「わからない」（17.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４２ 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

にあれば 役
やく

に立
た

つ 障害
しょうがい

特性
とくせい

に配慮
はいりょ

していると思
おも

われる

品物
しなもの

はありますか。（食 料
しょくりょう

など 長
なが

く保存
ほ ぞ ん

できないものは除
のぞ

いて お答
こた

くく

ださい。）（あてはまるものすべてに○） 

「自分
じ ぶ ん

だけの空間
くうかん

 作
つく

れる簡易
か ん い

な装置
そ う ち

は（段
だん

ボール箱
ばこ

の区切
く ぎ

り等
など

）」（62.6％）、「絵
え

カ

ードなどのコミュニケーション支援
し え ん

のための道具
ど う ぐ

」（39.4％）、「何
なん

らかの支援
し え ん

が必要
ひつよう

なことがわかるカード、バンダナなど」（38.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.1 

24.2 

4.0 

62.6 

9.1 

18.2 

15.2 

39.4 

38.4 

5.1 

15.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車いすで使用できるトイレ

騒音、雑音 遮断する耳あて（イヤーマフ等）

ストマ装具

自分だけの空間 作れる簡易な装置（段ボール

箱の区切り等）

避難所での連絡事項などが音声により伝えられ

る装置

避難所での連絡事項などが文字により伝えられ

る装置

利用している医療機器 充分に利用（充電）で

きるだけの電源

絵カードなどのコミュニケーション支援のため

の道具

何らかの支援が必要なことがわかるカード、バ

ンダナなど

その他

無回答

問４２ 避難場所にあれば、役に立つ、障害特性に配慮している

と思われる品物（N=99）

33.3 27.3 7.1 8.1 17.2 7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問４１ 災害時に自宅で過ごせなくなった場合

避難所で過ごす

避難所で過ごせないので車の中などで過ごす

障害の施設で過ごせるよう探す

遠方の知り合い 探す

わからない

その他

無回答

合計



問
とい

４３ 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

流行
りゅうこう

により 生活
せいかつ

にどのような変化
へ ん か

があ

りましたか。（あてはまるものすべてに○） 

「外出
がいしゅつ

ができなかった」（45.5％）、「いつも行
い

っているところは（学校
がっこう

や通所
つうしょ

事業所
じぎょうしょ

など）に行
い

くことができなかった」（35.4％）、「介助者
かいじょしゃ

は（家族
か ぞ く

やヘルパー）との感染
かんせん

対策
たいさく

」（27.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４４４ 新型
しんがた

４コロナウイルス感染症
かんせんしょう

４が５類
るい

感染症
かんせんしょう

４へ位置
い ち

４けけされたことに

よって お気持
き も

ちや 生活
せいかつ

に変化
へ ん か

がありましたか。（あてはまるものすべてに

○） 

「不安感
ふあんかん

 なくなり、感染症
かんせんしょう

流行前
りゅうこうまえ

の生活
せいかつ

に戻
もど

れると思
おも

っている」（48.5％）、「ま

だ少
すこ

し、感染
かんせん

に対
たい

する不安
ふ あ ん

があり、しばらく以前
い ぜ ん

の生活
せいかつ

に 戻
もど

れないと思
おも

う」（30.3％）

となっています。 

 

  

27.3 

45.5 

11.1 

35.4 

5.1 

1.0 

13.1 

3.0 

23.2 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80%

介助者（家族やヘルパー）との感染対策

外出ができなかった

いつも利用しているサービス（ホームヘルプや

ガイドヘルパーなど）が利用できなかった

いつも行っているところ（学校や通所事業所な

ど）に行くことができなかった

通院ができなかった

情報が入手できなかった

感染に関することへの理解が難しかった

その他

大きな変化 なかった

無回答

問４３ 新型コロナウイルス感染症流行により、生活にどのよう

な変化

48.5 

30.3 

3.0 

7.1 

15.2 

0% 20% 40% 60% 80%

不安感 なくなり、感染症流行前の生活に

戻れると思っている。

まだ少し、感染に対する不安があり、しば

らく以前の生活に 戻れないと思う。

大きな不安があり、もう以前の生活に 戻

れないと感じている。

その他

無回答

問４４ 新型コロナウイルス感染症



９ 保護者
ほ ご し ゃ

への設問
せつもん

 

問
とい

４４５ お子
こ

４さんの心身
しんしん

４の発達
はったつ

４への課題
か だ い

４について相談
そうだん

４できる方
かた

４はいますか。

（○は１つだけ） 

「いる」（92.9％）、「いない」（7.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

問
とい

４５－１ その相談
そうだん

相手
あ い て

とはどこで知
し

り合
あ

いましたか。（あてはまるものす

べてに○） 

「通園
つうえん

施設
し せ つ

や保育所
ほいくじょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

」（76.1％）、「医療
いりょう

機関
き か ん

」（57.6％）、「サービ

ス事業所
じぎょうしょ

」（46.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

  

92.9 7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=99)

問４５ お子さんの心身の発達への課題について相談

いる いない 無回答 合計

76.1 

7.6 

57.6 

15.2 

46.7 

5.4 

4.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通園施設や保育所、幼稚園、学校

障害者団体や家族会（団体の機関誌等）

医療機関

行政機関

サービス事業所

インターネット

その他

無回答

問４５－１ その相談相手とは



問
とい

４５－２ （お子
こ

さんの心身
しんしん

の発達
はったつ

への課題
か だ い

について相談
そうだん

できない方
ほう

）は 

相談
そうだん

についてどのようにお考
かんが

くですか。（○はひとつだけ） 

「必要
ひつよう

はであると思う
お も う

はが、どのように相談
そうだん

相手
あ い て

は 見つけたら
み つ け た ら

はよいかわからない」

（71.4％）、「相談
そうだん

の必要
ひつよう

 ない」（14.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４６ 障害
しょうがい

のことや福祉
ふ く し

サービス等
など

に関
かん

する情報
じょうほう

を どこから知
し

ることが

多
おお

いですか。（あてはまるものすべてに○） 

「インターネット」（46.5％）、「家族
か ぞ く

や親
しん

せき、友人
ゆうじん

」（40.4％）、「サービス事業所
じぎょうしょ

の人
ひと

や施設
し せ つ

職員
しょくいん

」（37.4％）、「通園
つうえん

施設
し せ つ

や保育所
ほいくじょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

の先生
せんせい

」（36.4％）、

「広報
こうほう

ひらかた」（33.3％）、「かかりつけの医師
い し

や看護師
か ん ご し

」（31.3％）となっていま

す。 

 

 

 

 

 

  

17.2 

33.3 

46.5 

40.4 

37.4 

8.1 

31.3 

2.0 

0.0 

36.4 

9.1 

11.1 

19.2 

1.0 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80%

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース

広報ひらかた

インターネット

家族や親せき、友人

サービス事業所の人や施設職員

障害者団体や家族会（団体の機関誌等）

かかりつけの医師や看護師

病院のケースワーカーや介護保険のケアマネージャー

民生委員 児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

障害者相談支援センター等の民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

13．福祉のてびき

14．その他

無回答

問４６ 障害のことや福祉サービス等に関する情報を、どこから知ることが多い（N=99）

71.4 14.3 14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=7)

問４５－２ 相談

行政機関の相談窓口で十分

必要であると思うが、どのように相談相手 見つけたらよいかわからない

相談の必要 ない

その他

無回答

合計



第
だい

４ 章
しょう

 「サービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

」調査
ちょうさ

結果
け っ か

  

１ 提供
ていきょう

しているサービスについて  

問
とい

１ 事業所
じぎょうしょ

概要
がいよう

 

法
ほう

人
じん

種別
しゅべつ

 

「株式
かぶしき

会社
がいしゃ

」（44.5％）、「社会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

人
じん

」（24.9％）、「NPO法
ほう

人
じん

」（11.0％）、「そ

の他
た

」（19.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

問
とい

２ サービス対象者
たいしょうしゃ

をお答
こた

くください。 

「知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

」（79.2％）、「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

」（69.4％）、「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

」（63.0％）、

「障害児
しょうがいじ

」（35.8％）、「難病
なんびょう

等
とう

対象者
たいしょうしゃ

」（26.6％）、「介護
か い ご

保険
ほ け ん

要支援
ようしえん

は 要介護
ようかいご

認定者
にんていしゃ

」

（23.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.8 

63.0 

79.2 

69.4 

26.6 

17.3 

23.7 

4.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

身体障害者

知的障害者

精神障害者

難病等対象者

重症心身障害児 者（※）

介護保険要支援 要介護認定者

その他

無回答

問２ 現在、貴事業所が提供するサービスを利用

24.9 11.0 44.5 19.1 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=173)

問１① 法人種別

社会福祉法人 NPO法人 株式会社 その他 無回答 合計



問
とい

３ 現在
げんざい

 医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な方
かた

の受
う

け入
い

れが可能
か の う

ですか。 

「 い」（12.7％）、「いいえ」（87.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４ 問
とい

３で１．「はい」と回答
かいとう

された事業所
じぎょうしょ

事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねします。対応
たいおう

で

きる医療的
いりょうてき

ケアは何
なん

ですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をしてください。 

「たん吸引
きゅういん

」（100.0％）、「経痩孔法
きょうそうあなほう

は（胃瘻
い ろ う

等
など

」（72.7％）、「経
けい

鼻
び

経管
けいかん

栄養
えいよう

」（72.7％）、

「人
じん

工呼吸器
こうこきゅうき

管理
か ん り

」（54.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

５ 問
とい

３で１．「はい」と回答
かいとう

された事業所
じぎょうしょ

事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねします。提供
ていきょう

が

困難
こんなん

なため 医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な方
かた

に対
たい

し 貴
き

事業所
じぎょうしょ

のサービス利用
り よ う

をお断
ことわ

りしたことがありますか。 

「 い」（36.4％）、「いいえ」（63.6％）となっています。 

  

12.7 87.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=173)

問３ 現在、医療的ケアが必要な方の受け入れ

 い いいえ 無回答 合計

100.0 

72.7 

72.7 

54.5 

4.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

たん吸引

経痩孔法（胃瘻等）

経鼻経管栄養

人工呼吸器管理

その他

無回答

問４ 対応できる医療的ケア

36.4 63.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=22)

問５ 医療的ケアが必要な方に対しサービス利用をお断り

 い いいえ 無回答 合計



問
とい

６ 問
とい

５で１．「はい」と回答
かいとう

された事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねします。貴
き

事業所
じぎょうしょ

のサ

ービス利用者
りようしゃ

に対
たい

して 対応
たいおう

ができなかった医療的
いりょうてき

ケアは何
なん

ですか。 

（あてはまる番号
ばんごう

すべてに〇
まる

をしてください） 

「人
じん

工呼吸器
こうこきゅうき

管理
か ん り

は」（87.5％）、「経痩孔法
きょうそうあなほう

は（胃瘻
い ろ う

等
など

は）」（37.5％）、「たん吸引
きゅういん

は」

（25.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

７ すべての事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねします。医療的
いりょうてき

ケアに対応
たいおう

できない４（できなか

った）理由
り ゆ う

はなんですか。あてはまる番号
ばんごう

すべてに○をしてください。 

「研修
けんしゅう

は 受講
じゅこう

はしている者
もの

はがおらず、サービス提供
ていきょう

はができないため」（57.2％）、

「医療
いりょう

行為
こ う い

が必要
ひつよう

で、看護師
か ん ご し

等
とう

がいないため」（52.0％）、「人
じん

員
いん

不足
ふ そ く

で、新
あら

たな医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な方
かた

の受
う

け入
い

れが困難
こんなん

なため」（37.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

25.0 

37.5 

12.5 

87.5 

12.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

たん吸引

経痩孔法（胃瘻等）

経鼻経管栄養

人工呼吸器管理

その他

無回答

問６ 対応ができなかった医療的ケア

57.2 

37.0 

52.0 

9.2 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研修 受講している者がおらず、サービス提供

ができないため

人員不足で、新たな医療的ケアが必要な方の受

け入れが困難なため

医療行為が必要で、看護師等がいないため

その他

無回答

問７ 医療的ケアに対応できない理由



問
とい

８ すべての事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねします。次
つぎ

に掲
かか

げる各
かく

サービスについて 現在
げんざい

 

貴
き

事業所
じぎょうしょ

が提
てい

供
きょう

している４（事
じ

業者
ぎょうしゃ

指定
し て い

を受
う

けている等
など

）場合
ば あ い

は ①欄
らん

に○印
しるし

をつけ ②定員
ていいん

 ③令和
れ い わ

５年
ねん

６月
がつ

の実利用
じつりよう

人
にん

数
ずう

 ④うち枚方市
ひらかたし

４（が援護
く ん ご

の実施者
じっししゃ

である利用者
りようしゃ

）の実
じつ

人
にん

数
ずう

 ⑤令和
れ い わ

５年
ねん

６月
がつ

の延
の

べ利
り

用
よう

量
りょう

 ⑥うち枚方市
ひらかたし

４（同
どう

）

の延
の

べ利
り

用
よう

量
りょう

を各欄
かくらん

に記入
きにゅう

してください。 

サービス種別
しゅべつ

の定員
ていいん

、実利用
じつりよう

人数
にんずう

、延
の

べ利
り

用
よう

量
りょう

 以下
い か

の通
とお

りとなっています。 

 

表
ひょう

 問
とい

８ サービス種別
しゅべつ

の定員
ていいん

、実利用
じつりよう

人
にん

数
ずう

、延
の

べ利
り

用
よう

量
りょう

 

 

 

 

  

うち枚方市 うち枚方市

1 居宅介護（ホームヘルプ） ー 691 634 18,764 18,248

2 重度訪問介護 ー 52 47 5,236 5,413

3 行動援護 ー 15 10 402 286

4 重度障害者等包括支援 ー 0 0 0 0

5 同行援護 ー 43 37 723 611

6 短期入所 80 81 114 488 384

7 生活介護 680 836 584 12,542 8,732

8 療養介護 400 390 42 11,625 1,260

9 施設入所支援 79 74 53 1,042 412

10 自立訓練（生活訓練） 20 202 99 303 148

11 自立訓練（機能訓練） 0 0 0 0 0

12 就労移行支援 125 318 277 1,984 1,453

13 就労継続支援(A型) 70 75 54 1,427 584

14 就労継続支援(B型) 509 708 630 7,125 5,888

15 就労定着支援 40 54 43 138 38

16 グループホーム 211 191 147 3,230 2,961

17 自立生活援助 0 0 0 0 0

18 移動支援 ー 483 424 8,199 7,734

19 地域活動支援センター ー 325 235 1,875 1,643

20 日中一時支援 36 120 54 453 368

21 地域相談支援 ー 98 96 289 285

22 計画相談支援 ー 96 90 51 48

23 児童発達支援 172 390 241 1,033 905

24 医療型児童発達支援 20 61 59 370 359

25 居宅訪問型児童発達支援 0 0 0 0 0

26 放課後等デイサービス 250 1,912 1,423 3,974 3,501

27 保育所等訪問支援 ー 68 58 104 92

28 障害児相談支援 ー 39 35 24 21

29 福祉型障害児入所施設 0 0 0 0 0

30 医療型障害児入所施設 0 0 0 0 0

③実利用人数　人 ⑤延べ利用量　時間居宅介護②

定員サービス名



問
とい

９ 次
つぎ

に掲
かか

げる各
かく

サービスについて 現在
げんざい

 サービスを提供
ていきょう

している事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねします。 

各
かく

サービスについて ①利用者数
りようしゃすう

の増減
ぞうげん

 ②貴
き

事業所
じぎょうしょ

が考
かんが

くている利用者
りようしゃ

ニ

ーズに対
たい

する方策
ほうさく

 ③その方策
ほうさく

の実施
じ っ し

予定
よ て い

時期
じ き

 ④従 業 員
じゅうぎょういん

または定員
ていいん

の増減
ぞうげん

予定
よ て い

人数
にんずう

について 各選択肢
かくせんたくし

から一
ひと

つだけ選
くら

んで記入
きにゅう

してください。 

 

① 利用者
りようしゃ

の増減
ぞうげん

（２％以上
いじょう

を表示
ひょうじ

） 

「増
ふ

えている」で 、居宅
きょたく

介護
か い ご

は（ホームヘルプ）6.4％、居宅
きょたく

介護
か い ご

は（ホームヘルプ）

6.4、児童
じ ど う

発達
 ったつ

支援
し え ん

2.9％、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

2.3％、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

(B型
がた

)は2.3％、移動
い ど う

支援
し え ん

2.3％となっています。 

 

「減
へ

っている」で 、居宅
きょたく

介護
か い ご

は（ホームヘルプ）6.9％、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

(B型
がた

)3.5％、 

生活
せいかつ

介護
か い ご

2.9％となっています。 

 

「変
か

わらない」で 、居宅
きょたく

介護
か い ご

は（ホームヘルプ）13.3％、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

4.6％、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

(B型
がた

)は4.0％、生活
せいかつ

介護
か い ご

3.5％、移動
い ど う

支援
し え ん

3.5％、同行
どうこう

援護
え ん ご

3.5％、 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス2.3％となっています。 

 

② 利用者
りようしゃ

ニーズに対
たい

する方策
ほうさく

 

「定員増
ていいんぞう

」で 、居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ）13.3％となっています。 

 

「新規
し ん き

開設
かいせつ

」で 、該当
がいとう

なし。 

 

「廃止
 い し

」で 、該当
がいとう

なし。 

 

「変更
へんこう

なし」で 、居宅
きょたく

介護
か い ご

は（ホームヘルプ）11.6％、移動
い ど う

支援
し え ん

4.6％、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

4.0％、同行
どうこう

援護
え ん ご

2.9％となっています。 

 

「その他
た

」で 、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

(B型
がた

)8.1％、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス 3.5％、生活
せいかつ

介護
か い ご

2.9％、児童
じ ど う

発達
 ったつ

支援
し え ん

2.3％となっています。 

 

  



表
ひょう

 各
かく

サービス別
べつ

利用者数
りようしゃすう

の増減
ぞうげん

、貴
き

事業所
じぎょうしょ

が考
かんが

えている利用者
りようしゃ

ニーズに対
たい

する方策
ほうさく

 

 

 

 

 

  

増

え

て

い

る

減
っ

て

い

る

変

わ

ら

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

合

計

定

員

増

定

員

減

新

規

開

設

廃

止

変

更

な

し

そ

の

他

無

回

答

合

計

1 居宅介護（ホームヘルプ） 6.4 6.9 13.3 0.0 73.4 100.0 13.3 1.7 0.6 0.0 11.6 0.0 72.8 100.0

2 重度訪問介護 2.3 0.0 4.6 0.0 93.1 100.0 1.7 0.0 0.0 0.0 4.0 0.6 93.6 100.0

3 行動援護 0.6 0.0 0.6 0.6 98.3 100.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.6 0.6 98.3 100.0

4 重度障害者等包括支援 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

5 同行援護 0.6 0.0 3.5 0.0 96.0 100.0 1.2 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0 96.0 100.0

6 短期入所 0.6 0.6 0.6 0.0 98.3 100.0 0.0 0.0 0.6 0.0 0.6 1.2 97.7 100.0

7 生活介護 1.2 2.9 3.5 0.0 92.5 100.0 1.7 0.0 0.6 0.0 0.0 2.9 93.1 100.0

8 療養介護 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

9 施設入所支援 0.0 0.0 0.6 0.0 99.4 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

10 自立訓練（生活訓練） 0.0 0.0 0.6 0.0 99.4 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 99.4 100.0

11 自立訓練（機能訓練） 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

12 就労移行支援 0.6 0.6 1.2 0.0 97.7 100.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 1.2 98.3 100.0

13 就労継続支援(A型) 0.6 0.0 1.2 0.0 98.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 98.3 100.0

14 就労継続支援(B型) 2.3 3.5 4.0 0.0 90.2 100.0 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 8.1 90.2 100.0

15 就労定着支援 0.6 0.6 0.6 0.0 98.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 98.3 100.0

16 グループホーム 1.2 1.2 1.2 0.6 96.0 100.0 1.7 0.0 0.6 0.0 0.6 1.2 96.0 100.0

17 自立生活援助 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

18 移動支援 2.3 0.6 3.5 0.0 93.6 100.0 1.2 0.0 0.0 0.0 4.6 0.0 94.2 100.0

19 地域活動支援センター 1.2 0.6 0.0 0.0 98.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 98.3 100.0

20 日中一時支援 0.6 0.0 1.2 0.0 98.3 100.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.6 0.6 98.3 100.0

21 地域相談支援 0.0 0.0 0.6 0.0 99.4 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 99.4 100.0

22 計画相談支援 0.0 0.6 1.7 0.0 97.7 100.0 0.0 0.0 0.0 0.6 1.7 0.0 97.7 100.0

23 児童発達支援 2.9 0.6 0.6 0.0 96.0 100.0 0.6 0.0 1.2 0.0 0.0 2.3 96.0 100.0

24 医療型児童発達支援 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

25 居宅訪問型児童発達支援 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

26 放課後等デイサービス 1.7 0.6 2.3 0.0 95.4 100.0 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 3.5 95.4 100.0

27 保育所等訪問支援 1.7 0.0 0.0 0.0 98.3 100.0 0.6 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0 98.3 100.0

28 障害児相談支援 0.0 0.6 0.6 0.0 98.8 100.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.6 0.0 98.8 100.0

29 福祉型障害児入所施設 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

30 医療型障害児入所施設 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0

問９　①利用者数の増減 問９　②利用者ニーズに対する方策

サービス名



問
とい

４10 すべての事業所
じぎょうしょ

４にお尋
たず

４ねします。新型
しんがた

４コロナウイルス感染症
かんせんしょう

４の拡
かく

大防止
だいぼうし

のため 各
かく

サービスについて 貴
き

事業所
じぎょうしょ

の状 況
じょうきょう

にあてはまる番号
ばんごう

すべ

てに○をしてください。 

 

①新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

拡
かく

大防止
だいぼうし

のため サービス提供
ていきょう

をする上
うく

で困
こま

っ

たことはありましたか。 

「衛生
えいせい

管理
か ん り

は（感染
かんせん

対策
たいさく

）」（40.5％）、「物資
ぶ っ し

は（衛生
えいせい

用品
ようひん

等
など

）の確保
か く ほ

）」（27.2％）、「人員
じんいん

（ヘルパーや介助者
かいじょしゃ

）の確保
か く ほ

」（23.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

流行
りゅうこう

により 障害
しょうがい

サービスの利用
り よ う

に変化
へ ん か

はあ

りましたか。 

「特
とく

に変
か

わり ない」（22.0％）、「用量
ようりょう

が減少
げんしょう

した」（22.0％）となっています。 

 

  

40.5 

23.7 

17.9 

27.2 

2.9 

52.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

衛生管理（感染対策）

人員（ヘルパーや介助者）の確保

情報収集

物資（衛生用品等）の確保

その他

無回答

問10 ①サービス提供をする上で困ったこと

0.6 

22.0 

7.5 

22.0 

2.3 

51.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用量が増加した

利用量が減少した

人員（ヘルパー、介助者）が見つかりにくく

なった

特に変わり ない

その他

無回答

問10 ②障害サービスの利用に変化



③新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の５類
るい

感染症
かんせんしょう

への位置
い ち

けけに伴
ともな

い サービス

提供
ていきょう

をする上
うく

で変化
へ ん か

はありましたか。 

「特
とく

に変
か

わり ない」（30.6％）、「衛生
えいせい

管理
か ん り

は（感染
かんせん

対策
たいさく

）等
とう

の緩和
か ん わ

」（12.7％）、「家族
か ぞ く

等
とう

の面会
めんかい

条件
じょうけん

の緩和
か ん わ

」（6.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の５類
るい

感染症
かんせんしょう

への位置
い ち

けけに伴
ともな

い 障害
しょうがい

サー

ビスの利用
り よ う

に変化
へ ん か

はありましたか。 

「特
とく

はに変
か

はわり ない」（38.7％）、「利用量
りようりょう

はが増加
ぞ う か

はした」（5.8％）となっています。 

 

 

 

  

5.8 

1.7 

1.2 

38.7 

1.2 

52.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用量が増加した

利用量が減少した

人員（ヘルパー、介助者）が見つ

かりやすくなった

特に変わり ない

その他

無回答

問10 ④５類感染症、障害サービスの利用に変化

12.7 

6.9 

2.3 

30.6 

2.9 

51.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

衛生管理（感染対策）等の緩和

家族等の面会条件の緩和

上記緩和の具体例

特に変わり ない

その他

無回答

問10 ③５類感染症、サービス提供をする上で変化



問
とい

1１ 現在
げんざい

 居宅
きょたく

介護
か い ご

 または短期
た ん き

入所
にゅうしょ

を提
てい

供
きょう

している事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねし

ます。 

緊急
きんきゅう

利用
り よ う

（居宅
きょたく

介護
か い ご

におけるケアプラン以外
い が い

の対応
たいおう

など）について ①過去
か こ

１年間
ねんかん

の受
う

け入
い

れ実績
じっせき

の有無
う む

についてあてはまる番号
ばんごう

1つだけに○を ②受
う

け

入
い

れ実績
じっせき

がある場合
ば あ い

は その曜日
よ う び

及
およ

び時間帯
じかんたい

についてはあてはまる番号
ばんごう

すべて

に○を③今後
こ ん ご

の緊
きん

急利用
きゅうりよう

の対応
たいおう

について あてはまる番号
ばんごう

1つだけに○をつけ

てください。 

 

問
とい

1１－１ 居宅
きょたく

介護
か い ご

 ①有無
う む

 

「有
あり

」（17.9％）、「無
む

」（16.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

1１－１ 居宅
きょたく

介護
か い ご

 ②受
う

け入
い

れた曜日
よ う び

及
およ

び時間帯
じかんたい

（複数
ふくすう

回答可
かいとうか

） 

「平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

」（16.1％）、「休日
きゅうじつ

は（土
つち

は 日
にち

は 祝
しゅく

）の日中
にっちゅう

」（8.9％）、「平日
へいじつ

の早朝
そうちょう

は 

夜間
や か ん

」（3.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.9 16.1 

3.6 

62.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=56)

問1１－１ 居宅介護 ①有無

有 無 不明 無回答

16.1 

3.6 

8.9 

1.8 

0.0 

82.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の日中

平日の早朝 夜間

休日（土 日 祝）の日中

休日（土 日 祝）の早朝 夜間

曜日 時間帯不明

無回答

問1１－１ 居宅介護 ②受け入れた曜日及び時間帯



問
とい

1１－１ 居宅
きょたく

介護
か い ご

 ③今後
こ ん ご

の緊
きん

急利用
きゅうりよう

の対応
たいおう

 

「曜日
よ う び

は 時間帯
じかんたい

はによって 受
う

はけ入
い

はれ可能
か の う

は」（16.1％）、「今後
こ ん ご

はの受
う

はけ入
い

はれ 不可能
ふ か の う

は」

（3.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.8 

3.6 

16.1 

3.6 

75.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後の受け入れ 可能

今後の受け入れ 不可能

曜日 時間帯によって 受け入れ可能

わからない

無回答

問1１－１ 居宅介護 ③今後の緊急利用の対応



問
とい

1１－２ 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

 ①有無
う む

 

「有
あり

」（1.8％）、「無
む

」（3.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

1１－２ 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

 ②受
う

け入
い

れた曜日
よ う び

及
およ

び時間帯
じかんたい

（複数
ふくすう

回答可
かいとうか

） 

「平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

」（1.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

1１－２ 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

 ③今後
こ ん ご

の緊
きん

急利用
きゅうりよう

の対応
たいおう

 

「曜日
よ う び

 時間帯
じかんたい

によって 受
う

け入
い

れ可能
か の う

」（3.6％）となっています。 

 

 

  

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

98.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の日中

平日の早朝 夜間

休日（土 日 祝）の日中

休日（土 日 祝）の早朝 夜間

曜日 時間帯不明

無回答

問1１－２ 短期入所 ②受け入れた曜日及び時間帯

0.0 

0.0 

3.6 

0.0 

96.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後の受け入れ 可能

今後の受け入れ 不可能

曜日 時間帯によって 受け入れ可能

わからない

無回答

問1１－２ 短期入所 ③今後の緊急利用の対応

1.8 3.6 

94.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=56)

問1１－２ 短期入所 ①有無

有 無 不明 無回答



２ 事業所
じぎょうしょ

の運営
うんくい

や支援
し く ん

について 

問
とい

４12 すべての事業所
じぎょうしょ

４にお尋
たず

４ねします。今後
こ ん ご

４ 利用者
りようしゃ

４ニーズの増加
ぞ う か

等
とう

４に対応
たいおう

していくための施策
し さ く

として 何
なに

が必要
ひつよう

かつ効果的
こうかてき

だと思
おも

いますか。 

（あてはまる番号
ばんごう

３つまで○） 

「人
じん

材
ざい

確保
か く ほ

はのための支援
し え ん

はや情報
じょうほう

提供
ていきょう

は）」（36.4％）、「施設
し せ つ

は 設備
せ つ び

整備
せ い び

はへの支援
し え ん

は」

（21.4％）、「職員
しょくいん

研修
けんしゅう

のための支援
し え ん

」（16.8％）、「利用者
りようしゃ

の受入増
うけいれぞう

に対
たい

する支援
し え ん

」

（16.2％）、「利用者
りようしゃ

へのサービスに関
かん

する研修
けんしゅう

」（13.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４13 すべての事業所
じぎょうしょ

４にお尋
たず

４ねします。障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

等
とう

４にかかる対策
たいさく

４を

検討
けんとう

する委員会
いいんかい

の開催
かいさい

や 従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する研修
けんしゅう

が令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

に義務化
ぎ む か

され

ましたが 他
た

にも虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

に係
かか

る取
と

り組
く

みを実施
じ っ し

していますか。（あてはまる

番号
ばんごう

１つだけに○） 

「実施
じ っ し

している」（24.3％）、「実施
じ っ し

していない」（21.4％）、「近々
きんきん

実施
じ っ し

予定
よ て い

である」

（1.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

  

21.4 

16.2 

36.4 

16.8 

13.3 

9.2 

1.2 

52.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設 設備整備への支援

利用者の受入増に対する支援

人材確保のための支援や情報提供

職員研修のための支援

利用者へのサービスに関する研修

事業所運営に関する情報提供

その他

無回答

問12 施策として、何が必要かつ効果的

24.3 21.4 

1.7 

52.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=173)

問１３ 他にも虐待防止に係る取り組みを実施

実施している 実施していない 近々実施予定である 無回答 合計



問
とい

14 すべての事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねします。事業所
じぎょうしょ

として利用者
りようしゃ

支援
し く ん

の質
しつ

の向上
こうじょう

に向
む

けた取
と

り組
く

みを実施
じ っ し

していますか。（あてはまる番号
ばんごう

１つだけに○） 

「実施
じ っ し

はしている」（42.2％）、「実施
じ っ し

はしていない」（2.9％）、「近々
きんきん

実施
じ っ し

予定
よ て い

はである」

（1.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４1  すべての事業所
じぎょうしょ

４にお尋
たず

４ねします。従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

４に対
たい

４する研修
けんしゅう

４で特
とく

４に 力
ちから

４を

入
い

れたいと考
かんが

くているものはありますか。（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○） 

「利用者
りようしゃ

支援
し え ん

の向上
こうじょう

に繋
つな

がる取
と

り組
ぐ

み」（40.5％）、「人
じん

権
けん

、権利
け ん り

擁護
よ う ご

」（31.2％）、

「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

関係
かんけい

」（30.6％）、「感染症
かんせんしょう

、食 中 毒
しょくちゅうどく

対策
たいさく

」（18.5％）、「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

制度
せ い ど

、サービスについて」（17.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

42.2 

2.9 1.7 

53.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=173)

問14 利用者支援の質の向上に向けた取り組み

実施している 実施していない 近々実施予定である 無回答 合計

31.2 

30.6 

18.5 

17.9 

40.5 

2.9 

0.0 

52.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人権、権利擁護

障害者虐待防止関係

感染症、食中毒対策

障害福祉制度、サービスについて

利用者支援の向上に繋がる取り組み

その他

特にない

無回答

問15 従業者に対する研修で特に力



問
とい

４1  すべての事業所
じぎょうしょ

４にお尋
たず

４ねします。障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

４において 令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

１日
にち

 から民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

にも４「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

義務
ぎ む

の提供
ていきょう

」が義務化
ぎ む か

され

ますが ご存
ぞん

じですか。 

「 い」（35.3％）、「いいえ」（12.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

17 すべての事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねします。入浴
にゅうよく

介助
かいじょ

 排泄
はいせつ

介助
かいじょ

等
など

で 同性
どうせい

介助
かいじょ

を行
おこな

っていますか。（あてはまる番号
ばんごう

１つだけに○） 

「行
おこな

っている」（26.0％）、「行
おこな

うことが困難
こんなん

」（11.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

  

35.3 12.7 52.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=173)

問16 「合理的配慮義務の提供」が義務化

１.  い いいえ 無回答 合計

26.0 6.4 

1.7 

11.0 54.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=173)

問17 入浴介助、排泄介助等で、同性介助

行っている

行っているが、対応が困難な場合がある

現時点で 、行うことが困難だが、体制 整備予定

行うことが困難

無回答



問
とい

４18 すべての事業所
じぎょうしょ

４にお尋
たず

４ねします。事業所
じぎょうしょ

４として 視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

４や聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

の方
かた

に適切
てきせつ

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

い また 円滑
くんかつ

なコミュニケーションを

図
はか

るためにどのような対応
たいおう

をしていますか。（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○） 

「対応
たいおう

 していない、わからない」（23.7％）、「その他
た

」（15.0％）となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

19 すべての事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねします。安全
あんぜん

や安心
あんしん

の確保
か く ほ

のための対策
たいさく

 危機
き き

管理
か ん り

の対策
たいさく

としてどんな取
と

り組
く

みをしていますか。（あてはまる番号
ばんごう

すべてに

○） 

「危機
き き

管理
か ん り

マニュアル 作成
さくせい

している」（34.1％）、「危機
き き

管理
か ん り

のための研修
けんしゅう

 実施
じ っ し

している」（15.6％）となっています。 

 

 

 

 

  

0.0 

4.0 

0.0 

1.7 

2.3 

23.7 

15.0 

54.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

点字版 提供できる

音声資料 提供できる

点訳に対応している

手話のできる職員 配置している

職員に手話の研修 行っている

対応 していない、わからない

その他

無回答

問18 円滑なコミュニケーションを図るため

8.7 

34.1 

15.6 

8.7 

4.0 

54.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪府の不審者情報ネットワーク 活用して

いる

危機管理マニュアル 作成している

危機管理のための研修 実施している

危機管理のための研修に参加している

その他

無回答

問19 安全や安心の確保のための対策、危機管理の対策



問
とい

４20 すべての事業所
じぎょうしょ

４にお尋
たず

４ねします。令和
れ い わ

４３年
ねん

４の災害
さいがい

対策
たいさく

基本法
きほんほう

４の改
かい

正
せい

４に

ともない 自
みずか

ら避難
ひ な ん

することが困難
こんなん

な避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
ようしくんしゃ

について 「個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

」を作成
さくせい

することが市町村
しちょうそん

の努力
どりょく

義務
ぎ む

とされましたが 「個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

」

を知
し

っていますか。（あてはまる番号
ばんごう

１つだけに○） 

「災害
さいがい

時
じ

の個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

について知
し

っている。」（16.8％）、「個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

について

知
し

っており、利用者
りようしゃ

の計画
けいかく

作成
さくせい

等
など

について協 力
きょうりょく

可能
か の う

。」（13.3％）、「個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

に

ついて知
し

はらない。」（11.0％）、「個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

はについて知
し

はっているが、利用者
りようしゃ

はの計画
けいかく

作成
さくせい

等
など

について 対応
たいおう

困難
こんなん

。」（5.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

21 すべての事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねします。ICTを導入
どうにゅう

し 事務
じ む

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

がな

されていますか。（あてはまる番号
ばんごう

すべてに○） 

「ICT導入
どうにゅう

は 検討
けんとう

はしていない。」（16.2％）、「今後
こ ん ご

はICT導入
どうにゅう

は 検討
けんとう

はしている。」

（12.7％）、「すでに ICT 導入
どうにゅう

し、事務
じ む

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

がなされている。」（11.0％） 

「すでに ICT  導入
どうにゅう

はしているが、事務
じ む

負担
ふ た ん

はの軽減
けいげん

はに つながらなかった。」

（6.9％）、となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.8 13.3 

5.8 

11.0 53.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=173)

問20 「個別避難計画」

災害時の個別避難計画について知っている。

個別避難計画について知っており、利用者の計画作成等について協力可能。

個別避難計画について知っているが、利用者の計画作成等について 対応困難。

個別避難計画について知らない。

無回答

合計

11.0 

6.9 

12.7 

16.2 

53.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでにICT 導入し、事務負担の軽減がなさ

れている。

すでにICT 導入しているが、事務負担の軽

減に つながらなかった。

今後ICT導入 検討している。

ICT導入 検討していない。

無回答

問21 ICTを導入し、事務負担の軽減



問
とい

４22 すべての事業所
じぎょうしょ

４にお尋
たず

４ねします。３年前
ねんまく

４と比
くら

４べて 全体
ぜんたい

４として 貴
き

事業所
じぎょうしょ

の運営
うんくい

状 況
じょうきょう

はどのように変
か

わりましたか。（あてはまる番号
ばんごう

１つだけ

に○） 

「活発
かっぱつ

になった」（6.4％）とは「やや活発
かっぱつ

になった」（13.9％） 合
あ

わせたは 活発
かっぱつ

に

なった』 20.3％、「３年前
ねんまえ

とほぼ変
か

わらない」 12.1％、「やや活発
かっぱつ

でなくなった」

（6.4％）とは「活発
かっぱつ

でなくなった」（4.0％） 合
あ

わせたは 活発
かっぱつ

でなくなった』 10.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
とい

23 すべての事業所
じぎょうしょ

にお尋
たず

ねします。 

枚方市
ひらかたし

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

やサービス事業所
じぎょうしょ

への支援
し く ん

に関
かん

して ご意見
い け ん

がありま

したら自由
じ ゆ う

にお書
が

きください。 

 

  

6.4 13.9 12.1 6.4 

4.0 4.6 

52.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=173)

問22 ３年前と比べて、全体として、貴事業所の運営状況

活発になった

やや活発になった

３年前とほぼ変わらない

やや活発でなくなった

活発でなくなった

運営 開始してから３年たっていない

無回答



第
だい

５ 章
しょう

 「障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

」調査
ちょうさ

結果
け っ か

  

１ 貴
き

団体
だんたい

の概要
がいよう

 

⑤主
おも

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

 

「身体
しんたい

」（61.5％）、は「知的
ち て き

」（38.5％）、は「精神
せいしん

」は（26.9％）、「発達
 ったつ

障害
しょうがい

」（15.4％）、

「難病
なんびょう

」（11.5％）、「高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

」（3.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧３年前
ねんまく

と比
くら

べて 貴
き

団体
だんたい

の活動
かつどう

状 況
じょうきょう

はどのように変
か

わりましたか。 

「活発
かっぱつ

になった」（7.7％）とは「やや活発
かっぱつ

になった」（7.7％） 合
あ

わせたは 活発
かっぱつ

にな

った』 15.4％、「３年前
ねんまえ

とほぼ変
か

わらない」 30.8％、「やや活発
かっぱつ

でなくなった」

（26.9％）とは「活発
かっぱつ

でなくなった」（26.9％） 合
あ

わせたは 活発
かっぱつ

でなくなった』 53.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

61.5 

38.5 

26.9 

11.5 

15.4 

3.8 

3.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体

知的

精神

難病

発達障害

高次脳機能障害

その他

無回答

問０⑤ 主な障害種別（複）

7.7 7.7 30.8 26.9 26.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=26)

問０⑧ ３年前との変化

活発になった

やや活発になった

３年前とほぼ変わらない

やや活発でなくなった

活発でなくなった

活動 開始してから３年たっていない

無回答



問
とい

１－１ ４「市民
し み ん

啓発
けいはつ

及
およ

び地域
ち い き

との交流
こうりゅう

の推進
すいしん

」で特
とく

に取
と

り組
く

むべき施策
し さ く

４（〇
まる

は１つ） 

「地域
ち い き

交流
こうりゅう

の推進
すいしん

と居場
い ば

所
しょ

づくり」（42.3％）、「人
じん

権
けん

 人命
じんめい

の尊重
そんちょう

」（19.2％）、

「地域
ち い き

福祉
ふ く し

活動
かつどう

」（19.2％）、「合理的
ごうりてき

配慮
 いりょ

」（15.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

■団体
だんたい

の意見
い け ん

 

問
とい

１－１ 「市民
し み ん

啓発
けいはつ

市民
し み ん

啓発
けいはつ

及
およ

び地域
ち い き

との交流
こうりゅう

の推進
すいしん

」施策
し さ く

についての意見
い け ん

 

聴力
ちょうりょく

障害者
しょうがいしゃ

への理解
り か い

を深
ふか

める啓発
けいはつ

活動
かつどう

 

手話
し ゅ わ

条例
じょうれい

の制定
せいてい

で、市民
し み ん

に理解
り か い

を深
ふか

めるためにイベントを開催
かいさい

したい。 

地球
ちきゅう

の行事
ぎょうじ

等
など

にできるだけ参加
さ ん か

しています。 

地域
ち い き

の諸団体
しょだんたい

（障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

、高齢者
こうれいしゃ

関連
かんれん

団体
だんたい

、一般
いっぱん

団体
だんたい

）に講習
こうしゅう

を行
おこな

う。月
つき

一回
いっかい

他
た

の福祉
ふ く し

施設
し せ つ

に通
かよ

う障害者
しょうがいしゃ

も来
こ

れるように、ラポールで障害者
しょうがいしゃ

対象
たいしょう

の体験
たいけん

講習
こうしゅう

を行
おこな

う、等
など

の取
と

り組
く

みを当団体
とうだんたい

として行
おこな

っています。 

昔
むかし

より障害者
しょうがいしゃ

への理解
り か い

は進
すす

んでいますが、まだまだ足
た

りません。障害者
しょうがいしゃ

の方
かた

が出
で

かけやすい

環境
かんきょう

作
づく

りや配慮
はいりょ

。何
なに

より居場所
い ば し ょ

が少
すく

ないので居場所
い ば し ょ

をもっと増
ふ

えて欲
ほ

しい。唯一
ゆいいつ

の安心
あんしん

して

行
い

けるラポールが空調
くうちょう

等
など

で長
なが

く行
い

けないのが困
こま

る。早急
さっきゅう

に整備
せ い び

して居場所
い ば し ょ

を整
ととの

えてほしい。 

世
よ

の中
なか

は寛容
かんよう

さが減
へ

っています。益々
ますます

生
い

きづらくなります。 

心
こころ

の病
やまい

の当事者会
と う じ し ゃ か い

である当会
とうかい

が、今後
こ ん ご

も地域
ち い き

に根
ね

を張
は

った活動
かつどう

を維持
い じ

できるようにしっか

りサポートしていただきたいです。 

私
わたし

たちのような腎臓病
じんぞうびょう

患者
かんじゃ

を増
ふ

やさないよう啓発
けいはつ

広報
こうほう

活動
かつどう

を強化
きょうか

し、腎
じん

疾患
しっかん

総合
そうごう

対策
たいさく

の

推進
すいしん

を願
ねが

う。私
わたし

たちは、患者
かんじゃ

や家族
か ぞ く

及
およ

び病院
びょういん

関係者
かんけいしゃ

を含
ふく

めた学習会
がくしゅうかい

を市
し

の施設
し せ つ

(主
おも

にラポ

ールひらかた）を利用
り よ う

して、年
ねん

に数回
すうかい

行
おこな

っています。近年
きんねん

ラポールの老朽化
ろうきゅうか

?によるのか、

使用
し よ う

しづらくなっております。施設
し せ つ

の補修
ほしゅう

、点検
てんけん

を実施
じ っ し

して欲
ほ

しい。また、駐車場
ちゅうしゃじょう

がなくなり、

不便
ふ べ ん

になりました。特
と く

に健
けん

常者
じょうしゃ

の利用
り よ う

スペースがなく、相互
そ う ご

交流
こうりゅう

がしづらくなりました。交流
こうりゅう

推進
すいしん

できる施設
し せ つ

についてご検討
けんとう

願
ねが

います。 

19.2 15.4 19.2 42.3 3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=26)

問１－１ 「市民啓発～」施策

人権 人命の尊重 虐待や差別の防止

合理的配慮 地域福祉活動

地域交流の推進と居場所づくり 無回答

合計



今
いま

、ラ・ポールが使
つか

えなくなって、とても困
こま

っています。早
はや

く空調
くうちょう

を直
なお

して下
くだ

さいますように。 

これは今年
こ と し

に限
かぎ

ったことですが。またラ・ポールのような施設
し せ つ

にやはり駐車場
ちゅうしゃじょう

は必要
ひつよう

です。 

基本的
き ほ ん て き

に高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

の認知度
に ん ち ど

が非常
ひじょう

に低
ひく

いと感
かん

じている。これを高
たか

めるための施策
し さ く

が

欲
ほ

しい。 

（市
し

役所
やくしょ

の障害
しょうがい

に関
かか

わっていただいている方
かた

、一般
いっぱん

職員
しょくいん

の方
かた

の理解
り か い

はどの程度
て い ど

なのかも知
し

ってみたい） 

元々
もともと

1970年代
ねんだい

からあった合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

、やっと 2006年
ねん

の国連
こくれん

総会
そうかい

で採択
さいたく

が挙
あ

げられ、

合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

を拒否
き ょ ひ

し受
う

け入
い

れないこと自体
じ た い

が障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とした差別
さ べ つ

に当
あ

たると考
かんが

えます。

この合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

されしっかり受
う

け入
い

れられていれば、何
なん

の問題
もんだい

も起
お

きていなかったはずと思
おも

っています。障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で妨
さまた

げとなる社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

を取
と

り

除
のぞ

くために、状況
じょうきょう

に応
おう

じて行
おこな

われる配慮
はいりょ

。筆談
ひつだん

や読
よ

み上
あ

げる意思
い し

の疎通
そ つ う

、車椅子
く る ま い す

での移動
い ど う

の手助
て だ す

け、学校
がっこう

公共
こうきょう

施設
し せ つ

等
など

のバリアフリー化
か

など、提供
ていきょう

されるべきと考
かんが

えます。 

ひきこもりの方
かた

のお話
はなし

をよく伺
うかが

います。社会
しゃかい

との接点
せってん

が持
も

てるように行政
ぎょうせい

が働
はたら

きかけてくだ

さい。 

そもそも「合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

」と言
い

う言葉
こ と ば

すら普
ふ

及
きゅう

していないし、浸透
しんとう

していないと感
かん

じます。（学校
がっこう

の先生
せんせい

も全員
ぜんいん

は理解
り か い

されていないように感
かん

じています）市
し

で具体的
ぐ た い て き

な事例
じ れ い

を紹
しょう

介
かい

する

講演会
こうえんかい

を開
かい

催
さい

したり、ポスター、SNS等
と う

を利用
り よ う

した「行政
ぎょうせい

にしか出来
で き

ない、よく目
め

にする」

啓発
けいはつ

などをしてほしい。事例
じ れ い

については、「教育
きょういく

の現場編
げんばへん

」「お店編
みせへん

」など具体的
ぐ た い て き

に紹
しょう

介
かい

して

いる連載
れんさい

すると、いろいろな事例
じ れ い

を知
し

ってもらえるのではないかと思
おも

います。 

コロナでマスク社会
しゃかい

が定着
ていちゃく

してしまって、相手
あ い て

の表情
ひょうじょう

や口元
くちもと

（読
どく

話
わ

）が見
み

えず、声
こえ

も聞
き

き取
と

り

にくい。「筆談
ひつだん

します」と表示
ひょうじ

されていても面倒
めんどう

がられる。ゆっくりはっきり話
はな

してもらえるとわ

かりやすい。 

コロナで、できていませんが、作業所
さぎょうじょ

のお祭
まつ

りに地域
ち い き

の方
かた

との交流
こうりゅう

を目指
め ざ

しています。 

関係
かんけい

作業所
さぎょうじょ

を支援
し え ん

する家族会
か ぞ く か い

であり、直接
ちょくせつ

当事者
と う じ し ゃ

の働
はたら

きには関与
か ん よ

していない 

本会
ほんかい

は参加者
さ ん か し ゃ

の高齢化
こ う れ い か

と運動
うんどう

神経
しんけい

細胞
さいぼう

減少
げんしょう

により、体
からだ

が思
おも

うように動
うご

かず、一人
ひ と り

で動
うご

くと

転倒
てんとう

で、頭
あたま

、手
て

、足
あし

、腰
こし

の骨折
こっせつ

が心配
しんぱい

されます。患者
かんじゃ

様
さま

の福祉
ふ く し

支援
し え ん

センターに年
ねん

３回
かい

位
くらい

同伴
どうはん

の支援
し え ん

があれば助
たす

かります。（ラポール枚方
ひらかた

集合
しゅうごう

場所
ば し ょ

） 

・市立
し り つ

ひらかた病院
びょういん

をはじめ、各病院
かくびょういん

に手話
し ゅ わ

で話
はな

せる職員
しょくいん

が欲
ほ

しい。 

・夜間
や か ん

などのタブレットを活用
かつよう

した遠隔
えんかく

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

制度
せ い ど

を作
つく

って欲
ほ

しい。 

・立派
り っ ぱ

な基本
き ほ ん

理念
り ね ん

が活
い

かされる取
と

り組
く

みを行
おこな

って欲
ほ

しい。（当事者
と う じ し ゃ

を無視
む し

しない計画
けいかく

をやっ

てほしい） 



「人権
じんけん

・人命
じんめい

尊重
そんちょう

」考
かんが

えで幅広
はばひろ

く市民
し み ん

へ啓発
けいはつ

できるよう施策
し さ く

を進
すす

めて欲
ほ

しい。 

「社会
しゃかい

生活
せいかつ

において視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

とは？」の正
ただ

しい理解
り か い

が市民
し み ん

にまだまだされていないため、

市民側
し み ん がわ

とどういう風
ふう

に合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

すべきかがわからないように感
かん

じる。また視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

も、ど

ういう合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

を求
もと

めるかを伝
つた

えられていないこともあると思
おも

う。 

 

 

  



問
とい

１－２ ４「障害者
しょうがいしゃ

４（児
じ

）が安心
あんしん

できるまちけくり」で特
とく

に取
と

り組
く

むべき施策
し さ く

（〇
まる

は１つ） 

「自然
し ぜ ん

災害
さいがい

は（災害
さいがい

時
じ

はの支援
し え ん

体制
たいせい

等
など

は）」（38.5％）、「保育
ほ い く

は 療育
りょういく

は 教育
きょういく

はの充実
じゅうじつ

は」

（30.8％）、は「バリアフリーの整備
せ い び

」（19.2％）、「感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

」（7.7％）となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

■団体
だんたい

の意見
い け ん

 

問
とい

１－２ 「障害者
しょうがいしゃ

（児
じ

）が安心
あんしん

できるまちづくり」施策
し さ く

についての意見
い け ん

 

避難所
ひ な ん し ょ

に行
い

っても、簡単
かんたん

な手話
し ゅ わ

で対応
たいおう

できる体制
たいせい

を作
つく

りたい。 

避難所
ひ な ん し ょ

での生活
せいかつ

では難
むつか

しいので、障害者用
しょうがいしゃよう

の施設
し せ つ

を作
つく

って欲
ほ

しい。 

道路
ど う ろ

・・駅舎
えきしゃ

・・施設内
し せ つ な い

・で視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

・がどんな不自
ふ じ

由
ゆう

・さがあるかを当事者
と う じ し ゃ

・に聞
き

・いて、バリアフリー

化
か

をしてほしい。 

透視
と う し

患者
かんじゃ

・は感染症
かんせんしょう

・に弱
よわ

・く、死亡率
し ぼ う り つ

・も高
たか

・いです。コロナ等
と う

感染症
かんせんしょう

・に罹患
り か ん

・した場合
ば あ い

・に、できるだけ

通院
つういん

入院
にゅういん

を含
ふく

めて、市内
し な い

でできる様
よう

対策
たいさく

整備
せ い び

を望
のぞ

みます。 

・ワクチン接種
せっしゅ

を安価
あ ん か

で定期
て い き

継続
けいぞく

できるようにして欲
ほ

しい 

・週
しゅう

３回
かい

通院
つういん

が必要
ひつよう

な私
わたし

たちにとって、交通
こうつう

機関
き か ん

による通院
つういん

支援
し え ん

をご検討
けんとう

願
ねが

いたいです。 

・災害
さいがい

時
じ

における避難
ひ な ん

方法
ほうほう

や病状
びょうじょう

に伴
ともな

う食事
し ょ く じ

等
と う

不安
ふ あ ん

事項
じ こ う

への対応
たいおう

を切
せつ

にお願
ねが

いします 

障害
しょうがい

があっても安心
あんしん

して子
こ

育
そだ

てができること。 

発達
はったつ

の保障
ほしょう

を守
まも

るための環境
かんきょう

を充実
じゅうじつ

させてほしいと思
おも

います。 

自治会
じ ち か い

・（地域
ち い き

・）では戸別
こ べ つ

世帯
せ た い

台帳
だいちょう

・を作成
さくせい

・して保管
ほ か ん

・しているが、体
からだ

・の不自由
ふ じ ゆ う

・な個
こ

人
じん

・への情報
じょうほう

共有
きょうゆう

が住
す

んでいるかは不明
ふ め い

。 

個別
こ べ つ

・の障害者
しょうがいしゃ

・の状況
じょうきょう

・(過去
か こ

・においてもそのときの現状
げんじょう

・）を市
し

・として(具体的
ぐ た い て き

・にはーースワー 

ーさんでしょうか?）きちんと把握
は あ く

していただくことが一番
いちばん

もとになると考
かんが

えます。 

19.2 30.8 38.5 7.7 3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=26)

問１－２ 「障害者（児）～」施策

バリアフリーの整備 保育 療育 教育の充実

自然災害（災害時の支援体制等） 感染症対策

無回答 合計



近
ちか

・いうちに起
お

・こると言
い

・われている南海
なんかい

・トラフや近年
きんねん

・の異常
いじょう

・な気象
きし ょ う

・。万
まん

・が一
いち

・でも避難所
ひ な ん じ ょ

・に行
い

・く

選択肢
せ ん た く し

・がない。（無理
む り

・）大
おお

・きな声出
こ え だ

・したりすることもあり、今
いま

・でも気兼
き が

・ねしてラポール以外
い が い

・はな

かなか行
い

く気
き

にならない。 

そのラポールが過
す

ごしにくい環境
かんきょう

です。 

この猛暑
も う しょ

・ではルルーーと散歩
さ ん ぽ

・もできず、人混
ひ と ご

・みが苦手
に が て

・な人
ひと

・は行
い

・き場所
ば し ょ

・がない。ラポールの

会議室
か い ぎ し つ

1 つを開放
かいほう

してプレイルームみたいなものが欲
ほ

しい（居場所
い ば し ょ

） 

学校
がっこう

の先生
せんせい

の特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

に関
かん

する知識
ち し き

や意識
い し き

が低
ひく

い方
かた

や、そのレベルがバラバラで、教師
き ょ う し

が変
か

・わる度
ど

・にきちんと引
ひ

・き継
つ

・ぎされていない。障害
しょうがい

当事者
と う じ し ゃ

・やその保護者
ほ ご し ゃ

・などの話
はなし

・を聞
き

・く機会
き か い

を大阪府
おお さかふ

ペアレントメンター等
と う

を使
つか

って、目
め

の前
まえ

の生徒
せ い と

への支援
し え ん

について考
かんが

えてほしいです。 

不登校
ふ と う こ う

・にならないと利用
り よ う

・できない等
など

・、機関
き か ん

・や施設
し せ つ

・があっても融通
ゆうずう

・が効
き

・かなかったり、その存在
そんざい

が知
し

・られていなかったりするので、市
し

・は広報
こうほう

・や保護者
ほ ご し ゃ

・への周知
しゅうち

・をもっと考
かんが

・えてほしいと思
おも

・いま

す。 

まだまだバリアフリーの整備
せ い び

が充分
じゅうぶん

であるとは言
い

い難
かた

いです。 

それぞれの子供
こ ど も

さんのニーズに合
あ

った保育
ほ い く

、療育
りょういく

、教育
きょういく

を要望
ようぼう

します。 

スーーー、コンビニなどで聞
き

・こえにくい人
ひと

・のためにできることを啓発
けいはつ

・してほしい。簡単
かんたん

・な絵
え

・の

表示
ひょうじ

やすぐに筆談
ひつだん

など 

インクルーシブ教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

を。 

・手話
し ゅ わ

で挨拶
あいさつ

はできても会話
か い わ

にならない。もっと手話
し ゅ わ

講習会
こうしゅうかい

のレベルアップを。 

・単独
たんどく

で乗車
じょうしゃ

する場合
ば あ い

、片道
かたみち

101 キロ以上
いじょう

で 5割引
わりびき

 

ろう者
しゃ

はほとんど単独
たんどく

行動
こうどう

なので 101 キロ以上
いじょう

の制限
せいげん

があると、実態
じったい

として割引
わりびき

制度
せ い ど

は意味
い み

をなさない。 

高速
こ う そ く

道路
ど う ろ

割引
わりびき

は、レンタ ーや知人
ちじん

の車
くるま

であっても利用
り よ う

できる。 

JR や私鉄
し て つ

もバリアフリー化
か

に向
む

けて 101 キロ以上
いじょう

の制限
せいげん

を撤廃
てっぱい

すべき時期
じ き

になっている。 

・コミニューーションのバリアがなくなるよ障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

に合
あ

わせての施策
し さ く

を望
のぞ

む 

・誰
だれ

もがわかるツールの活用化
か つ よ う か

 



：医療的
いりょうてき

ーアの必要
ひつよう

な高齢者
こうれいしゃ

や障害児者
しょうがいじしゃ

への対応
たいおう

 

：枚方市
ひ ら か た し

災害
さいがい

医療
いりょう

対策
たいさく

議会
ぎ か い

の中
なか

で福祉
ふ く し

専門家
せん も ん か

同士
ど う し

が協力
きょうりょく

して、福祉
ふ く し

と防災
ぼうさい

の一体化
い っ た い か

 

：2021年
ねん

5月
がつ

の改正
かいせい

災害
さいがい

対策
たいさく

基本法
き ほ ん ほ う

が施行
し こ う

され災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

方法
ほうほう

を事前
じ ぜ ん

に決
き

める 

：個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

の作成
さくせい

が市町村
しちょうそん

の努力
どり ょ く

義務
ぎ む

となりましたが、枚方市
ひ ら か た し

として義務化
ぎ む か

 

：避難所
ひ な ん じ ょ

・となるところの環境
かんきょう

整備
せ い び

・を災害
さいがい

時
じ

並
なら

・べない人
ひと

・も、自治体
じ ち た い

・や大
おお

・きな施設
し せ つ

・の多
おお

・くは、避難
ひ な ん

計画
けいかく

に「弱者
じゃくしゃ

への配慮
はいりょ

」を盛
も

り込
こ

み、具体的
ぐ た い て き

な手順
てじゅん

を定
さだ

めること 

：混乱
こんらん

時
じ

・でも一人
ひとり

・ひとりのニーズに応
おう

・じた支援
し え ん

体制
たいせい

・や配慮
はいりょ

・が必要
ひつよう

・である。障害者
しょうがいしゃ

・は避
ひ

難所
なんしょ

・で

の生活
せいかつ

・は困難
こんなん

・で、健康面
けんこうめん

・での影響
えいきょう

・も大
おお

・きく「他
た

人
にん

・に迷惑
めいわく

・をかける」と自宅
じ た く

・に引
ひ

・き返
かえ

・す声
こえ

・も多
おお

く、ルール作
づく

りが必要
ひつよう

。開設
かいせつ

場所
ば し ょ

など周知
しゅうち

が不十分
ふじゅうぶん

で気
き

がつかない方
ほう

が多
おお

い。 

 

問
とい

１－３ 「安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるサービスの確保
か く ほ

と提供
ていきょう

」で特
とく

に取
と

り組
く

むべ

き施策
し さ く

（〇
まる

は１つ） 

「障害
しょうがい

はニーズに応
おう

はじた対応
たいおう

は」（42.3％）、「福祉
ふ く し

はサービス提供
ていきょう

体制
たいせい

はの充実
じゅうじつ

はと質
しつ

はの

向上
こうじょう

」（38.5％）、「保健
ほ け ん

 医療
いりょう

との連携
れんけい

」（15.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

■団体
だんたい

の意見
い け ん

 

問
とい

１－３ 「安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるサービスの確保
か く ほ

と提供
ていきょう

」施策
し さ く

についての意見
い け ん

 

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

に際
さい

して、現在
げんざい

、枚方市
ひ ら か た し

においては「計画
けいかく

相談
そうだん

」の利用
り よ う

が極
きわ

めて困難
こんなん

な

状況
じょうきょう

にあります。この状況
じょうきょう

を改善
かいぜん

していただきたいです。 

日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の製品
せいひん

項目
こ う も く

と限度
げ ん ど

額
がく

や貸与
た い よ

年数
ねんすう

の見直
み な お

しをお願
ねが

いしたい。 

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の会員
かいいん

としては、保健
ほ け ん

、医療
いりょう

は重要
じゅうよう

と思
おも

っています。本会
ほんかい

では会員
かいいん

様
さま

にアンーートを

時々
ときどき

して、回答
かいとう

をもらっています。ーーキンソン病
びょう

の会員
かいいん

様
さま

にも、保健所
ほ け ん し ょ

から連絡
れんらく

をされてい

ますか。私
わたし

は代表
だいひょう

ですが、ーーキンソン病
びょう

ではありません。 

働
はたら

き場所
ば し ょ

も充実
じゅうじつ

。 

障害
しょうがい

のニーズを引
ひ

き出
だ

す力
ちから

が必要
ひつよう

 

聞
き

こえない障害
しょうがい

は多種多様
た し ゅ た よ う

であり、当事者
と う じ し ゃ

に合
あ

わせたサービスの提供
ていきょう

をお願
ねが

いしたい。 

38.5 42.3 15.4 3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=26)

問１－３ 「安心～」施策

福祉サービス提供体制の充実と質の向上

多様なコミュニケーション

障害ニーズに応じた対応

保健 医療との連携

無回答

合計



障害
しょうがい

のニーズに合
あ

わせた配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

である。教育
きょういく

の現場
げ ん ば

その子
こ

のレベルに合
あ

わせて、療育
りょういく

の必要
ひつよう

な子
こ

には療育
りょういく

の充実
じゅうじつ

、医療
いりょう

ーアの必要
ひつよう

な子
こ

に医療
いりょう

ーアの充実
じゅうじつ

を求
もと

めます。 

障害
しょうがい

ニーズに応
おう

じた対応
たいおう

もしてほしいですが、福祉
ふ く し

サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

に期待
き た い

します。

専門的
せんもんてき

な知識
ち し き

を学
まな

ぶ機会
き か い

を提
てい

供
きょう

していただきたいと思
おも

います。相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

の周知
しゅうち

、利用
り よ う

しやすい環境
かんきょう

も希望
き ぼ う

します。介護
か い ご

福祉
ふ く し

におけるーアマネージャーのような方
ほう

が、学校
がっこう

、事務所
じ む し ょ

等
と う

のつなぎ役
やく

になれば親
おや

の負担
ふ た ん

も減
へ

るのでは?と思
おも

います。 

実際
じっさい

に最近
さいきん

経験
けいけん

した話
はなし

として、利用中
りようちゅう

の方
かた

で 1事業所
じぎょう しょ

より、5月
がつ

末
まつ

のお昼
ひる

ごろにいきなり

明日
あ す

6時
じ

1日
ひ

より事業
じぎょう

を閉
し

め休止
きゅうし

しますとのメール連絡
れんらく

が入
い

り、突然
とつぜん

翌日
よくじつ

から使用
し よ う

できなく

なった。すぐに計画
けいかく

、相談
そうだん

支援
し え ん

を計画
けいかく

している事業所
じぎょう しょ

より、市
し

役所
やくしょ

にどうにかならないのか、

市
し

役所
やくしょ

としては何
なに

か対応
たいおう

してもらえないか、と問
と

い合
あ

わせを入
い

れてもらったが、事業所
じぎょう しょ

より

閉所
へいしょ

の申請
しんせい

を行
おこな

っていないため、常識
じょうしき

に考
かんが

えてこの対応
たいおう

はありえない。との考
かんが

えに共感
きょうかん

は

するものの、私
わたし

からの指導
し ど う

の対象
たいしょう

になる、との見解
けんかい

があった。 

親子
お や こ

ともに不安
ふ あ ん

の日々
ひ び

を送
おく

り、対応
たいおう

すべく精神的
せいしんてき

にかなり疲弊
ひ へ い

すると言
い

う経験
けいけん

をした。事業所
じぎょう しょ

に対
たい

して、事前
じ ぜ ん

通告
つうこく

なくて閉所
へいしょ

をすることを、決
き

めることなく、突然
とつぜん

時間的
じ か ん て き

余裕
よ ゆ う

もなく、利用者
り よ う し ゃ

を無責任
む せ き に ん

に放
ほう

り出
だ

すことなどを、厳
きび

しく監視
か ん し

する、もしくは基準
きじゅん

が行
い

った際
さい

に対応
たいおう

するための

ルール作
づく

り等
など

をお願
ねが

いしたい。 

他
ほか

に、 

・日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

の事業所
じぎょう しょ

の充実
じゅうじつ

 

・放課後
ほ う か ご

等
と う

デイサービスで年代
ねんだい

別
べつ

の特色
とくしょく

を活
い

かした事業所
じぎょう しょ

があるとありがたい 

（近隣
きんりん

の他市
た し

にはあるが枚方市
ひ ら か た し

には中高
ちゅうこう

生
せい

向
む

け、もしくは就労
しゅうろう

準備型
じゅんびがた

のデイのような事業所
じぎょう しょ

が少
すく

ない） 

・福祉
ふ く し

専攻科
せ ん こ う か

事業所
じぎょう しょ

の充実
じゅうじつ

 

孤立化
こ り つ か

を防
ふせ

ぐための居場
い ば

所
し ょ

づくり 

（高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

の症状
しょうじょう

は幅広
はばひろ

く居場所
い ば し ょ

に困
こま

っている人
ひと

も多
おお

い） 

現在
げんざい

の特
と く

定健康診査
て いけん こ う し ん さ

の制度
せ い ど

になる以前
い ぜ ん

は作業所
さぎょうじょ

として(利用者
り よ う し ゃ

、スタッフ 20名
めい

位
くらい

）保健
ほ け ん

セ

ンターで健康
けんこう

診断
しんだん

をやってもらい、結果
け っ か

に基
もと

づいて保健師
ほ け ん し

さんが作業所
さぎょうしょ

に出向
で む

いて保健
ほ け ん

指導
し ど う

してくださり、受診
じゅしん

につなげたり、経過
け い か

を見守
み ま も

って下
くだ

さったり、いろいろ相談
そうだん

に乗
の

ってくだ

さったりして、大変
たいへん

心強
こころづよ

かったです。そのような制度
せ い ど

なり体制
たいせい

がまた復活
ふっかつ

することを望
のぞ

みます。 

軽度
け い ど

の人
ひと

は比較的
ひ か く て き

選択肢
せ ん た く し

ありますが、最重度
さいじゅうど

の人
ひと

は選択肢
せ ん た く し

が全
まった

くない。 

ニーズはあるのに、体制
たいせい

や受
う

け入
い

れが（細
こま

かい？）整
ととの

っていません。最重度
さいじゅうど

の人
ひと

の方
ほう

がサー

ビス必要
ひつよう

なのに。 

ルルーーさんを増
ふ

やしてほしい。 



さまざまに障害
しょうがい

に適
てき

したサービスを要望
ようぼう

します。 

・保健
ほ け ん

、医療
いりょう

、関係者
かんけいしゃ

と手話
し ゅ わ

で話
はな

せない。筆談
ひつだん

だと、ろう者
しゃ

が言
い

いたいことを上手
じょうず

に書
か

けず、

話
はなし

が正
ただ

しく伝
つた

わらない。 

・デイサービス、ショートステイなどの利用
り よ う

時
じ

も手話通
し ゅ わ つ う

訳者
やくしゃ

を準備
じゅんび

してほしい。 

・施設
し せ つ

職員
しょくいん

のための手話
し ゅ わ

講座
こ う ざ

を作
つく

るべきだ。 

「障害者
しょうがいしゃ

医療費
い り ょ う ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

について現行
げんこう

の制度
せ い ど

を継続
けいぞく

」を願
ねが

い守
まも

るため、関係
かんけい

団体
だんたい

を通
つう

じて

毎年
まいとし

1回
かい

国会
こっかい

請願
せいがん

、府
ふ

議会
ぎ か い

請願
せいがん

、署名
しょめい

活動
かつどう

と枚方市
ひ ら か た し

への要望書
ようぼうしょ

提出
ていしゅつ

活動
かつどう

を行
おこな

っています。 

年々
ねんねん

、医療費
い り ょ う ひ

、自己
じ こ

負担
ふ た ん

が増加
ぞ う か

してきています。これ以上
いじょう

の負担
ふ た ん

が増
ふ

えないことを切
せつ

に願
ねが

い

ます。 

 

問
とい

１－４ ４「自分
じ ぶ ん

らしい生
い

き方
かた

を見
み

つける・選
くら

ぶ」特
とく

に取
と

り組
く

むべき施策
し さ く

４（〇
まる

は１つ） 

「多様
た よ う

な変化
へ ん か

に対応
たいおう

した社会
しゃかい

参加
さ ん か

」（26.9％）、「就労
しゅうろう

に関
かん

する相談
そうだん

支援
し え ん

」（19.2％）、

「就労
しゅうろう

に向
む

けた支援
し え ん

」（11.5％）、文化
ぶ ん か

は 芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

への支援
し え ん

」（11.5％）、「スポーツ 

レクリエーション活動
かつどう

への支援
し え ん

」（11.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.5 

19.2 

0.0 

3.8 

11.5 

11.5 

26.9 

3.8 

11.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労に向けた支援

就労に関する相談支援

工賃向上に向けた支援

生涯学習の推進

文化 芸術活動への支援

スポーツ レクリエーション活動への支援

多様な変化に対応した社会参加

先進技術による支援ツールの活用

無回答

問１－４ 「自分らしい～」施策



■団体
だんたい

の意見
い け ん

 

問
とい

１－４ 「自分
じ ぶ ん

らしい生
い

き方
かた

を見
み

つける・選
えら

ぶ」施策
し さ く

についての意見
い け ん

 

卒業後
そつぎょうご

の就労
しゅうろう

に向
む

けた支援
し え ん

は大事
だ い じ

なことで、一人
ひとり

ひとりの個性
こ せ い

を生
い

かした取
と

り組
く

みが必要
ひつよう

です。 

障害
しょうがい

に理解
り か い

のある職場
しょ くば

を増
ふ

やしてほしい。 

障害
しょうがい

があってもできることは多
おお

いと思
おも

う。雇用
こ よ う

主
ぬし

の理解
り か い

と配慮
はいりょ

でできる。 

最重度
さいじゅうど

の人
ひと

が参加
さ ん か

しやすい余暇
よ か

活動
かつどう

や障害
しょうがい

の人
ひと

に寄
よ

り添
そ

えるような社会
しゃかい

参加
さ ん か

や周
まわ

りの

理解
り か い

への啓発
けいはつ

など。 

高校
こ う こ う

を卒業
そつぎょう

して児童
じ ど う

デイサービスが終了
しゅうりょう

すると、計画
けいかく

相談
そうだん

を受
う

けることもできなくなり、支援
し え ん

が届
とど

きません。就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

のことを知
し

ることができない人
ひと

もたくさんいます。 

大学
だいがく

の就職課
しゅうしょくか

に行
い

けば理解
り か い

はありますが、アドバイスをくれるだけで、実際就
じっさいしゅう

活
かつ

を進
すす

めていく

のは難
むつか

しいです。 

当団体
とうだんたい

で、発達
はったつ

障害
しょうがい

に特化
と っ か

した就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょう しょ

の方
かた

に来
き

てもらって講演会
こうえんかい

をしたり、

紹介
しょうかい

などをしたことで繋
つな

がった方
かた

もいますが、ぜひ市
し

でもこのような情報
じょうほう

提供
ていきょう

や企画
き か く

をして

ほしいです。 

義務
ぎ む

教育
きょういく

を終了
しゅうりょう

すると障害者
しょうがいしゃ

はーースワー ーから離
はな

れ、各事業所
かくじぎょうしょ

が個
こ

人
じん

個
こ

人
じん

を見
み

ていく

状況
じょうきょう

になっている。 

保護者
ほ ご し ゃ

や本
ほん

人
にん

に”嫌
いや

ならやめる”のではなく、続
つづ

けていく、目標
もくひょう

を持
も

って努力
どり ょ く

していく姿勢
し せ い

が

なくなっているように思
おも

う。 

既存
き そ ん

のサービスを当
あ

てはめる（いやな表現
ひょうげん

ですが）、つなげる、選択
せんたく

するだけでなく、自由
じ ゆ う

な

発想
はっそう

を当事者
と う じ し ゃ

の皆
みな

さんが持
も

てるよう、支援
し え ん

する側
がわ

も枠
わく

を取
と

り払
はら

う必要
ひつよう

があるように思
おも

います。

支援者
し え ん し ゃ

も、気楽
き ら く

に発想
はっそう

できるような自由
じ ゆ う

さが欲
ほ

しい。 

もっと、文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

への支援
し え ん

をお願
ねが

いします。 

スマートフォン使用
し よ う

の視覚
し か く

障害
しょうがい

者
しゃ

向
む

けの研修会
けんしゅうかい

を継続的
けいぞくてき

に開
かい

催
さい

してほしい。 

スポーツをする体力
たいりょく

は会員
かいいん

にはありません。レクリエーション程度
て い ど

の活動
かつどう

支援
し え ん

があると大変
たいへん

助
たす

かります。 

卓球
たっきゅう

をされているーーキンソン病
びょう

の会
かい

もあります。 

就職
しゅうしょく

一致
い っ ち

も様々
さまざま

な問題
もんだい

が起
お

きたときの支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

をお願
ねが

いしたいです。 

この障害
しょうがい

に対
たい

する企業側
きぎょうがわ

、他
ほか

の従業員
じゅうぎょういん

の認知度
に ん ち ど

が低
ひく

いことから離職率
り し ょ く りつ

が高
たか

いと思
おも

われる。 

理解
り か い

していた上司
じ ょ う し

が転勤
てんきん

、転籍
てんせき

より居
い

ずらくなった例
れい

も多
おお

いのではないか。（認知度
に ん ち ど

が低
ひく

い

ことによるもので企業側
きぎょうがわ

を単
たん

に責
せ

めている訳
わけ

ではない） 



・ 市
し

の出前
で ま え

講座
こ う ざ

を頼
たの

むと、手話通
し ゅ わ つ う

訳者
やくしゃ

は主催者
しゅさいしゃ

が用意
よ う い

するとのルール。これは明確
めいかく

なろう

者
しゃ

差別
さ べ つ

です。 

・ 市
し

職員
しょくいん

が手話
し ゅ わ

できなければ、手話
し ゅ わ

のできる職員
しょくいん

を帯同
たいどう

すべきだ。 

・ IT技術
ぎじゅつ

も日々
ひ び

進歩
し ん ぽ

しており、障害者
しょうがいしゃ

に合
あ

わせた柔軟
じゅうなん

な取
と

り組
く

みを望
のぞ

む 

・自動
じ ど う

文字化
も じ か

、手話化
し ゅ わ か

等
ｎso

 

 

  



問
とい

１－５ 「身近
み じ か

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充実
じゅうじつ

ときめ細
こま

やかな情報
じょうほう

提供
ていきょう

」特
とく

に取
と

り組
く

むべき施策
し さ く

（〇
まる

は１つ） 

相談
そうだん

は 支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

ときめ細
こま

やかな情報
じょうほう

提供
ていきょう

」（73.1％）、「関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

による支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

」（23.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

73.1 23.1 3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=26)

問１－５ 「身近～」施策

相談 支援体制の充実ときめ細やかな情報提供

関係機関との連携による支援の充実

無回答



■団体
だんたい

の意見
い け ん

 

問
とい

１－５ 「身近
み じ か

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充実
じゅうじつ

ときめ細
こま

やかな情報
じょうほう

提供
ていきょう

」施策
し さ く

についての意見
い け ん

 

枚方市
ひ ら か た し

は保護者
ほ ご し ゃ

によるセルフプラン作成
さくせい

を可
か

としているが、児童
じ ど う

のうちから生涯
しょうがい

に渡
わた

って

支援
し え ん

が連携
れんけい

していくためには、障害児
しょうがいじ

の計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

が必要
ひつよう

。実際
じっさい

に障害
しょうがい

相談
そうだん

を看板
かんばん

に掲
かか

げていても実施
じ っ し

されていない事業所
じぎょう しょ

もあり、児童
じ ど う

から相談
そうだん

できる人
ひと

や機関
き か ん

をもっと増
ふ

やして

いかないと、問題
もんだい

が起
お

こってから路頭
ろ と う

に迷
まよ

う本
ほん

人
にん

や家族
か ぞ く

を減
へ

らすことなどできないと思
おも

いま

す。 

難病
なんびょう

の会
かい

会員
かいいん

のため、会員
かいいん

は不安
ふ あ ん

を持
も

っていると思
おも

われます。しかし、会員
かいいん

の能力
のうりょく

では適切
てきせつ

に回答
かいとう

できない。 

相談
そうだん

に行
い

っても、一覧表
いちらんひょう

を渡
わた

されるだけ 

もっときめ細
こま

かいサポートが欲
ほ

しい。（施設側
し せつがわ

と交渉
こうしょう

 間
あいだ

に入
はい

って入
はい

ってくれるなど） 

相談
そうだん

・支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

ときめ細
こま

かな情報
じょうほう

提供
ていきょう

を希望
き ぼ う

します。 

手話
し ゅ わ

で話
はな

せる職員
しょくいん

が必要
ひつよう

だ。手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

も大切
たいせつ

だが、本来
ほんらい

は直接
ちょくせつ

相談者
そうだんしゃ

と手話
し ゅ わ

で話
はな

せる

体制
たいせい

を作
つく

って欲
ほ

しい。 

私
わたし

たちは毎年
まいとし

、自治体
じ ち た い

要望
ようぼう

を兼
か

ねた活動
かつどう

をしておりますので、今後
こ ん ご

も情報
じょうほう

提供
ていきょう

等
など

よろしくお

願
ねが

いいたします。 

公的
こうてき

相談
そうだん

支援
し え ん

窓口
まどぐち

、相談
そうだん

支援
し え ん

施設
し せ つ

、医療
いりょう

機関
き か ん

、就業
しゅうぎょう

支援
し え ん

施設
し せ つ

、地域
ち い き

、当事者
と う じ し ゃ

家族会
か ぞ く か い

等
など

の

連携
れんけい

が必要
ひつよう

と考
かんが

えます。 

現在
げんざい

多種多様
た し ゅ た よ う

な考
かんが

えがありまた、相談
そうだん

機関
き か ん

がどのくらいの資源
し げ ん

を持
も

ち各
かく

関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

による支援
し え ん

に繋
つな

がるのか、相談
そうだん

機関
き か ん

の強化
きょうか

 

ピア ウンセラーの養成
ようせい

等
など

、手話
し ゅ わ

で相談
そうだん

できるスキルを持
も

った相談員
そうだんいん

がいて、気軽
き が る

に相談
そうだん

で

きる場所
ば し ょ

を増
ふ

やしてほしい。 

できることに限
かぎ

りがある「関係
かんけい

機関
き か ん

」が連携
れんけい

しても。必
かなら

ずしも問題
もんだい

解決
かいけつ

につながらないーー

スをたくさん経験
けいけん

しています。その時核
ときかく

になる人
ひと

（ーースワー ー？）が必要
ひつよう

です。個々
こ こ

が対応
たいおう

していくのは無理
む り

です。 

ショートステイ利用
り よ う

など緊急
きんきゅう

時
じ

にも対応
たいおう

できる施設
し せ つ

を作
つく

っていただきたいです。 

きめ細
こま

やかな情報
じょうほう

提供
ていきょう

が視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

にはまだまだ不十分
ふじゅうぶん

だと感
かん

じている。 

 

 

  



質
しつ

 問
とい

 ２（自由
じ ゆ う

意見
い け ん

） 

質問
しつもん

A 人
じん

材
ざい

の確保
か く ほ

 

質問
しつもん

A 人
じん

材
ざい

の確保
か く ほ

 

福祉
ふ く し

学科
が っ か

や美術
びじゅつ

系
けい

の大学生
だいがくせい

等
と う

、若
わか

い活気
か っ き

のあるボランティアを市
し

が派遣
は け ん

して頂
いただ

き、作業
さぎょう

所内
じょない

の活性化
か っ せい か

をはかるとともに新鮮
しんせん

なアイデア等
と う

の助言
じょげん

を頂
いただ

きたいです。 

大阪府
おお さかふ

の全身性
ぜんしんせい

ガイドの講習
こうしゅう

を実施
じ っ し

しています。また、求人
きゅうじん

に応募
お う ぼ

してくださった方
かた

に向
む

け

て、よりその方
かた

のニーズや条件
じょうけん

に合
あ

った求人
きゅうじん

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

をすることはあります。 

人
じん

材
ざい

の確保
か く ほ

よりさらに育成
いくせい

が課題
か だ い

です。通常
つうじょう

勤務
き ん む

のみでもキャーシティーオーバーで、学
まな

ぶ

機会
き か い

を作
つく

り出
だ

すことが非常
ひじょう

に難
むずか

しい。 

体
からだ

移動
い ど う

、転倒
てんとう

のリスクが高
たか

い○病
びょう

なので、外出
がいしゅつ

時
じ

のサポート（支援
し え ん

）を希望
き ぼ う

しているが、

有償
ゆうしょう

ボランティアならかろうじて接点
せってん

がもてたが、基本的
き ほ ん て き

に無償
むしょう

で支援
し え ん

してくれる人
じん

材
ざい

が欲
ほ

しい。希望
き ぼ う

する人
じん

材
ざい

の確保
か く ほ

は全
まった

く見通
み と お

しがたっていない。 

障害
しょうがい

の人
ひと

たちを理解
り か い

してもらったり、現状
げんじょう

を知
し

ってもらったり、物心
ものごころ

つく前
まえ

から障害
しょうがい

の人
ひと

たち

が身近
み じ か

な環境
かんきょう

を作
つく

ることが大事
だ い じ

。（経験上
けいけんじょう

）大人
お と な

になってからでは固定
こ て い

観念
かんねん

あり難
むずか

しい。あ

たり前
まえ

（みんな違
ちが

って）の教育
きょういく

。 

取組
と り く

み→手話
し ゅ わ

講習会
こうしゅうかい

等
など

での手話
し ゅ わ

で指導
し ど う

できるろう者
しゃ

の育成
いくせい

 

課題
か だ い

→手話
し ゅ わ

は言語
げ ん ご

であり、指導者
し ど う し ゃ

育成
いくせい

には長期
ちょうき

展望
てんぼう

が必要
ひつよう

。市
し

の継続的
けいぞくてき

支援
し え ん

、理解
り か い

が

必要
ひつよう

。 

事務所
じ む し ょ

職員
しょくいん

の維持
い じ

、確保
か く ほ

 

私
わたし

自身
じ し ん

児童
じ ど う

福祉
ふ く し

の分野
ぶ ん や

で働
はたら

いていますが、子
こ

どもを預
あず

かっていただける時間内
じ か ん な い

になります

（知的
ち て き

障害
しょうがい

が重度
じゅうど

で、一人
ひとり

でのお留守
る す

番
ばん

等
など

は難
むつか

しい。）。 

放課後
ほ う か ご

等
と う

デイサービスの預
あず

かり時間
じ か ん

が短
みじか

くなっており、働
はたら

きたいのに時間
じ か ん

がという声
こえ

を時々
ときどき

聞
き

きます。 

高齢化
こ う れ い か

社会
しゃかい

の中
なか

で、何処
ど こ

もが人
じん

材
ざい

不足
ぶ そ く

で悩
なや

んでいるところです。 

会員
かいいん

の高齢化
こ う れ い か

が進
すす

み、基礎
き そ

体力
たいりょく

が低
ひく

くなり、運動
うんどう

しないと難病
なんびょう

が進行
しんこう

するので、次第
し だ い

に

出席者
しゅっせきしゃ

が減少
げんしょう

する。早
はや

く病気
びょうき

を発見
はっけん

し運動
うんどう

と薬
くすり

を飲
の

めば治
なお

るので若
わか

い会員
かいいん

を募集
ぼしゅう

してい

る。 

会員
かいいん

の拡
かく

大
だい

及
およ

び病院
びょういん

に関
かん

する学習会
がくしゅうかい

を行
おこな

う事
こと

により、意識
い し き

改革
かいかく

と社会
しゃかい

生活
せいかつ

への参加
さ ん か

を促
うなが

している。交流
こうりゅう

施設
し せ つ

として利用
り よ う

している「ラポール枚方
ひらかた

」の整備
せ い び

と駐
ちゅう

車場
しゃじょう

確保
か く ほ

。 

わが団体
だんたい

は障害
しょうがい

が顕在化
け ん ざい か

するのが 50代
だい

以上
いじょう

と高齢
こうれい

のため、役員
やくいん

のなり手不足
て ぶ そ く

と高齢化
こ う れ い か

が

問題
もんだい

。 



ボランティアで支援
し え ん

、協力
きょうりょく

頂
いただ

く方
かた

が増
ふ

えているが、交通費
こ う つ う ひ

すら支給
しきゅう

できない状況
じょうきょう

(家族
か ぞ く

年
ねん

2000円
えん

の会費
か い ひ

では、室料
しつりょう

、通信費
つ う し ん ひ

、消耗品費
しょうもうひんひ

、役員
やくいん

の交通費
こ う つ う ひ

等
と う

の経費
け い ひ

負担
ふ た ん

が限度
げ ん ど

（社協
しゃきょう

からの交付
こ う ふ

金
きん

で継続
けいぞく

できている現状
げんじょう

で先
さき

行
ゆ

きに懸念
け ね ん

) 

本会
ほんかい

は当事者
と う じ し ゃ

の支援
し え ん

などを担
にな

う人
じん

材
ざい

を確保
か く ほ

するために、他
た

団体
だんたい

、わかちあう会
かい

、ふきのとう

の会
かい

との連携
れんけい

を話
はな

し合
あ

っている。 

質問
しつもん

B 支援
し く ん

の届
とど

きにくい人
ひと

たちの把握
は あ く

 

質問
しつもん

B 支援
し え ん

の届
とど

きにくい人
ひと

 

難病
なんびょう

の病気
びょうき

について理解
り か い

してもらえる様
よう

に講習会
こうしゅうかい

などを企画
き か く

している。 

当事業所
と う じぎょ うし ょ

だけのつながりだけでは支援
し え ん

が届
とど

かないことは明白
めいはく

です。いかに他
ほか

の団体
だんたい

、

自治会
じ ち か い

、関係
かんけい

機関
き か ん

とのつながりを持
も

っているかが ギとなるように思
おも

います。そして、相談員
そうだんいん

自身
じ し ん

が出
で

かけて、顔
かお

の見
み

える関係
かんけい

づくりを心
こころ

がけることも必要
ひつよう

と思
おも

います。 

まず、依存症
いぞんしょう

や引
ひ

きこもりが何
なに

がか。実例
じつれい

を含
ふく

めて、私達
わたしたち

相談員
そうだんいん

が知
し

ることができる場
ば

、

機会
き か い

が欲
ほ

しい。外
がい

からは分
わ

かりづらい方々
かたがた

です。知
し

らずして何
なに

をしたらよいか自覚
じ か く

がわかな

い。 

地域
ち い き

や個々
こ こ

の資質
し し つ

でバラつきのある民生
みんせい

委員
い い ん

さんが然
しか

るべき役割
やくわり

を果
は

たすことが必要
ひつよう

だと

思
おも

います。こんな重要
じゅうよう

な仕事
し ご と

を担
にな

っているのに無償
むしょう

というの問題
もんだい

だと思
おも

います。 

地域
ち い き

の民生
みんせい

児童
じ ど う

委員
い い ん

さんと連携
れんけい

していく。 

成人
せいじん

の引
ひ

きこもりの方
かた

の中
なか

には不登校
ふ と う こ う

から引
ひ

きこもりへ移行
い こ う

するーースやアスペルガーや

高機能
こ う き の う

自閉症
じへいしょう

の割合
わりあい

も多
おお

いと思
おも

いますので、学校
がっこう

の協力
きょうりょく

を得
え

て、不登校
ふ と う こ う

や不登校気味
ふ と う こ う ぎ み

の

方
かた

、アスペルガーや高機能
こ う き の う

自閉症
じへいしょう

の方
かた

の追跡
ついせき

調査
ちょうさ

を行
おこな

うなど、教育
きょういく

と福祉
ふ く し

とで連携
れんけい

し情報
じょうほう

共有
きょうゆう

ができるようなシステム作
づく

りがあってもいいのではと思
おも

います。 

また、何
なに

か送
おく

る前
まえ

に小
ちい

さい頃
ころ

からどこかと繋
つな

がられるような、気軽
き が る

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

だと思
おも

います 

取組
と り く

み→ブログ・ＦＢ等
と う

で情報
じょうほう

発信
はっしん

 

課題
か だ い

→災害
さいがい

時
じ

の支援
し え ん

体制
たいせい

（例
れい

：どの避難所
ひ な ん し ょ

に通
つう

訳者
やくしゃ

や文字
も じ

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

が必要
ひつよう

かの把握
は あ く

） 

自治体
じ ち た い

の中
なか

に、高齢者
こうれいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

又
また

、一人
ひとり

暮
く

らしの方々
かたがた

が何処
ど こ

に住
す

んでいるかの調査
ちょうさ

が必要
ひつよう

に思
おも

われます。プライバシー保護
ほ ご

の問題
もんだい

もありますが、命
いのち

を守
まも

ることを考
かんが

えれば、多少
たしょう

の

犠牲
ぎ せ い

を伴
ともな

うことを覚悟
か く ご

しなければなりません。高齢者
こうれいしゃ

医療
いりょう

又
また

障害者
しょうがいしゃ

医療証
いりょうしょう

を市
し

が把握
は あ く

して

いるのであれば、アンーート調査
ちょうさ

ができるのでは。 

現在
げんざい

、ホームページの作成
さくせい

を急
いそ

いでいます。 

やはり、地域
ち い き

レベルで他人
た に ん

に興味
きょうみ

をもつことが大事
だ い じ

。誰
だれ

一人
ひ と り

取
と

り残
のこ

されることのない環境
かんきょう

は

理想
り そ う

。 



ほぼ出来
で き

ていない。例
たと

えば市
し

の広報
こうほう

による障害
しょうがい

の紹介
しょうかい

記事
き じ

の掲載
けいさい

等
など

をお願
ねが

いしたい。支援
し え ん

施設
し せ つ

、就業
しゅうぎょう

支援
し え ん

施設
し せ つ

、医師
い し

との連携
れんけい

が必要
ひつよう

。 

ヒアリング ウンセリングや定期的
て い き て き

な集
つど

いで、話
はな

せる環境
かんきょう

作
づく

り 

ーーキンソン病
びょう

の患者
かんじゃ

が利用
り よ う

できる制度
せ い ど

がある事
こと

も知
し

らない人
ひと

が（本
ほん

人
にん

の家族
か ぞ く

も）が多
おお

い

ので、会
かい

に入
にゅう

会
かい

している方
かた

には、勉強会
べんきょうかい

をしたりサービス提供
ていきょう

する側
がわ

にコンタクトをとって、

支援
し え ん

体制
たいせい

を整
ととの

えてもらえないか。連絡
れんらく

する等
など

。 

 

  



質問
しつもん

C 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
くいきょう

と今後
こ ん ご

の活動
かつどう

の変化
へ ん か

について 

質問
しつもん

C 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影
かげ

 

約
やく

3年間
ねんかん

あまり新型
しんがた

コロナ感染
かんせん

の予防
よ ぼ う

体操
たいそう

対策
たいさく

として自宅
じ た く

待機
た い き

の情報
じょうほう

が出
で

て、外出
がいしゅつ

による

運動
うんどう

療法
りょうほう

ができなくなり、ーーキンソン病
びょう

特有
とくゆう

の運動
うんどう

神経
しんけい

が悪化
あ っ か

して、外出
がいしゅつ

ができなくなっ

た。 

当団体
とうだんたい

は活動
かつどう

できるようになってからは会員
かいいん

さんも集
あつ

まり、話
はな

してほっとすることができていま

す。ラポールひらかたの空調
くうちょう

が故障
こし ょ う

したため、集
あつ

まりにくい状況
じょうきょう

が続
つづ

いています。コロナ

自粛中
じしゅくちゅう

人
ひと

と話
はな

す、交流
こうりゅう

する機会
き か い

が奪
うば

われるのはかなりストレスだったと思
おも

います。 

取組
と り く

み→市
し

の遠隔
えんかく

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

サービスの支援
し え ん

 

課題
か だ い

→各支所
か く し し ょ

等
と う

のタブレットが活用
かつよう

されていない 

主
おも

に活動
かつどう

するラポールひらかたの人
にん

数
すう

制限
せいげん

や部屋
へ や

閉鎖
へ い さ

で、予定
よ て い

の行事
ぎょうじ

が中止
ちゅうし

、またガイド

ルルーーの利用
り よ う

制限
せいげん

で外
そと

に出
で

られなくなり、精神的
せいしんてき

に辛
つら

くなったという会員
かいいん

 

自粛
じ し ゅ く

生活
せいかつ

が長期間
ちょうきかん

だったため、その間
かん

に体力
たいりょく

低下
て い か

、歩行
ほ こ う

困難度
こ ん な ん ど

が悪化
あ っ か

した人
ひと

が多
おお

く、活動
かつどう

に参加
さ ん か

できなくなる人
ひと

が近
ちか

くに居
い

て、集団
しゅうだん

活動
かつどう

がほとんど出来
で き

なくなった。 

私達
わたしたち

透析
とうせき

患者
かんじゃ

は基礎
き そ

疾患
しっかん

を持
も

ち、重症化
じゅうしょうか

しやすい人
ひと

の筆頭
ひっとう

でもあります。５類
るい

に移行
い こ う

するま

では対面
たいめん

活動
かつどう

はほぼ中止
ちゅうし

でした。広報
こうほう

活動
かつどう

が唯一
ゆいいつ

できることですが、それもラポール印刷室
いんさつしつ

利用
り よ う

停止
て い し

の影響
えいきょう

で一時的
い ち じ て き

に何
なに

もできず、会員
かいいん

へのアプローチも減
へ

り、新規
し ん き

会員
かいいん

も見込
み こ

めず

縮小
しゅくしょう

しています。ただ、今年
こ と し

から対面
たいめん

活動
かつどう

も少
すこ

しづつ復活
ふっかつ

しており、元
もと

の活動
かつどう

に戻
もど

りつつあり

ますが、まだまだ感染症
かんせんしょう

は発生
はっせい

しており活動
かつどう

も手探
て さ ぐ

りです。 

三年間
みねんかん

の空白
く う は く

で、障
しょう

がいの重度化
じ ゅ う ど か

（活動
かつどう

場所
ば し ょ

が制限
せいげん

された事
こと

により）と会員
かいいん

の親
おや

の高齢化
こ う れ い か

などで、活動
かつどう

が難
むずか

しくなった。 

マスク社会
しゃかい

になり、人
ひと

と話
はな

すことが減
へ

って話
はなし

が聞
き

き取
と

りにくいので社会
しゃかい

に出
で

づらくなった。 

若
わか

い人
ひと

たちはネット、ＳＮＳなどで活躍
かつやく

。会員
かいいん

が高齢化
こ う れ い か

、活動
かつどう

も減
へ

っている。 

コロナ前
まえ

と考
かんが

えが変化
へ ん か

しているように思
おも

う。（リセットがかかった状態
じょうたい

に感
かん

じる） 

疎遠
そ え ん

になる関係
かんけい

も多
おお

く、活動
かつどう

しにくくなった。 

コロナ感染
かんせん

のため、縮小
しゅくしょう

したプログラムも多
おお

く、地
ち

活
かつ

に来
らい

所
し ょ

される方
かた

も少
すく

なくなっていました。

少
すこ

しづつ状況
じょうきょう

も変化
へ ん か

し、来所
らいしょ

の方々
かたがた

も増
ふ

えプログラムも対策
たいさく

を行
おこな

ったうえ再開
さいかい

や新
あたら

しいこと

にも取
と

り組
く

んでいます。 



３年前
ねんまえ

、医療
いりょう

講演会
こうえんかい

も交
こ う

流会
りゅうかい

も全
すべ

て活動
かつどう

停止
て い し

した。そのため、会
かい

員数
いんすう

がぐっと減
へ

った。 

会員
かいいん

が高齢者
こうれいしゃ

多数
た す う

のため、感染症
かんせんしょう

には気
き

を使
つか

う。これから治療
ちり ょ う

の自己
じ こ

負担
ふ た ん

と、自主的
じ し ゅ て き

な

自宅
じ た く

待機
た い き

をどこまで信用
しんよう

して会合
かいごう

を行
おこな

うか、感染症
かんせんしょう

に注意
ちゅうい

しつつできるだけ通常
つうじょう

に戻
もど

した

い。 

2021年度
ね ん ど

はほぼ 1年
ねん

開催
かいさい

できなかった。 

割合
わりあい

として高齢者
こうれいしゃ

が多
おお

いことから今後
こ ん ご

の感染
かんせん

の動向
どうこう

を懸念
け ね ん

している。 

本会
ほんかい

は関係
かんけい

施設内
し せ つ な い

で長年
ながねん

事業
じぎょう

を営業
えいぎょう

していましたが、コロナによる客足
きゃくあし

の減少
げんしょう

、その他
ほか

諸々
もろもろ

の事情
じ じ ょ う

で、この３月
がつ

で閉店
へいてん

を余儀
よ ぎ

なくされました。事業所
じぎょう しょ

の考
かんが

えもあると思
おも

いますが、

利用者
り よ う し ゃ

にとっては地域
ち い き

との関
かかわ

り、自分
じ ぶ ん

を生
い

かす場所
ば し ょ

を失
うしな

ったと家族会
か ぞ く か い

では思
おも

っています。

今後
こ ん ご

事業
じぎょう

で培
つちか

ったスキルをどの様
よう

に生
い

かせるかが課題
か だ い

と思
おも

っています。 

 

  



その他
た

の意見
い け ん

 

その他
た

ご意見
い け ん

 

他
た

の市
し

を見
み

た時
じ

、市
し

が運営
うんえい

する喫茶業
きっさぎょう

等
と う

、障害者
しょうがいしゃ

が働
はたら

く場所
ば し ょ

を提
てい

供
きょう

しているところが沢山
たくさん

あります。施策
し さ く

基本
き ほ ん

目標
もくひょう

に掲
かか

げられている「市民
し み ん

啓発
けいはつ

及
およ

び地域
ち い き

との交流
こうりゅう

の推進
すいしん

」の意味
い み

合
あ

いからも、市
し

が積極的
せっきょくてき

に活動
かつどう

を援助
えんじょ

し市民
し み ん

との交流
こうりゅう

の場
ば

を設
もう

けるべきと思
おも

います。 

数年前
すうねんまえ

、学校
がっこう

で支援
し え ん

学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

する児童
じ ど う

は普段
ふ だ ん

過
す

ごす学級
がっきゅう

の児童
じ ど う

として ウントされない

と聞
き

きました。人
ひと

として扱
あつか

われないような気分
き ぶ ん

になったと怒
いか

っておられました。私
わたし

も同
おな

じように

思
おも

いました。 

昨年
さくねん

の支援級
しえんきゅう

、通級
つうきゅう

指導
し ど う

。新制度
し ん せ い ど

の件
けん

でも、大混乱
だいこんらん

していました。 

個々
こ こ

が抱
かか

えている問題
もんだい

やニーズに対応
たいおう

しやすい制度
せ い ど

、配慮
はいりょ

があれば、障
しょう

がいのある子
こ

もそう

でない子
こ

も、過
す

ごしやすくなるのではないでしょうか？ 

夏休
なつやす

み期間中
きかんちゅう

は自由
じ ゆ う

になる時間
じ か ん

が短
みじか

く、アンーートの回答
かいとう

期間
き か ん

も短
みじか

かったので、意見
い け ん

があ

るけど時間
じ か ん

がなくて書
か

けない方
ほう

もいらっしゃったかと思
おも

います。アンーート送付
そ う ふ

の時期
じ き

や期間
き か ん

は検討
けんとう

していただきたいと思
おも

います。 

障害者
しょうがいしゃ

が社会
しゃかい

の一員
いちいん

として生活
せいかつ

していくには、今
いま

のような人的
じんてき

、金銭的制度等々
きんせんてきせいどとうとう

、無償
むしょう

支援
し え ん

をあたりまえとする環境
かんきょう

では無理
む り

です。まずは、障害者
しょうがいしゃ

の金銭
きんせん

感覚
かんかく

ですが、例
たと

えば工賃
こうちん

が上
あ

がったとしてもその給料
きゅうりょう

の使
つか

い方
かた

を知
し

らない。一般
いっぱん

人
じん

はそのお金
かね

が好
す

きなものを買
か

い、遊
あそ

び

に行
い

き、創作
そ う さ く

活動
かつどう

をしますが、知的
ち て き

、精神
せいしん

の障害
しょうがい

があってもその感覚
かんかく

を教
おし

えねばならないと思
おも

います。障害者
しょうがいしゃ

やその保護者
ほ ご し ゃ

は支援
し え ん

される立場
た ち ば

だけでなく、消費
しょうひ

する立場
た ち ば

であることを自覚
じ か く

できれば自然
し ぜ ん

に社会
しゃかい

に取
と

り込
こ

める考
かんが

えます。 

縦
たて

の繋
つな

がり横
よこ

と繋
つな

がりをもっと充実
じゅうじつ

させてほしい。現在
げんざい

、重層的
じゅうそうてき

な考
かんが

え方
かた

を進
すす

められていま

すが、期待
き た い

しています。 

市内
し な い

の課題
か だ い

がどうなっているか。今
いま

いる事業所
じぎょう しょ

として求
もと

められる役割
やくわり

を認識
にんしき

し、支援
し え ん

するた

めには、全体像
ぜんたいぞう

を知
し

る機会
き か い

を作
つく

りたいところです。そうでなければ、そのための資金
し き ん

確保
か く ほ

も人
じん

材
ざい

確保
か く ほ

も惰性
だ せ い

になる。課題
か だ い

に取
と

り組
く

む意識
い し き

も生
う

まれない。反省
はんせい

です。 

国
くに

レベルでも、役所
やくしょ

レベルでも当事者
と う じ し ゃ

の声
こえ

を拾
ひろ

ってほしい。 

制度
せ い ど

が一人
ひとり

歩
ある

きして、当事者
と う じ し ゃ

のニーズに合
あ

わないことが多
おお

い。 

何
なに

がなんでもがんじがらめではなく、個々
こ こ

にあったファジーな部分
ぶ ぶ ん

も必要
ひつよう

。 

現在
げんざい

の枚方市
ひ ら か た し

の福祉
ふ く し

サービスの状況
じょうきょう

には、大変
たいへん

不満
ふ ま ん

を持
も

っております。 

この一言
ひとこと

において、アンーート②の回答
かいとう

をさせていただきます。 

会
かい

の役員
やくいん

の高齢化
こ う れ い か

と、財源
ざいげん

不足
ぶ そ く

が課題
か だ い

 



ラポールの予約
よ や く

時
じ

、会館
かいかん

が中止
ちゅうし

になりなったりすると予約
よ や く

のためだけに来館
らいかん

せねばならない

のがコロナ禍
か

の折
おり

、３～４ヶ月
げつ

位
くらい

の予約
よ や く

が一度
い ち ど

に取
と

れると助
たす

かります。 

ーーキンソン病
びょう

はマニュアル通
どお

りには治療
ちり ょ う

しにくい。 

出来
で き

るだけ多
おお

くの患者
かんじゃ

さんの意見
い け ん

が必要
ひつよう

。 

全国
ぜんこく

のーーキンソン病
びょう

友
とも

の会
かい

は会員
かいいん

5000人
にん

集
あつ

まるため、色々
いろいろ

参考
さんこう

になる会員
かいいん

の情報
じょうほう

をー

ソコンや情報紙
じょうほうかみ

で調
しら

べて、役
やく

に立
た

ちそうなら、会員
かいいん

に案内
あんない

をしています。大阪
おおさか

支部
し ぶ

は京都
き ょ う と

大学
だいがく

のＩＰＳ治療
ちり ょ う

を支援
し え ん

している様
さま

です。 

この会
かい

は大阪府
おお さかふ

高
こ う

次
じ

脳機能障
のうきのうしょう

がい地域
ち い き

支援
し え ん

ネットワーク事業
じぎょう

の委託
い た く

事業
じぎょう

である北河内
き た かわ ち

高
こ う

次
じ

脳機能障
のうきのうしょう

がい地域
ち い き

支援
し え ん

ネットワーク事業
じぎょう

(2018年
ねん

3月
がつ

終了
しゅうりょう

)の当事者
と う じ し ゃ

家族会
か ぞ く か い

を継承
けいしょう

した

ものであります。しかし人的
じんてき

、財政的
ざいせいてき

支援
し え ん

がない中
なか

、継続
けいぞく

に懸念
け ね ん

があります。 

現在
げんざい

大阪府
おお さかふ

福祉部
ふ く し ぶ

及
およ

び大阪府障
おおさかふしょう

がい者
しゃ

自立
じ り つ

相談
そうだん

支援
し え ん

センターを中心
ちゅうしん

に「いかにしてこの

障
しょう

がいの理解
り か い

を深
ふか

めるか」の啓発
けいはつ

活動
かつどう

に取組
と り く

んで頂
いただ

いておりますが、各市
か く し

との連携
れんけい

がどう

行
おこな

われているか見
み

えません。 

今回
こんかい

のアンーート調査
ちょうさ

に感謝
かんしゃ

いたします。 

毎年
まいねん

枚方市
ひ ら か た し

に「透析
とうせき

患者
かんじゃ

の医療
いりょう

と暮
く

らしに関
かか

わる要望書
ようぼうしょ

」「大規模
だ い き ぼ

災害
さいがい

発生
はっせい

時
とき

における

透析
とうせき

患者
かんじゃ

の医療
いりょう

の確保
か く ほ

と暮
く

らしに関
かか

わる要望書
ようぼうしょ

」を提出
ていしゅつ

しています。それらを熟考
じゅっこう

して頂
いただ

き、施策
し さ く

を講
こ う

じて頂
いただ

けることを切
せつ

に願
ねが

います。 



・福祉
ふ く し

の手引
て び

きが分
わ

かりづらいです。イラストやチャートの活用
かつよう

でもう少
すこ

し、見
み

やすく読
よ

みやす

くなるとありがたいです。 

 

・知的
ち て き

遅
おく

れのない発達
はったつ

障害
しょうがい

時
とき

が、乳幼児
にゅうようじ

健
けん

診
しん

で発見
はっけん

されない場合
ば あ い

がある。進学後
し ん が く ご

に不登校
ふ と う こ う

など問題
もんだい

が起
お

きてから発覚
はっかく

することが多
おお

い。乳幼児
にゅうようじ

健
けん

診
しん

でも知的
ち て き

遅
おく

れのない発達
はったつ

障害
しょうがい

を

発見
はっけん

できるような対策
たいさく

や、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

などと連携
れんけい

し不登校
ふ と う こ う

などの問題
もんだい

が起
お

きる前
まえ

に早期
そ う き

に

発見
はっけん

するシステムを構築
こ う ち く

してほしい。（保護者
ほ ご し ゃ

から学校
がっこう

の担任
たんにん

へ相談
そうだん

するも、結局
けっきょく

不登校
ふ と う こ う

と

なってから発達
はったつ

障害
しょうがい

と判明
はんめい

するーースがあった） 

 

・発達
はったつ

障害
しょうがい

の診断
しんだん

が下
お

りていなくても、学校
がっこう

がしんどい小
しょう

・中学生
ちゅうがくせい

が、少
しょう

人数
にんずう

で教育
きょういく

が受
う

け

られるような居場所
い ば し ょ

を作
つく

って欲
ほ

しい。学校
がっこう

に居場所
い ば し ょ

がない子供
こ ど も

たちにも、教育
きょういく

を受
う

ける権利
け ん り

があり、その子供
こ ど も

たちへのフォローは十分
じゅうぶん

でないと感
かん

じる。（通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

や支援
し え ん

学級
がっきゅう

の

利用
り よ う

だけでは不十分
ふじゅうぶん

） 

現場
げ ん ば

では民間
みんかん

のフリースクールを利用
り よ う

するのが現実的
げんじつてき

な対応
たいおう

だと思
おも

われるが、フリースクー

ルは月
つき

に３～５万円
まんえん

かかり、費用面
ひ よ う め ん

で利用
り よ う

できない人
ひと

もいる。フリースクールを公費
こ う ひ

で賄
まかな

い、

利用者
り よ う し ゃ

は１割
わり

負担
ふ た ん

にするなどの対策
たいさく

も行
い

って欲
ほ

しい。 

 

・新型
しんがた

コロナウィルス感染
かんせん

が 5類
るい

感染症
かんせんしょう

になり、やっと活動
かつどう

を再開
さいかい

できるようになってきたの

に、主
おも

な活動
かつどう

場所
ば し ょ

であるラポール枚方
ひらかた

の利用
り よ う

はできないことが残念
ざんねん

。また、ラポールの代
か

わり

の場所
ば し ょ

を登
と う

録
ろ く

することになったが、このように市
し

で「障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

」と把握
は あ く

してくれているにも

かかわらず、生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

センターや枚方
ひらかた

総合
そうごう

芸術
げいじゅつ

センター別館
べっかん

の登録
と う ろ く

の際
さい

、改
あらた

めて別々
べつべつ

に

申請
しんせい

し許可
き ょ か

をもらうまでに時間
じ か ん

を費
つい

やしたことが大変
たいへん

でした。一括
いっかつ

したシステムにしてもらえ

るとありがたいと思
おも

いました。 

 

・アンーートに回答
かいとう

するまでの期間
き か ん

が短
みじか

いのでもっと長
なが

くして欲
ほ

しいです。（予告
よ こ く

だけでも助
たす

かります） 

団体
だんたい

なのでスタッフで話
はな

し合
あ

う時間
じ か ん

や、会員
かいいん

さんからの回答
かいとう

をまとめたりと日数
にっすう

が必要
ひつよう

なこと

を理解
り か い

してほしいです。また、手書
て が

きで回答
かいとう

しないで、回答
かいとう

用紙
よ う し

を枚方市
ひ ら か た し

のホームページなど

に PDF で添付
て ん ぷ

してほしいと思
おも

いました。 

・作業所
さぎょうしょ

での人
じん

材
ざい

が不足
ふ そ く

していると感
かん

じる（人
じん

材
ざい

の育成
いくせい

） 

・株式
かぶしき

会社
がいしゃ

の作業所
さぎょ うしょ

は沢山
たくさん

あるが、(自由
じ ゆ う

すぎるやり方
かた

が多
おお

く感
かん

じられる）市
し

でやって頂
いただ

きた

い。 



２ 障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

サービスについて 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの４「不満
ふ ま ん

な点
てん

や利用
り よ う

しけらい点
てん

」「こんなサービスがあれば

よいと思
おも

うこと」「その他
た

の補足
ほ そ く

意見
い け ん

」 

 

①訪問
ほうもん

系
けい

サービス a 不満
ふ ま ん

な点
てん

 

訪問
ほうもん

サービスを受
う

けると看護
か ん ご

職員
しょくいん

のモニタリングがセットされてポイントが上
あ

がり、障害者
しょうがいしゃ

の

負担
ふ た ん

が多
おお

くなる。 

内容的
ないようてき

には話
はな

し相
あい

手
て

程度
て い ど

。 

同行
どうこう

援護
え ん ご

事業
じぎょう

については、ガイドルルーーの現状
げんじょう

が社会
しゃかい

参加
さ ん か

を妨
さまた

げ出
だ

してきた。市民
し み ん

に対
たい

してガイドルルーーの養成
ようせい

の啓発
けいはつ

をお願
ねが

いしたい。 

手話
し ゅ わ

で話
はな

せる職員
しょくいん

が少
すく

ない。 

事業所
じぎょう しょ

が多
おお

すぎ、選択
せんたく

に困
こま

る。 

利用者本
り よ う し ゃ ほ ん

位
くらい

ではないのではないか。 

障害者
しょうがいしゃ

家族
か ぞ く

で親
おや

の支援
し え ん

時間
じ か ん

、子
こ

の支援
し え ん

時間
じ か ん

と決
き

められて食事
し ょ く じ

、支援
し え ん

も別々
べつべつ

と聞
き

きましたが、

トータルな考
かんが

え方
かた

はできないのか？ 

行動
こうどう

援護
え ん ご

の利用
り よ う

が介助者
かいじょしゃ

2名
めい

となっている方
かた

も、支援
し え ん

内容
ないよう

によっては一人
ひ と り

でも可能
か の う

なことが

ある。場面
ば め ん

によって一人
ひ と り

でも可能
か の う

となるような柔軟
じゅうなん

な対応
たいおう

できないのか。 

精神
せいしん

の分類
ぶんるい

（身体
しんたい

なし）で居宅
きょたく

介護
か い ご

（家事
か じ

)）イコール並行
へいこう

援助
えんじょ

は早論
そうろん

。ーースバイーースで

相談
そうだん

したい。 

一人
ひとり

暮
ぐ

らしのろう老
ろう

人
じん

がデイサービスを利用
り よ う

しづらい。 

ルルーー不足
ぶ そ く

（特
と く

に精神
せいしん

）によるものだと思
おも

いますが、ガイドルルーーのサービスが受
う

けられ

ない。 

これも人
じん

員
いん

不足
ぶ そ く

に感
かん

じる 

今
いま

はギリギリ来
き

てくれる人
ひと

はいるけど、ルルーーに何
なに

かあればたちまち対応
たいおう

に困
こま

る。 

65歳
さい

以上
いじょう

になると介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスの適用
てきよう

を受
う

けるようになるが、障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じた

専門性
せんもんせい

の高
たか

い対応
たいおう

を、必
かなら

ずしもーアマネージャーができるわけではない。 

 

①訪問
ほうもん

系
けい

サービス b こんなサービス 

入浴
にゅうよく

は何故
な ぜ

全
すべ

てのサービスに合
あ

わせて週
しゅう

3回
かい

なのか。Ｄｒ意見書
い け ん し ょ

があれば、と言
い

われるが、そ

もそも市
し

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

職員
しょくいん

の皆様
みなさま

は、週
しゅう

3回
かい

日
ひ

入浴
にゅうよく

されているのか。 

「枚方市
ひ ら か た し

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」での基本
き ほ ん

理念
り ね ん

とかけ離
はな

れていませんか。そこに制限
せいげん

をかけていない



市町村
しちょうそん

もあります。周辺
しゅうへん

他市
た し

のブームと合
あ

わせたい気持
き も

ちもわからないことではありません

が、本末
ほんまつ

転倒
てんとう

では？ 

大阪
おおさか

府内
ふ な い

の聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

がつくった聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

をもつ高齢者
こうれいしゃ

のための施設
し せ つ

であると聞
き

きまし

た。当初
と う し ょ

、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

の高齢者
こうれいしゃ

のみを対象
たいしょう

としていましたが、現在
げんざい

は他
た

の障害
しょうがい

をもつ高齢者
こうれいしゃ

が

多
おお

いのだとも。高齢
こうれい

になれば多
おお

かれ少
すく

なかれ障害
しょうがい

をもつことになるから同
おな

じという安易
あ ん い

な考
かんが

えでなく、様々
さまざま

な障害
しょうがい

の特性
とくせい

に対応
たいおう

したサービスを提供
ていきょう

できる高齢者
こうれいしゃ

施設
し せ つ

、訪問
ほうもん

系
けい

サービ

ス、ーアマネージャーが必要
ひつよう

だと思
おも

います。 

視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

のグループホームを考
かんが

えてもよいのではないか。 

困
こま

った時
とき

には対応
たいおう

してくれる施設
し せ つ

があれば助
たす

かります。（断
ことわ

られることなく） 

現在
げんざい

中心的
ちゅうしんてき

なサービスは生活
せいかつ

介護
か い ご

事業所
じぎょう しょ

が中心
ちゅうしん

で、就労
しゅうろう

移行
い こ う

Ｂなどは運営
うんえい

に苦慮
く り ょ

してい

る。日中
にっちゅう

系
けい

サービスは事業所
じぎょう しょ

も多
おお

くて、利用者
り よ う し ゃ

の取
と

り合
あ

いと職員
しょくいん

の離職率
り し ょ く りつ

の高
たか

さ。 

・図書館
と し ょ か ん

に行
ゆ

きづらいので、リクエスト本
ほん

や返却本
へんきゃくぼん

の配達
はいたつ

サービスがほしい。EX．三田市
さ ん だ し

など

は在
あ

る。 

・タクシー券
けん

がほしい。軽度
け い ど

でも下肢
か し

障害
しょうがい

にはありがたい。 

 

①訪問
ほうもん

系
けい

サービス c 補足
ほ そ く

意見
い け ん

 

訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

さんと１対
たい

１の時間
じ か ん

となるので満足
まんぞく

できる時間
じ か ん

です。(言語
げ ん ご

聴覚士
ちょうかくし

) 

補
ほ

装具
そ う ぐ

・日常
にちじょう

生活
せいかつ

用品
ようひん

の品目
ひんもく

と貸与
た い よ

年数
ねんすう

の見直
み な お

しを！ 

高次機能障
こ う じ き の う し ょ う

がいのある方
ほう

で実際
じっさい

にサービスを利用
り よ う

している事例
じ れ い

は把握
は あ く

できていないが、

身体障
しんたいしょう

がいはなく（もしくは軽度
け い ど

）認知
に ん ち

機能
き の う

の障
しょう

がいが主
おも

な方
かた

が必要性
ひつようせい

を理解
り か い

されず、サー

ビスを利用
り よ う

できない状況
じょうきょう

になってないか懸念
け ね ん

する。 

てんかんや発作
ほ っ さ

を起
お

こす可能性
かの う せ い

のある方
ほう

への同行
どうこう

援護
え ん ご

の充実
じゅうじつ

（医療
いりょう

サービスとの連携
れんけい

な

ど） 

いわゆる“枚方市
ひ ら か た し

独自
ど く じ

のルールの場合
ば あ い

、ルールと異
こと

なる場合
ば あ い

にＤｒ意見書
い け ん し ょ

を求
もと

められるが、

大半
たいはん

が 1通
つう

数千円
すうせんえん

かかるものであり、認定
にんてい

調査
ちょうさ

時
とき

は利用者
り よ う し ゃ

負担
ふ た ん

がないのに整合性
せいごうせい

がない

ように思
おも

う。他市
た し

では本
ほん

人
にん

や支援者
し え ん し ゃ

の理由書
り ゆ う し ょ

のみの場合
ば あ い

もある。 

必要
ひつよう

がないのに「支給
しきゅう

してくれ」や不正
ふ せ い

は論外
ろんがい

だが、実情
じつじょう

を把握
は あ く

する方法
ほうほう

も再検討
さいけんとう

してほし

い。 

 

  



②日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス a 不満
ふ ま ん

な点
てん

 

職員
しょくいん

配置
は い ち

が十分
じゅうぶん

でなく現場
げ ん ば

であらゆる障
しょう

がいの方
かた

に丁寧
ていねい

な対応
たいおう

をする余裕
よ ゆ う

がない。 

B型
がた

作業所
さぎょうじょ

工賃
こうちん

の改善
かいぜん

（交通費
こ う つ う ひ

も バーできない現状
げんじょう

です?） 

就労
しゅうろう

系
けい

の事業所
じぎょう しょ

（特
と く

に A型
がた

）が生活面
せいかつめん

、精神面
せいしんめん

でのフォローに手
て

が回
まわ

らないのか（役割
やくわり

で

はないと考
かんが

えているのか？）他
た

の機関
き か ん

にお任
まか

せのようなことがある。就労
しゅうろう

を継続
けいぞく

するにあた

っては、関係
かんけい

することではないのかと思
おも

ってしまう。 

就
しゅう

Ｂだと送迎
そうげい

のない事業所
じぎょう しょ

が多
おお

い。 

作業
さぎょう

内容
ないよう

が画一的
かくいつてき

で何
なに

か工夫
く ふ う

はないかと考
かんが

えます。 

区分
く ぶ ん

によって報酬
ほうしゅう

が違
ちが

うが微妙
びみょう

な差
さ

なので、例
たと

えば区分
く ぶ ん

６の人
ひと

と区分
く ぶ ん

５とかなり差
さ

をつけて

くれなくてはまだ楽
ら く

な区分
く ぶ ん

５を優先
ゆうせん

で、区分
く ぶ ん

６は取
と

り残
のこ

されていく。 

☆生活
せいかつ

介護
か い ご

について 

・利用
り よ う

時間
じ か ん

をもっと長
なが

くして欲
ほ

しい（学生
がくせい

時
じ

より帰
かえ

ってくるのが早
はや

い） 

☆就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ｂ型
がた

について 

・工賃
こうちん

が低
ひく

すぎて、当事者
と う じ し ゃ

のモチベーションが上
あ

がらない。 

 

②日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス b こんなサービス 

定期的
て い き て き

に包括
ほうかつ

センターなどで場所
ば し ょ

をとならない口
く ち

の体操
たいそう

とかの教室
きょうしつ

をして欲
ほ

しい。 

単体
たんたい

の施設
し せ つ

では解決
かいけつ

できないことや負担
ふ た ん

が大
おお

きいことがあるため、現場
げ ん ば

の職員
しょくいん

が対応
たいおう

事例
じ れ い

を共有
きょうゆう

できる環境
かんきょう

を作
つく

って欲
ほ

しい 

居場
い ば

所
ところ

づくり（場所
ば し ょ

の提供
ていきょう

または費用
ひ よ う

補助
ほ じ ょ

） 

杖
つえ

（金額
きんがく

補助
ほ じ ょ

を望
のぞ

む）や、買
か

い物
もの

 ート（ＥＸ．スワニー）の補助
ほ じ ょ

がほしい。 

ショートステイは、事業所
じぎょう しょ

が設置
せ っ ち

、その事業所
じぎょう しょ

利用者
り よ う し ゃ

が優
ゆう

先
せん

となり、緊急
きんきゅう

事態
じ た い

に利用
り よ う

したい

方
かた

については、遠方
えんぽう

の施設
し せ つ

しか空
あ

いていない状況
じょうきょう

。２４時間
じ か ん

利用
り よ う

できる事業所
じぎょう しょ

がほしい。 

 

③ 日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス c 補足
ほ そ く

意見
い け ん

 

言動
げんどう

の虐待
ぎゃくたい

（心理的
し ん り て き

）が疑
うたが

われる例
れい

、（給与
きゅうよ

遅配
ち は い

もあった）事業所
じぎょう しょ

や実習先
じっしゅうさき

（外部
が い ぶ

企業
きぎょう

等
など

）

でも同様
どうよう

の対応
たいおう

や人
じん

員
いん

不足
ぶ そ く

の補充
ほじゅう

としか思
おも

えない言動
げんどう

を受
う

けたという相談者
そうだんしゃ

もいる。就
しゅう

Ａ

に多
おお

いが、指定
し て い

を出
だ

した市
し

のチェック機能
き の う

はいかがでしょうか。外国
がいこく

人
じん

技能
ぎ の う

実習
じっしゅう

とトラブルと

似
に

た話
はなし

にも思
おも

えます。 

 

  



③居住
きょじゅう

系
けい

サービス a 不満
ふ ま ん

な点
てん

 

又
また

、グループホームは、医療
いりょう

ーアの必要
ひつよう

な障害者
しょうがいしゃ

は利用
り よ う

し難
かた

い。親
おや

の同伴
どうはん

での通院
つういん

で土
つち

、日
ひ

は帰宅
き た く

する終
つい

のすみかではない。 

入所
にゅうしょ

できるか不安
ふ あ ん

です。 

家庭
か て い

に近
ちか

い、落
お

ち着
つ

ける環境
かんきょう

なのか、気
き

になります。 

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

を利用
り よ う

していますが、宿泊
しゅくはく

人数
にんずう

の関係
かんけい

から急
きゅう

に利用
り よ う

したい時
じ

に、しずらい面
めん

もある

様
よう

に思
おも

います。 

手話
し ゅ わ

で話
はな

せる職員
しょくいん

の情報
じょうほう

がない。 

社会的
しゃかいてき

行動障
こうどうしょう

がい、またはそこまではなくても感情
かんじょう

抑制
よくせい

が難
むつか

しい等
と う

の理由
り ゆ う

で他
た

の利用者
り よ う し ゃ

と

のコミニューーションがうまくいかず、利用
り よ う

できない、あちこちで断
ことわ

られてしまう事例
じ れ い

も聞
き

く 

ろう者
しゃ

専用
せんよう

の老
ろう

人
じん

ホームがあったら入所
にゅうしょ

しやすいと思
おも

う。 

ショートステイが全然
ぜんぜん

足
た

りない。 

（グループ）はもちろん。 

受
う

け入
い

れも最重度
さいじゅうど

は断
ことわ

られがち。こちらの都合
つ ご う

で利用
り よ う

できない状態
じょうたい

。 

週
しゅう

一利用
い ち り よ う

したとしても月
つき

２回
かい

のみや、こちらで日
ひ

を決
き

めることができない状態
じょうたい

。 

このサービスが機能
き の う

していない困
こま

っている人
ひと

が多数
た す う

いる。 

 

④ 居住
きょじゅう

系
けい

サービス b こんなサービス 

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

は、これから特
と く

に必要
ひつよう

と考
かんが

えます。 

８０５０でなく今
いま

、９０６０時代
じ だ い

となっています。 

親
おや

亡
な

き後
あと

、グループホームでは生活
せいかつ

できません。 

岸和田
き し わ だ

の入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

では、待機者
た い き し ゃ

が１２２人
にん

待
ま

ちと聞
き

きました。枚方市
ひ ら か た し

としてのお考
かんが

えをお聞
き

かせください。 

単体
たんたい

の施設
し せ つ

では解決
かいけつ

できないことや負担
ふ た ん

が大
おお

きいこともあるため、現場
げ ん ば

の職員
しょくいん

が対応
たいおう

事例
じ れ い

を共有
きょうゆう

できる環境
かんきょう

を作
つく

って欲
ほ

しい 

身体
しんたい

障害
しょうがい

のある方
ほう

が利用
り よ う

できるショートステイ事業所
じぎょう しょ

が少
すく

ない。体験
たいけん

施設
し せ つ

があれば、相談者
そうだんしゃ

に提案
ていあん

したいが市内
し な い

になく現実的
げんじつてき

でない。 

最重度
さいじゅうど

の人
ひと

も気軽
き が る

に利用
り よ う

したい。 

本当
ほんとう

に必要
ひつよう

な時
とき

に利用
り よ う

したい。 

将来
しょうらい

が不安
ふ あ ん

なので親
おや

亡
な

き後
あと

も安心
あんしん

できる体制
たいせい

がほしい。 

 



③居住
きょじゅう

系
けい

サービス c 補足
ほ そ く

意見
い け ん

 

親
おや

なき後
ご

の利用者
り よ う し ゃ

はグループホームでの生活
せいかつ

、施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

での生活
せいかつ

となりますが、施設
し せ つ

そのも

のが少
すく

なく又
また

支援員
し え ん い ん

の数
かず

も足
た

りていない。障害
しょうがい

に応
おう

じた施設
し せ つ

の充実
じゅうじつ

を願
ねが

いたい。 

手厚
て あ つ

い対応
たいおう

してくれる施設
し せ つ

ほど大変
たいへん

（運営
うんえい

）最重度
さいじゅうど

の人
ひと

を受
う

け入
い

れる施設
し せ つ

にもっと対応
たいおう

して

ほしい（金銭的
きんせんてき

補助
ほ じ ょ

）人
じん

件費
け ん ひ

を補填
ほ て ん

してほしい。 

公的
こうてき

施設
し せ つ

がほしい（ショートステイも含
ふく

め）（どんな人
ひと

も受
う

け入
い

れてくれる最後
さ い ご

のかけこみ

寺的
てらてき

な） 

施設入所
にゅうしょ

の支援員
し え ん い ん

の方々
かたがた

が地域
ち い き

で暮
く

らしている障害者
しょうがいしゃ

のことや関
かか

わる支援
し え ん

事業所
じぎょう しょ

のことな

ど知
し

れる機会
き か い

がもっとあってもいいのではないか。いろいろな立場
た ち ば

の支援者
し え ん し ゃ

が場
ば

を同
おな

じくし

て検討
けんとう

できる機会
き か い

が作
つく

れることで、それぞれの役割
やくわり

が見
み

えてくるのではないかと思
おも

います。

施設内
し せ つ な い

での支援
し え ん

だけでは情報
じょうほう

を得
え

る機会
き か い

少
すく

ない。余計
よ け い

に閉鎖的
へ い さ て き

な印象
いんしょう

になってしまう。 

この様
よう

な施設
し せ つ

で働
はたら

く職員
しょくいん

向
む

けの手話
し ゅ わ

講習会
こうしゅうかい

を開
かい

催
さい

してほしい。 

直接
ちょくせつ

、手話
し ゅ わ

で話
はな

せてこそ、本当
ほんとう

の会話
か い わ

（コミュニーーション）だ。 

 

 

⑤ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

a 不満
ふ ま ん

な点
てん

 

利用
り よ う

を希望
き ぼ う

しても、人
ひと

がいない等
と う

スムーズに利用
り よ う

できない。 

日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

の存在
そんざい

は知
し

っているが、事業所
じぎょう しょ

の存在
そんざい

を知
し

らない。 

相談
そうだん

支援
し え ん

の認知度
に ん ち ど

が低
ひく

い。相談
そうだん

支援
し え ん

を利用
り よ う

していない場合
ば あ い

、主
しゅ

たる介護者
か い ご し ゃ

が直接
ちょくせつ

事業所
じぎょう しょ

を探
さが

すので負担
ふ た ん

が大
おお

きい。 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

は、全部
ぜ ん ぶ

付
つ

け足
た

しでできた制度
せ い ど

の様
さま

に思
おも

います。もっと内容
ないよう

を把握
は あ く

して

充実
じゅうじつ

した事業
じぎょう

としてほしい。ただ，預
あず

かればお金
きん

になるから内容
ないよう

はと聞
き

かれると、親
おや

は預
あず

かっ

て貰
もら

えていると、思
おも

っている所
ところ

が見受
み う

けられる。 

相談員
そうだんいん

(計画
けいかく

)の事業所
じぎょう しょ

が少
すく

ない。 

通学
つうがく

ガイドの受
う

け入
い

れ先
さき

がない。 

母体
ぼ た い

との兼務
け ん む

でしか運営
うんえい

が成
な

り立
た

たないため、相談
そうだん

業務
ぎょうむ

に専念
せんねん

しづらい面
めん

はあるのではな

いか。 

看板
かんばん

だけ掲
かか

げている事業所
じぎょう しょ

もある。 

杖
つえ

購入費
こうにゅうひ

の全額
ぜんがく

補助
ほ じ ょ

 

買
か

い物
もの

 ート（スワニー）の補助
ほ じ ょ

金
きん

 

介護
か い ご

タクシーを利用
り よ う

しやすいように、値段
ね だ ん

が高
たか

い。 

手話
し ゅ わ

が分
わ

かる職員
しょくいん

が居
い

るか。 



どこも人
じん

員
いん

不足
ぶ そ く

 

人
じん

員
いん

確保
か く ほ

必要
ひつよう

。利用者
り よ う し ゃ

が多
おお

すぎて断
ことわ

られること多
おお

い。特
と く

に最重度
さいじゅうど

の人
ひと

は。 

☆相談
そうだん

支援
し え ん

について 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょう しょ

の充実
じゅうじつ

を望
のぞ

みます。 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

の計画
けいかく

相談
そうだん

ができる事業所
じぎょう しょ

が少
すく

なすぎる。 

支援
し え ん

学校
がっこう

卒業前
そつぎょうまえ

に相談
そうだん

支援
し え ん

事務所
じ む し ょ

とつながることを勧
すす

められたが、実際
じっさい

には受
う

け入
い

れても

らえるところがほとんどなかった。 

・セルフプランでは情報
じょうほう

がなさすぎる。 

セルフプランだと、何
なに

かあった場合
ば あ い

、家庭
か て い

だけでは対応
たいおう

しきれないのが現実
げんじつ

。 

・セルフプランだと孤立
こ り つ

しがち。個
こ

人
じん

で自分
じ ぶ ん

に合
あ

った福祉
ふ く し

サービスを探
さが

すことが困難
こんなん

だと感
かん

じ

る。障害
しょうがい

のある人
ひと

が必
かなら

ず相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょう しょ

繋
つな

がり、できるだけ安心
あんしん

して暮
く

らせるようになって

ほしい。 

・高校
こ う こ う

を卒業
そつぎょう

し大学
だいがく

や専
せん

門
もん

学校
がっこう

へ進学
しんがく

すると、児童
じ ど う

デイサービスは終了
しゅうりょう

し、相談
そうだん

支援
し え ん

も

終了
しゅうりょう

となり、支援
し え ん

が届
とど

かない。 

 

☆移動
い ど う

支援
し え ん

について 

・移動
い ど う

支援
し え ん

を使
つか

いたくても、発達
はったつ

障害
しょうがい

にありがちなこだわりで、初
はじ

めての人
ひと

、初
はじ

めての行動
こうどう

ー

ターンに対応
たいおう

することが苦手
に が て

だったりするので、担当者
たんとうしゃ

が変
か

わる移動
い ど う

支援
し え ん

は、ずっと利用
り よ う

でき

ないまままである。 

・支援
し え ん

区分
く ぶ ん

が５だが、療育
りょういく

手帳
てちょう

B1 だと本
ほん

人
にん

の交通費
こ う つ う ひ

、ルルーーさんの交通費
こ う つ う ひ

とも割引
わりびき

がな

いため費用
ひ よ う

費用
ひ よ う

負担
ふ た ん

が大
おお

きく、つらい。 

 

☆地域
ち い き

活動
かつどう

センターについて 

・何
なん

 所
し ょ

もあることは知
し

っているか、どんなところなのか何
なに

をやっているかわからないので

利用
り よ う

しにくい。 

・もっと障害
しょうがい

がある人
ひと

のいる家庭
か て い

に情報
じょうほう

は届
とど

くように広報
こうほう

してほしい。 

・発達
はったつ

障害
しょうがい

のことをどれくらい理解
り か い

してくれているのか不安
ふ あ ん

。それぞれの地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センタ

ーに特色
とくしょく

がある事
こと

は聞
き

いているが、発達
はったつ

障害
しょうがい

に詳
くわ

しい地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターを作
つく

って（増
ふ

やして）欲
ほ

しい。 

 

  



 

⑥ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

b こんなサービス 

日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

の時
とき

に調理
ち ょ う り

実習
じっしゅう

など一人
ひとり

で生活
せいかつ

していくのに必要
ひつよう

なことを、教
おし

えてもらえると

ありがたいです。 

地域
ち い き

活動
かつどう

の支援
し え ん

センターの可能性
かの う せ い

は広
ひろ

いです。 

依存症
いぞんしょう

や引
ひ

きこもりの方
かた

など、市
し

がアンーートにも書
か

いて下
くだ

さっている方々
かたがた

にも、居場所
い ば し ょ

とし

て利用
り よ う

していただける可能性
かの う せ い

は高
たか

いです。（実際
じっさい

あります） 

只
ただ

、センターの人
じん

員
いん

の養成
ようせい

、確保
か く ほ

（お金
きん

も含
ふく

め）にサポートいただけると助
たす

かります。 

市内
し な い

では地域
ち い き

自治会
じ ち か い

、高齢者
こうれいしゃ

施設
し せ つ

、企業発
きぎょうはつ

の居場所
い ば し ょ

もあります。つながることができたら。 

高次機能障
こ う じ き の う し ょ う

がいの啓発
けいはつ

を行
おこな

いたいが、市
し

としての協力
きょうりょく

(アイディアの提供
ていきょう

を含
ふく

む)をお願
ねが

い

したい。 

ガイドルルーーとどこかに行
い

く時
じ

、親
おや

がその場所
ば し ょ

まで送迎
そうげい

しているので（うちは電車
でんしゃ

バスは

苦手
に が て

）結局
けっきょく

、親
おや

は身
み

動
うご

きがとれずなので、こんな場合
ば あ い

、格安
かくやす

で手配
て は い

するとガイドルルーーが本
ほん

人
にん

と移動
い ど う

できるシステムがあれば助
たす

かります。（福祉
ふ く し

タクシーは高
たか

い） 

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していなくても、障害
しょうがい

と診断
しんだん

された方
かた

全員
ぜんいん

が相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょう しょ

を

利用
り よ う

できるようにして欲
ほ

しい。使
つか

える福祉
ふ く し

サービスがあるのに気
き

づくことができない。 

・移動
い ど う

支援
し え ん

について、療育
りょういく

手帳
てちょう

の判定
はんてい

がB1、B２でも支援
し え ん

区分
く ぶ ん

が４～６の方
ほう

への費用
ひ よ う

負担
ふ た ん

軽減
けいげん

措置
そ ち

をして欲
ほ

しい。 

・移動
い ど う

支援
し え ん

を利用
り よ う

して福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょう しょ

への送迎
そうげい

の場合
ば あ い

、枚方市
ひ ら か た し

では、ルルーーさんの

交通費
こ う つ う ひ

は往
おう

復
ふく

とも利用
り よ う

負担者
ふ た ん し ゃ

負担
ふ た ん

となるが、加算
か さ ん

等
など

があり往復
おうふく

とも利用者
り よ う し ゃ

負担
ふ た ん

ではない

市町村
しちょうそん

もあると聞
き

いた。枚方市
ひ ら か た し

でも利用者
り よ う し ゃ

負担
ふ た ん

軽減
けいげん

のための検討
けんとう

して欲
ほ

しい。 

・障害者
しょうがいしゃ

は的確
てきかく

な状況
じょうきょう

説明
せつめい

ができたいので、家族
か ぞ く

は当事者
と う じ し ゃ

の健康
けんこう

状態
じょうたい

の把握
は あ く

が困難
こんなん

。 

今後
こ ん ご

年齢
ねんれい

が上
あ

がっていけば、さらに健康
けんこう

管理
か ん り

が難
むつか

しくなる不安
ふ あ ん

がある。 

発達
はったつ

障害
しょうがい

に起因
き い ん

するこだわり等
など

で、一般的
いっぱんてき

な市民
し み ん

検診
けんしん

も来
く

ることが難
むつか

しい方
かた

のための独自
ど く じ

のサービスがあればありがたい。 

 

④地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

c 補足
ほ そ く

意見
い け ん

 

相談
そうだん

支援
し え ん

については、ご本
ほん

人
にん

のその後
ご

の生活
せいかつ

を左右
さ ゆ う

する最初
さいしょ

の窓口
まどぐち

になる。高次
こ う じ

機能
き の う

障害
しょうがい

は、既存
き そ ん

の制度
せ い ど

では バーできない事例
じ れ い

が多
おお

く、当事者
と う じ し ゃ

家族
か ぞ く

は少
すこ

しでもより良
よ

い情報
じょうほう

を集
あつ

め

るためには、支援者
し え ん し ゃ

の関
かか

わりがないとからかなり遠回
とおまわ

りをして疲弊
ひ へ い

してしまう方
かた

も多
おお

い。 

孤立
こ り つ

を防
ふせ

ぐために具体的
ぐ た い て き

支援
し え ん

につながらないとしても関係
かんけい

をつなげておく、複数
ふくすう

の相談先
そうだんさき

を

提案
ていあん

するなどの対応
たいおう

をお願
ねが

いしたい。 



相談
そうだん

の内容
ないよう

を金額
きんがく

で表現
ひょうげん

できるものではないが、数十年
すうじゅうねん

変
か

わらなぬ金額
きんがく

で委託
い た く

を受
じゅ

託
たく

し、

相談
そうだん

内容
ないよう

は多様化
た よ う か

し、困難
こんなん

割合
わりあい

はさらに増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にある。相談
そうだん

事業
じぎょう

からの撤退
てったい

を行
おこな

ってい

る法
ほう

人
じん

もあると聞
き

くが、行政側
ぎょうせいがわ

として相談
そうだん

事業
じぎょう

の今後
こ ん ご

の在
あ

り様
さま

をどのように捉
とら

えているのか

知
し

りたい。 

ルルーーと行
い

く場所
ば し ょ

が少
すく

ないので、（人混
ひ と ご

みきらい）近所
きんじょ

散歩
さ ん ぽ

も多
おお

い。こんな暑
あつ

いと居場所
い ば し ょ

に

困
こま

る。 

日陰
ひ か げ

場所
ば し ょ

を含
ふく

め、公園
こうえん

に水遊
みずあそ

びできたらうれしい。 

・検診
けんしん

の機会
き か い

は、障害者
しょうがいしゃ

にも平
びょう

等
どう

に会
かい

あって欲
ほ

しい。 

 

 

⑤障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

a 不満
ふ ま ん

な点
てん

 

放課後
ほ う か ご

等
と う

デイサービスの制度
せ い ど

が変
か

わったためか、急
きゅう

に時間
じ か ん

の短縮
たんしゅく

を求
もと

められて困
こま

った。 

当日
とうじつ

に「今日
き ょ う

は開所
かいしょ

できない」と言
い

われた方
かた

もいました。 

支援者
し え ん し ゃ

の質
しつ

の向上
こうじょう

を望
のぞ

む 

現在
げんざい

成人
せいじん

なので。ただ児童
じ ど う

の支援
し え ん

は昔
むかし

より進歩
し ん ぽ

しているみたいだが（放課後
ほ う か ご

デイなど）、

成人
せいじん

の支援
し え ん

が乱雑
らんざつ

に感
かん

じる。 

 

⑤障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

b こんなサービス 

放課後
ほ う か ご

等
と う

デイサービスの時間
じ か ん

延長
えんちょう

（別途
べ っ と

有料
ゆうりょう

でよいので） 

・不正
ふ せ い

受給
じゅきゅう

など金銭面
きんせんめん

の監査
か ん さ

だけでなく、利用者
り よ う し ゃ

に対
たい

するサービス、支援者
し え ん し ゃ

などの従事者
じゅうじし ゃ

に

対
たい

する待遇
たいぐう

についても監査
か ん さ

してほしい。 

・利用
り よ う

する保護者
ほ ご し ゃ

の声
こえ

、意見
い け ん

を直接
ちょくせつ

吸
す

い上
あ

げられる窓口
まどぐち

を作
つく

る、または、現在
げんざい

そのような場所
ば し ょ

が存在
そんざい

するのであれば、もっと広
ひろ

く利用
り よ う

する保護者
ほ ご し ゃ

に知
し

らしめるアナウンスが必要
ひつよう

だと思
おも

う。 

 

⑤障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

c 補足
ほ そ く

意見
い け ん

 

障害
しょうがい

がある子
こ

どもの兄弟児
きょうだいじ

に対
たい

するサポート。 

保護者
ほ ご し ゃ

の負担
ふ た ん

を軽
かる

くするという視点
し て ん

でも早期
そ う き

に利用
り よ う

できたらいいと思
おも

う。 

児
じ

に特化
と っ か

してサポートされている事業所
じぎょう しょ

以外
い が い

は、ーース数
すう

が少
すく

なく、経験
けいけん

も少
すく

なくなります。 

一方
いっぽう

で、成人
せいじん

期
き

のサポートへの移行
い こ う

は、保護者
ほ ご し ゃ

、ご家族
か ぞ く

が悩
なや

まれることが多
おお

いように感
かん

じま

す。 

枚方
ひらかた

にはサポートブックはありますが、できれば移行
い こ う

時
じ

の課題
か だ い

について、自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

で

話
はな

し合
あ

えたら。共有
きょうゆう

（現場
げ ん ば

レベル） 



現時点
げ ん じ て ん

では障害児
しょうがいじ

の相談
そうだん

事例
じ れ い

はないが、交通
こうつう

事故
じ こ

等
など

での当事者
と う じ し ゃ

家族
か ぞ く

がおられると思
おも

う。 

現在
げんざい

成人
せいじん

 

・事業所
じぎょう しょ

の突然
とつぜん

の休止
きゅうし

を経験
けいけん

し、障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

の必要性
ひつようせい

を痛
つう

切
せつ

に感
かん

じた。 

枚方市
ひ ら か た し

はセルフプランの利用者
り よ う し ゃ

が大半
たいはん

だと耳
みみ

にするが、今回
こんかい

のような事例
じ れ い

の場合
ば あ い

、個
こ

人
じん

です

ぐに対応
たいおう

することがとても難
むずか

しいことを実感
じっかん

した。 

・市
し

としても、児童
じ ど う

向
む

け計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょう しょ

設置
せ っ ち

の推奨
すいしょう

、設置
せ っ ち

支援
し え ん

を行
おこな

い、障害児
しょうがいじ

の

保護者
ほ ご し ゃ

への積極的
せっきょくてき

な利用
り よ う

を促
うなが

す必要
ひつよう

があるのではないだろうか。 

・事前
じ ぜ ん

通告
つうこく

なく、いきなり児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、放課後
ほ う か ご

等
と う

デイサービス等
と う

を休所
きゅうしょ

もしくは閉所
へいしょ

するこ

とのないよう管理
か ん り

監督
かんとく

して欲
ほ

しい。休所
きゅうしょ

または閉所
へいしょ

するといった場合
ば あ い

、次
つぎ

の行
ゆ

き場
ば

を見
み

つける

サポートを行
おこな

う事
こと

を義務
ぎ む

づける等
と う

の対策
たいさく

をして欲
ほ

しい。いきなり休所
きゅうしょ

もしくは閉所
へいしょ

すると言
い

っ

た事案
じ あ ん

が起
お

こった場合
ば あ い

、市
し

として速
すみ

やかに対応
たいおう

するためのルール作
づく

り等
など

をお願
ねが

いしたい。 

⑦ 障害児
しょうがいじ

受入
う け い

れ a 不満
ふ ま ん

な点
てん

 

母
  

親
おや

が障
しょう

がいのための更生
こうせい

入院
にゅういん

・手術
しゅじゅつ

、その予後
よ ご

に子
こ

どもの保育所
ほ い く し ょ

入園
にゅうえん

を緊急的
きんきゅうてき

に受
う

け

入
い

れてほしかった。 

私
し

立
りつ

保育
ほ い く

園
その

では障害
しょうがい

があるというだけで受
う

け入
い

れを断
ことわ

られたり、入園
にゅうえん

できたとしても

保育士
ほ い く し

に障害児
しょうがいじ

に対
たい

する教育
きょういく

をされていないため、合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

がされていない。（理解
り か い

して

もらえない）と感
かん

じる。公立
こうりつ

保育所
ほ い く じ ょ

が民営化
みん えい か

されていく中
なか

、安心
あんしん

して子
こ

どもを預
あず

けて働
はたら

いてい

る場所
ば し ょ

がなくなっていくのではと不安
ふ あ ん

を感
かん

じる。運動会
うんどうかい

等
と う

の行事
ぎょうじ

に不参加
ふ さ ん か

を要請
ようせい

する園
えん

もあ

るそうです。 

兄弟
きょうだい

と同
おな

じ保育所
ほ い く じ ょ

（園
えん

）で受
う

け入
い

れてほしい。 

 

⑥障害児
しょうがいじ

受入
う け い

れ b こんなサービス 

私立
し り つ

保育所
ほ い く じ ょ

でも加配
か は い

の保育士
ほ い く し

に研修
けんしゅう

を必
かなら

ず受
う

けてもらうなど、障害児
しょうがいじ

を受
う

け入
い

れる体制
たいせい

を

整
ととの

えてほしい。 

受
う

け皿
ざら

を増
ふ

やしていただき、幼少期
よう しょ う き

からインクルーシブ教育
きょういく

に力
ちから

を入
い

れていただきたい。 

公立
こうりつ

、私立
し り つ

問
と

わず、姿勢
し せ い

体制
たいせい

に違
ちが

いがあるのかなと感
かん

じます。加配
か は い

等
と う

のみでは不十分
ふじゅうぶん

という

か、家族
か ぞ く

、支援者
し え ん し ゃ

、保育所
ほ い く じ ょ

が連携
れんけい

しやすくなれば、あと全体的
ぜんたいてき

に家族
か ぞ く

支援
し え ん

の視点
し て ん

を持
も

ちたい

ところです。どうしても、子
こ

どもに焦点
しょうてん

が当
あ

たりやすいですが。 

研修
けんしゅう

&交流
こうりゅう

の場
ば

がほしい。 

 

 



⑥障害児
しょうがいじ

受入
う け い

れ c 補足
ほ そ く

意見
い け ん

 

記入
きにゅう

が多
おお

いのでアンーートに答
こた

えることが大変
たいへん

！ーソコンとかで簡単
かんたん

に答
こた

えられるよう改善
かいぜん

し

てほしい。 

質問
しつもん

もアバウトでなく、細
こま

かく答
こた

えやすいよう☑だけ入
い

れたらよいとか、工夫
く ふ う

してほしい！集計
しゅうけい

もその方
ほう

がやりやすいのでは？ 

☆このアンーートの設問
せつもん

そのものが、ろう者
しゃ

の生活
せいかつ

を理解
り か い

していない。 

 

  



 

市民
し み ん

アンケート調査
ちょうさ

（障害者
しょうがいしゃ

）集計
しゅうけい

結果
け っ か

の概要
がいよう

 

□集計
しゅうけい

方法
ほうほう

 

 障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

種別
しゅべつ

に基
もと

づく区分
く ぶ ん

によりクロス集計
しゅうけい

 行
い

った。 

 は「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

は 所持
し ょ じ

は」、「療育
りょういく

手帳
てちょう

は 所持
し ょ じ

は、「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

は 所持
し ょ じ

は、

「複数
ふくすう

手帳
てちょう

 所持
し ょ じ

」、「手帳
てちょう

 所持
し ょ じ

していない」の５区分
く ぶ ん

である。「無回答
むかいとう

」 表示
ひょうじ

し

ていないが、「合計
ごうけい

」に 含
ふく

まれる。 

 

１．属性
ぞくせい

 

 合計
ごうけい

で ７割
わり

がは「本
ほん

人
にん

」ですが、療育
りょういく

は 複数
ふくすう

 は「本
ほん

人
にん

」４割
わり

、「家族
か ぞ く

」５割
わり

となって

います。 

 身体
しんたい

 高齢者
こうれいしゃ

の割合
わりあい

が高
たか

く、療育
りょういく

 若年層
じゃくねんそう

の割合
わりあい

が高
たか

くなっています。 

 

２．障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

 

 療育
りょういく

の５割
わり

が発達
 ったつ

障害
しょうがい

と診断
しんだん

されています。手帳
てちょう

取得
しゅとく

年齢
ねんれい

は「18歳
さい

未満
み ま ん

」が６割
わり

とな

っています。 

 強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

と言
い

われた方
かた

 、「身体
しんたい

」「複数
ふくすう

」で２割
わり

程度
て い ど

あります。 

 高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

の診断
しんだん

 、各障害
かくしょうがい

種別
しゅべつ

とも１割弱
わりじゃく

あります。 

 難病
なんびょう

罹患
り か ん

している方
かた

 、「身体
しんたい

」「複数
ふくすう

」で２割
わり

あります、 

 医療的
いりょうてき

ケア は「服薬
ふくやく

管理
か ん り

」が中心
ちゅうしん

ですが、「透析
とうせき

」「ストマ」なども一
いっ

定数
ていすう

あります。 

 

３．住
す

まいや暮
く

らし 

 は「家族
か ぞ く

と暮
く

らしている」 ８割
わり

、「一人
ひとり

暮
く

らし」 １割
わり

となっています。 

 同居者
どうきょしゃ

 、身体
しんたい

で は「配偶者
 いぐうしゃ

」が７割
わり

、療育
りょういく

で は「母
  

」８割
わり

、「父
ちち

」７割
わり

となってい

ます。 

 日常
にちじょう

における自身
じ し ん

の身体的
しんたいてき

な行動
こうどう

 は「一人
ひとり

でできる」方
かた

が多
おお

いですが、療育
りょういく

、精神
せいしん

で 、「お金
かね

の管理
か ん り

」「薬
くすり

の管理
か ん り

」など複雑
ふくざつ

な行動
こうどう

で 、「一人
ひとり

でできる」 ３割
わり

以下
い か

となっています。 

 介助者
かいじょしゃ

は（複数
ふくすう

回答
かいとう

） 、身体
しんたい

 は「配偶者
 いぐうしゃ

」、療育
りょういく

は 精神
せいしん

は 複数
ふくすう

 は「母
  

」「父
ちち

」が中心
ちゅうしん

です。 

 主
おも

な介助者
かいじょしゃ

 、療育
りょういく

 複数
ふくすう

 「母
  

」６割
わり

、身体
か ら だ

 「配偶者
 いぐうしゃ

」３割
わり

となっています。 

 主
おも

な介助者
かいじょしゃ

の健康
けんこう

状態
じょうたい

 、６割
わり

が「普通
ふ つ う

」ですが、「良
よ

くない」 ２割
わり

あります。 



→家族
か ぞ く

中心
ちゅうしん

は（母
  

親
おや

）の介助
かいじょ

から、福祉
ふ く し

サービス等
など

 活用
かつよう

して家族
か ぞ く

は（母
  

親
おや

）の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

 

図
 か

る 

 

 一時的
いちじてき

に介助
かいじょ

ができなくなった場合
ば あ い

の対応
たいおう

 、は「他
た

の家族
か ぞ く

」「知人
ちじん

」「短期
た ん き

入所
にゅうしょ

サービ

ス等
とう

」などやは「一人
ひとり

でできる」で、６割
わり

 対応
たいおう

できますが、３割
わり

 は「対応
たいおう

できず困
こま

る」

となっています。 

 は「介助
かいじょ

は 受
う

はけているうえで困
こま

はること」 「精神的
せいしんてき

負担
ふ た ん

は」「経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

は」「介助者
かいじょしゃ

はが少
すく

はな

い」が主
おも

ですが、身体
しんたい

 精神
せいしん

 「精神的
せいしんてき

負担
ふ た ん

」が２割
わり

あります。 

→精神的
せいしんてき

負担
ふ た ん

と 何
なに

か、軽減
けいげん

する方策
ほうさく

  

 

 暮
く

らしの希望
き ぼ う

について 、「家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に」が６割
わり

となっています。また、「一人
ひとり

で暮
く

らしたい」 身体
しんたい

 精神
せいしん

 複数
ふくすう

 ２割
わり

ですが、療育
りょういく

 １割
わり

となっています。 

→一人
ひとり

暮
ぐ

らし 障害者
しょうがいしゃ

の自立化
じ り つ か

の一歩
い っ ぽ

と位置
い ち

づけ、総合的
そうごうてき

な支援
し え ん

の推進
すいしん

 

 

 は「通院
つういん

時
じ

や医療
いりょう

 受
う

けるにあたって困
こま

っていることで 、「公共
こうきょう

交通
こうつう

の利用
り よ う

」「医者
い し ゃ

や

看護師
か ん ご し

とのコミュニケーション」ですが、特
とく

に療育
りょういく

で は「医者
い し ゃ

や看護師
か ん ご し

とのコミ

ュニケーション」が４割
わり

となっています。 

→医者
い し ゃ

や看護師
か ん ご し

とのコミュニケーションの取
と

り方
かた

の学
まな

びの必要性
ひつようせい

 

 

 地域
ち い き

生活
せいかつ

での支援
し え ん

として 、「経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

軽減
けいげん

」「相談
そうだん

対応
たいおう

等
など

の充実
じゅうじつ

」「在宅
ざいたく

サービス

利用
り よ う

は」「障害者
しょうがいしゃ

はに適
てき

はした住宅
じゅうたく

確保
か く ほ

は」が３割
わり

以上
いじょう

はですが、「情報
じょうほう

はの取得
しゅとく

利用
り よ う

はや意思
い し

疎通
そ つ う

」が２割
わり

あります。 

 

４．日中
にっちゅう

活動
かつどう

や就労
しゅうろう

 

 ８割
わり

以上
いじょう

が週
しゅう

数回
すうかい

外出
がいしゅつ

していますが、 外出
がいしゅつ

しない』 １割
わり

あります。 

 外出
がいしゅつ

目的
もくてき

 「買物
かいもの

」「医療
いりょう

機関
き か ん

受診
じゅしん

」「通園
つうえん

 通所
つうしょ

 通学
つうがく

 通勤
つうきん

」などです 

→外出
がいしゅつ

機会
き か い

増加
ぞ う か

への促進
そくしん

方法
ほうほう

の検討
けんとう

 

 

 外出
がいしゅつ

での困
こま

りごと 、「困
こま

った時
じ

にどうすればいいのか心配
しんぱい

」やは「休憩
きゅうけい

できる場所
ば し ょ

が少
すく

ない」「道路
ど う ろ

や駅
えき

に階段
かいだん

や段差
だ ん さ

が多
おお

い」「列車
れっしゃ

やバスの乗
の

り降
ふ

りが困難
こんなん

」など

の公共
こうきょう

空間
くうかん

での困
こま

りごとが指摘
し て き

されています。 

→総合的
そうごうてき

なバリアフリーのまちづくり   →障害者
しょうがいしゃ

参加型
さんかがた

のまちづくり 



 

 は「平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

 主
おも

にどのように過
す

ごし方
ほう

」で 、身体
しんたい

は 精神
せいしん

 は「自宅
じ た く

で過
す

ごす」が５

割
わり

、療育
りょういく

 「福祉
ふ く し

施設
し せ つ

や作業所
さぎょうしょ

への通
かよ

い」が５割
わり

となっています。 

 は「会社
かいしゃ

勤
つと

はめや、自営業
じえいぎょう

は、家業
かぎょう

等
など

はで収 入
しゅうにゅう

は 得
え

はる仕事
し ご と

は している」（全体
ぜんたい

はの４割
わり

は）方
かた

 、「正社員
せいしゃいん

」 ４割
わり

で、「パート アルバイト等
とう

」非正規
ひ せ い き

が５割
わり

となっています。 

 仕事
し ご と

の見
み

つけ先
さき

 、「自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

で見
み

つけた」が３割
わり

ですが、身体
しんたい

 ５割
わり

となってい

ます。療育
りょういく

で 「障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

 生活
せいかつ

支援
し え ん

センター」が３割
わり

となっています。 

 就労
しゅうろう

期間
き か ん

 、「10年
ねん

以上
いじょう

」 身体
しんたい

６割
わり

、療育
りょういく

割
わり

５割
わり

ですが、精神
せいしん

は 複数
ふくすう

 期間
き か ん

が短
みじか

い方
かた

」が多
おお

いです。 

 退職
たいしょく

理由
り ゆ う

 、自身
じ し ん

のは「体調
たいちょう

悪化
あ っ か

」が４割
わり

ですが、「仕事場
し ご と ば

の人
にん

間
げん

関係
かんけい

」「障害
しょうがい

に対
たい

す

る周辺
しゅうへん

の理解
り か い

や配慮
 いりょ

不足
ぶ そ く

」も指摘
し て き

しています。 

 就労
しゅうろう

支援
し え ん

はとして 、「職場
しょくば

はの上司
じょうし

はや同僚
どうりょう

はに障害
しょうがい

はの理解
り か い

はがあること」「短時間
たんじかん

勤務
き ん む

や勤務
き ん む

日数
にっすう

等
など

の配慮
 いりょ

」 中心
ちゅうしん

として、多面的
ためんてき

な支援
し え ん

 必要
ひつよう

としています。 

 余暇
よ か

活動
かつどう

に必要
ひつよう

なことで 、「いつでも気軽
き が る

に立
た

ち寄
よ

り、仲間
な か ま

達
たち

と過
す

ごすことので

きる場所
ば し ょ

」が３割
わり

あります。 

 

５．障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の利用
り よ う

 

 障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

 受
う

けている方
ほう

 ２割
わり

にとどまります。 

 介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービス 受
う

けている方
ほう

 、合計
ごうけい

１割
わり

、身体
しんたい

２割
わり

となっています。 

 介護
か い ご

サービス受
う

けている方
かた

は（13.9％）の要介護度
よ う か い ご ど

 、「要支援
ようしえん

１、２」３割
わり

、「介護度
か い ご ど

１～３」４割
わり

、「介護度
か い ご ど

４～５」２割
わり

となっています。 

 訪問
ほうもん

系
けい

サービス  利用
り よ う

している』 １割
わり

前後
ぜ ん ご

ですが満足度
まんぞくど

 高
たか

いです。 利用
り よ う

して

いない』 ７割
わり

前後
ぜ ん ご

で、「今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない」方
かた

が多
おお

くなっています。 

 日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス は 利用
り よ う

している』 １割
わり

前後
ぜ ん ご

で、 利用
り よ う

していない』 ６割
わり

前後
ぜ ん ご

となっています。 

 居住
きょじゅう

系
けい

 は 利用
り よ う

している』 １割
わり

未満
み ま ん

で少
すく

ない。今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない理由
り ゆ う

 、「家族
か ぞ く

の

支援
し え ん

があり、自宅
じ た く

で生活
せいかつ

できるから」が５割
わり

あります。 

 相談
そうだん

系
けい

サービス は 利用
り よ う

している』 １割
わり

前後
ぜ ん ご

で少
すく

なく、利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

 は「利用
り よ う

しなくても困
こま

らないから」となっています。 

 移動
い ど う

支援
し え ん

サービス は 利用
り よ う

している』 １割
わり

で、利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

 は「自分
じ ぶ ん

ひとり

で生活
せいかつ

することができるから」となっています。 

 日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

  利用
り よ う

している』 0.5割
わり

未満
み ま ん

と少
すく

なく、利用
り よ う

していない理由
り ゆ う



 「利用
り よ う

しなくてもあなた自身
じ し ん

のこと あなた自身
じ し ん

でできるから」となっていま

す。 

 意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 は 利用
り よ う

している』 0.5割
わり

未満
み ま ん

と少
すく

なく、利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

 

「利用
り よ う

しなくても困
こま

らないから」となっています。 

 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

 は 利用
り よ う

している』 0.5割
わり

未満
み ま ん

と少
すく

なく、利用
り よ う

していな

い理由
り ゆ う

 「どんなサービスか知
し

らないから」となっています。 

 

６．相談
そうだん

相手
あ い て

 

 相談
そうだん

相手
あ い て

 「家族
か ぞ く

や親
しん

せき」７割
わり

となっています。精神
せいしん

 複数
ふくすう

 「かかりつけの

医師
い し

や看護
か ん ご

」４割
わり

となっています。 

→医師
い し

や看護
か ん ご

の重要性
じゅうようせい

、家族内
かぞくない

だけでなく外部
が い ぶ

の専
せん

門
もん

機関
き か ん

等
など

への相談
そうだん

も促進
そくしん

 

 

 福祉
ふ く し

サービス等
など

に関
かん

する情報
じょうほう

の入
にゅう

手先
しゅさき

 、「広報
こうほう

ひらかた」「インターネット」

「家族
か ぞ く

 親
しん

せき、友人
ゆうじん

は 知人
ちじん

」が３割
わり

となっています。精神
せいしん

は 複数
ふくすう

で 、「かかり

つけの医師
い し

や看護
か ん ご

」３割
わり

となっています。 

→高度
こ う ど

情報
じょうほう

機器
き き

等
とう

の使用
し よ う

に関
かん

する総合的
そうごうてき

な支援
し え ん

の必要性
ひつようせい

 

 

 生活
せいかつ

情報
じょうほう

入手
にゅうしゅ

はで困
こま

はること 、「物
もの

は 買
か

はうときの契約
けいやく

はなどで申込書
もうしこみしょ

はの内容
ないよう

はがむず

かしく分
わ

からない」が３割
わり

で、特
とく

に療育
りょういく

で ６割
わり

となっています。  



７．権利
け ん り

擁護
よ う ご

 

 は「嫌
いや

な思
おも

い」 4割
わり

が経験
けいけん

し、４割
わり

が経験
けいけん

していません。 

 は「嫌
いや

な思
おも

い」 した場所
ば し ょ

について 、「外出先
がいしゅつさき

 余暇
よ か

 楽
たの

しむとき」「公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

」

「職場
しょくば

」「病院
びょういん

等
とう

の医療
いりょう

機関
き か ん

」「病院
びょういん

等
とう

の医療
いりょう

機関
き か ん

」の順
じゅん

となっています。 

→当該
とうがい

施設
し せ つ

での啓発
けい つ

の充実
じゅうじつ

 

 

 は「嫌
いや

な思
おも

い」の内容
ないよう

 、「じろじろ見
み

られた」「不親切
ふしんせつ

は 冷
つめ

たい態度
た い ど

 とられた」「障害
しょうがい

に配慮
 いりょ

してもらえなかった」「暴言
ぼうげん

や嫌味
い や み

 言
い

われる、暴力
ぼうりょく

 受
う

ける」などです。 

 成人
せいじん

後見
こうけん

人
にん

制度
せ い ど

については「制度
せ い ど

が良
よ

くわからない」 、合計
ごうけい

３割
わり

、療育
りょういく

 精神
せいしん

 

複数
ふくすう

で ４割
わり

、身体
か ら だ

 ２割
わり

となっています。 

→成人
せいじん

後見
こうけん

人
にん

制度
せ い ど

の周知
しゅうち

、長期的
ちょうきてき

視点
し て ん

での対応
たいおう

の必要性
ひつようせい

 訴
そ

求
きゅう

、啓発
けい つ

活動
かつどう

 

 

８．災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

等
とう

 

 は「地震
じ し ん

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に一人
ひとり

で避難
ひ な ん

」について 、「できる」 合計
ごうけい

４割
わり

ですが、療育
りょういく

は 

精神
せいしん

 ３割
わり

となっています。「できない」で 、複数
ふくすう

は 療育
りょういく

 ５割
わり

となっていま

す。 

→重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

の避難
ひ な ん

方法
ほうほう

と避
ひ

難所
なんしょ

の受
う

け入
い

れ体制
たいせい

の整備
せ い び

は（人
じん

材
ざい

、関係
かんけい

機関
き か ん

のネット

ワーク、設備
せ つ び

 備品
び ひ ん

の備蓄
び ち く

） 

 は「避難
ひ な ん

時
じ

に助
たす

けてくれる人
ひと

」がは「いる」 ２割
わり

、「いない」 ４割
わり

となっています。 

→障害者
しょうがいしゃ

避難
ひ な ん

支援者
しえんしゃ

等
など

に関
かん

する啓発
けい つ

 

 は「助
たす

けてくれる人
ひと

」 は「近所
きんじょ

の人
ひと

」４割
わり

、「友人
ゆうじん

は 知人
ちじん

」３割
わり

となっています。療育
りょういく

 」「ヘルパーなど事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

」４割
わり

となっています。 

 災害
さいがい

時
じ

に避難
ひ な ん

する時
じ

や避難
ひ な ん

生活
せいかつ

で困
こま

ること、不安
ふ あ ん

に思
おも

うことで 、「投薬
とうやく

や治療
ちりょう

が

受
う

はけられない」５割
わり

は、「避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

はの設備
せ つ び

は（トイレ等
など

は）や生活
せいかつ

環境
かんきょう

はが不安
ふ あ ん

は」５割
わり

は、

「安全
あんぜん

なところまで、迅速
じんそく

に避難
ひ な ん

することができない」４割
わり

となっています。 

 精神
せいしん

 は「投薬
とうやく

や治療
ちりょう

が受
う

けられない」６割
わり

、療育
りょういく

 は「周囲
しゅうい

とコミュニケーション

がとれない」６割
わり

となっています。 

→医療
いりょう

機関
き か ん

 薬局
やっきょく

等
とう

との連携
れんけい

    →避難所
ひなんじょ

でのコミュニケーションづくり 

 災害
さいがい

時
じ

の避難先
ひなんさき

 、「避難所
ひなんじょ

」４割
わり

、「わからない」２割
わり

となっています。 

 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

にあれば、役
やく

に立
た

つ、障害
しょうがい

特性
とくせい

に配慮
 いりょ

していると思
おも

われる品物
しなもの

について

 、合計
ごうけい

は 「自分
じ ぶ ん

はだけの空間
くうかん

は 作
つく

はれる簡易
か ん い

はな装置
そ う ち

は（段
だん

はボール箱
ばこ

はの区切
く ぎ

はり等
など

は）」５

割
わり

は、「何
なん

はらかの支援
し え ん

はが必要
ひつよう

はなことがわかるカード、バンダナなど」２割
わり

は、「騒音
そうおん

は、



雑音
ざつおん

は 遮断
しゃだん

はする耳
みみ

はあて（イヤーマフ等
など

は）」２割
わり

はとなっています。前記
ぜ ん き

以外
い が い

はで 、

身体
しんたい

 は「車
くるま

いすで使用
し よ う

できるトイレ」３割
わり

、療育
りょういく

 は「避難所
ひなんじょ

での連絡
れんらく

事項
じ こ う

など

が音声
おんせい

により伝
つた

えられる装置
そ う ち

」３割
わり

となっています。 

 

→障害
しょうがい

内容
ないよう

や障害者
しょうがいしゃ

の意向
い こ う

に対応
たいおう

した、避難所
ひなんしょ

での設備
せ つ び

 備品
び ひ ん

計画
けいかく

の作成
さくせい

 

 

９．新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

流行
りゅうこう

の影響
くいきょう

 

 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

流行
りゅうこう

による生活
せいかつ

の変化
へ ん か

 、「外出
がいしゅつ

ができなかった」４

割
わり

、「介助者
かいじょしゃ

（家族
か ぞ く

やヘルパー）との感染
かんせん

対策
たいさく

」2割
わり

、「いつも行
い

っているところ

（会社
かいしゃ

や通所
つうしょ

事業所
じぎょうしょ

など）に行
い

くことができなかった」１割
わり

となっています。 

 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

が５類
るい

感染症
かんせんしょう

に移行
い こ う

したことによる変化
へ ん か

 、「まだ少
すこ

し、感染
かんせん

に対
たい

する不安
ふ あ ん

があり、しばらく以前
い ぜ ん

の生活
せいかつ

に 戻
もど

れないと思
おも

う」５割
わり

と

なっています。 


